














野獣なアニキに溺愛されすぎて困る。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　１




　駅を出たときは小降りだった雨は、徐じよ々じよに激しさを増してきていた。大きな雫しずくが叩たたきつけられているせいで、あっという間にアスファルトが黒く染まっていく。

　売店で買ったビニール傘がさを差してはいるけれど、地面で跳はねた雨で着慣れない喪も服ふくの裾すそが濡ぬれて重くなっていく。ビニール越ごしに見上げた空は分厚い雨雲に覆おおわれ、濃こい灰色で隙すき間まなく埋うめ尽つくされていた。

　国くに東さき伊い織おりは、まるでいまの自分の心の内のようだとため息を吐つく。この強い雨あま脚あしは、泣きたくても泣けない自分の涙なみだ雨あめなのかもしれない。

「…………」

　祖父が倒たおれたのは先々月の末のことだ。病院に運ばれ、医師から検査が必要だと告げられてからは本当にあっという間だった。

　半年ほど前からたまに調子が悪そうにしていたのに、医者嫌ぎらいのせいでなかなか病院に行ってくれなかった。倒れる前にもっと強く勧すすめていたらと悔くやんでも悔やみきれない。

　親しん戚せきづき合いは皆かい無むだったため、葬そう儀ぎはこぢんまりと行ったけれど、近所の人や店の常連客がたくさん弔ちよう問もんに来てくれたお陰かげで賑にぎやかに送ることができた。

（一人になっちゃったんだよな……）

　家族を見送るのはこれで三回目だ。初めて参列した葬儀は祖母、二度目は母、そして、今回は祖父と別れを告げた。葬儀の手順に戸と惑まどうことはなかったけれど、何度経験しても慣れることはない。

　父親は伊織が生まれる前に亡なくなっている。母があまり語りたがらなかったため、詳くわしいことはわからないけれど事故だったらしい。

　今日は初七日の法要と共に納骨も行ってきた。祖父も長年連れ添そった祖母と愛まな娘むすめである伊織の母と一いつ緒しよにいたほうが淋さみしくないだろうと思ったのだ。

　ずっと気持ちが張り詰つめていたけれど、すべきことが終わってしまったいま、すっかり気が抜ぬけてしまったようだ。

　伊織の足取りが鈍にぶいのは濡れた裾が重いだけでなく、誰だれもいない自宅に帰りたくないせいもあるのだろう。

　祖父源げん次じ郎ろうは長年、自分の名をつけた惣そう菜ざい店を切り盛りしてきた。昼には近きん隣りんのビジネスマン向けの弁当を、午後からは家庭向けの惣菜を並べるこぢんまりとした店だ。

　これからは祖父の跡あとを継つぎ、一人で店を切り盛りしていくつもりだ。祖母や母と共に手伝いながら続けてきた店を終わりにはしたくなかった。

　ずっと仕事ぶりを見てきているから、すべきことはわかっている。調理師学校に通って調理師免めん許きよも取ったし、祖父の知り合いのレストランで修しゆ業ぎようもさせてもらった。それでも、不安で仕方ない。本当にこの先一人でやっていけるのだろうか。

　自信など、欠片かけらも持ち合わせていなかった。

「……じいちゃん」

　別れは突とつ然ぜん来る───そんなことは祖母や母のときに重々思い知らされていたのに、いざそのときが来ると、ああ云いえばよかった、こんなことをしたかったと後こう悔かいが次々に浮うかんでくる。日常に慢まん心しんしていた自分が恨うらめしくて仕方ない。

　こんなふうにうじうじしていたら、祖父なら背中を力強く叩いて「しゃんとしろ！」とどやしてくるだろう。でも、もう二度とあの声は聞けないのだ。

「───…い」

「……？」

　どこからか声が聞こえた気がしたけれど、気にせず歩き続ける。

　いまの自分に話しかけるような人はいないだろう。そう思って歩みを止めずにいたら、切せつ羽ぱ詰つまった怒ど声せいが追いかけてきた。

「危ないっつってんだろ！」

「!?」

　突然、後ろから腰こしを抱かかえるようにして引っ張られて我に返った。一体何が起こったのだろうと面めん食くらっていたら、目の前に大きな穴が開いていることに気がついた。水道管の工事でもしているのだろう。天候の悪さと夕刻の薄うす暗ぐらさでよく見えていなかった。

「何ぼんやりしてるんだ！　落ちたらただじゃすまないんだぞ!?」

「す、すみません……」　>>>♥

　頭上から降ってくる叱しつ咤たの声に、伊織は震ふるえる声で謝った。

　弾はずみで離はなしてしまった傘が穴の中に落ちているのが見えるが、手を伸のばしても届きそうにない。この穴に落ちていたら、かすり傷ではすまなかっただろう。

「デカい声を出してすまない。完全に立ち入れないようにしてなかったのはウチの不ふ手て際ぎわだ。危険な目に遭あわせて申し訳なかった」

「いえ、助けていただいてありがとうございました」

　礼を云うと共に体が浮いたままだということに気がついた。どうやら、腰を引き寄せられた勢いでそのまま抱え上げられていたらしい。男はかなりの長身のようで、伊織の足は完全に浮き上がっている。

（お、下ろしてもらいたいんだけどな……）

　間の抜けた自分の姿を認にん識しきすると共に、わらわらと人が寄ってきた。工事現場なのだから当然なのだが、作業着を身に着けたイカつい男たちに囲まれると萎い縮しゆくしてしまう。

「アニキ、どうしたんすか？」

「何すか、そのちびっこいの」

「お前らそんなびびらすなよ。怯おびえてるだろうが」

「アニキに何かあったんじゃないかと思って駆かけつけたのにひでーな。つーか、アニキこそいつまでそいつ抱えてるんすか？　まさかお持ち帰りするつもりじゃないっすよね？」

「あ、やべ、下ろすの忘れてた」

　根本が黒くなった金きん髪ぱつと耳につけたピアスが目を引く若い男の軽口に、やっと現状を思い出してくれたらしくようやく下ろしてくれる。

　伊織はふらつかないよう地面を踏ふみしめ、危き機き一いつ髪ぱつのところを助けてくれた男に改めて頭を下げた。

「お騒さわがせしてすみませんでした」

「一体、何があったんすか？」

「この穴に落ちそうになってたのを止めたんだよ」

「ここに？　マジで？」

　信じられないと云わんばかりにまじまじと見つめられ恥はずかしくなる。

「ちょっとぼんやりしてたみたいで……」

「ぼんやりするにもほどがあんだろ。こんなデカい穴、何で気づかねーんだよ。大体、周りだって囲んであんだぞ」

　男たちは快活に笑う。周りを見てみると、三角コーンなどで人が立ち入れないようにしてあった。どうやら、伊織はあの隙間を抜けてきてしまったようだ。あんな目立つ障害物に気づかなかったのだから、我ながら相当惚ぼけていたようだ。

「ほら、この傘、兄ちゃんのだろ？」

「あ、ありがとうございます」

　誰かが穴の中から落とした傘を取ってきてくれたようだ。ビニールに少し泥どろがついていたけれど、持ち手のところは拭ふいて渡わたしてくれた。

「兄ちゃん、その眼鏡はちゃんと度が入ってんのか？」

「え？　あ、度は入ってるんですけど、雨で曇くもってたのかもしれません」

　眼鏡を外して余り気味の袖そでで拭く。水すい滴てきの跡は残ってしまったけれど、さっきよりもだいぶマシになった。何回か拭き直してから顔を上げる。

「───伊織？」

「はい？」

　不意に名を呼ばれ、きょとんとしてしまった。

　どうして自分の名を知っているのかと問おうとして見上げた男の顔に言葉を失った。

　伊織の危機を救ってくれたのは、昔、祖父の店に常連客として足を運んでくれていて、伊織が兄のように慕したっていた人だった。

「周しゆう二じさん……？」

　眼鏡の下の目を擦こすり、何度も瞬まばたきをする。見み間ま違ちがいではないかと思ったけれど、どこからどう見ても久ひさ河かわ周二本人だった。

（……信じられない）

　こんな再会があるなんて夢みたいだ。周二のほうも驚おどろいているようで、目を瞠みはって伊織を凝ぎよう視ししている。しばらく言葉もなく見つめ合っていたけれど、横から投げかけられた問いにはたと我に返った。

「おい、兄ちゃん。ウチのアニキと知り合いなのか？」

「あっ！　えっと、昔お世話になってたっていうか……」

　周二との関係性をどう説明すべきかと逡しゆん巡じゆんする。伊織にとって周二は初はつ恋こいの人だが、彼にとって伊織はよく足を運んでいた弁当屋の孫でしかない。彼が大学生のときにアルバイトしていた工事現場が、すぐ近所だったのだ。

　ウチの弁当を気に入ってくれたらしく、毎日のように来てくれていた。そうやって顔を合わせているうちに言葉を交かわすようになり親しくなった。休きゆう憩けい時間に勉強を見てもらったり、相談に乗ってもらったり───一人っ子の伊織にとっては兄のような存在だった。

　しかし、親しくなったと云っても、伊織が一方的に懐なついて纏まとわりついていただけかもしれない。客観的に見たら、周二と伊織はただの『知り合い』だ。

　言葉を探していた伊織の代わりに、周二が答えてくれた。

「伊織は……友人だ」

「！」

　名前を覚えていてくれたことだけでも嬉うれしかったのに、友人と云ってもらえて胸が詰つまる想おもいだった。

「友人のわりには歳とし離れてないっすか？　こいつ、俺とそんな変わんないっすよね」

「歳は関係ないだろ」

「どういう関係なんすか？」

　皆みな、伊織と周二の関係について興きよう味み津しん々しんのようで、矢や継つぎ早に質問を投げかけてくる。

「いちいち詮せん索さくしてる暇ひまがあったら、とっとと作業に戻もどれ。片づけがまだ残ってんだろ」

「はいはい、わかりました」

　周二が手で追い払はらうような仕草をすると、彼らはそれぞれの持ち場に散らばっていった。どうやら、周二はこの現場で責任者のような立場らしい。

「あ、あの、お仕事の邪じや魔ましてすみませんでしたっ」

　これで失礼しますと云おうとしたけれど、じっと見つめてくる周二の眼まな差ざしに動けなくなってしまう。

（な、何か顔についてるのかな……）

　さりげなく頰ほおを触さわってみるけれど、よくわからなかった。

「久しぶりだな。元気にしてたか？」

「は、はい」

　さっきまでは普ふ通つうに話せていたのに、相手が周二とわかった途と端たんに緊きん張ちよう感かんが押し寄せてくる。

　伊織が中学生だった当時大学生だったはずだから、いまは三十歳前後の年ねん齢れいのはずだ。昔もカッコよかったけれど、いまは大人の魅み力りよくが付加されて、もっともっとカッコよくなっていた。

「じいさんも元気にしてるか？」

「……っ」

　祖父の話題で、一気に現実へと引き戻される。暗い顔は見せまいと平静を装おうとしたけれど、声を詰まらせてしまった。

「何かあったのか？」

　心配そうな問いかけに、伊織は深呼吸をして気持ちを落ち着ける。

「祖父は先月の末に亡なくなりました」

「え？」

「今日、初七日で納骨だったんです」

「────」

　伊織の言葉に、周二は信じられないと云いわんばかりの表情で絶句していた。いま初めて伊織が身に着けているのが喪も服ふくだということに気づいた様子だった。

「だから、今週は店がずっと休みだったのか……」

「もしかして、ウチのお店に来てくれたんですか？」

「あ、ああ、たまに弁当を買いに行かせてもらってたんだ。ずいぶん急だけど、じいさんは病気だったのか？　俺が会ったときは元気そうにしてたのに」

「ときどき調子が悪そうなときもあったんですけど、病院には行きたくないって云ってて……。倒たおれてからはあっという間でした。でも、医者嫌ぎらいだったし、じいちゃんにとってはよかったのかも」

　家族としてはもっともっと長生きして欲しかったけれど、祖父にとっては入院生活が続くことは苦痛だったはずだ。本人がどう思っていたかはわからないけれど、いまとなってはそう自分を慰なぐさめるしかない。

「もし迷めい惑わくでなければ、今度線せん香こうをあげにいかせてもらってもいいか？　じいさんにはずいぶん世話になったしな」

「ありがとうございます。でも、そんなに気にしないで下さい。お気持ちだけで充じゆう分ぶんですから」

　偶ぐう然ぜん再会したからといって、そこまで気を遣つかわせるのは申し訳ない。その申し出を遠えん慮りよしようとしたけれど、周二は緩ゆるく首を横に振ふった。

「俺が挨あい拶さつしたいんだ」

「周二さん……」

　優やさしいところは昔から変わっていないようだ。

　伊織が中学生のときも、仕事の合間に相手をしてくれていた。いま思えば中学生の相手なんてしても楽しくもないだろうによく面めん倒どうを見てくれていたと思う。

「えっと、じゃあ、時間があるときにいらして下さい。もう俺しかいないですけど」

「───お前は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「え？」

　真ま面じ目めな顔で問われ、伊織は目を瞬いた。

「これからはあの家に一人だろう？　店は続けるのか？」

「も、もちろんです！　じいちゃんの味を引き継つげてるかはわかんないですけど、もう僕しかいないんで───あれ？」

　気き遣づかってくれる周二を安心させたくて笑ってみせようとしたけれど、上手うまくはいかなかった。ぽろりと目め尻じりから涙なみだの粒つぶが零こぼれ落ちた。

「どうした？　大丈夫か!?」

「あれ、おかしいな、何でだろ？　すみません、いきなり涙が……」

　葬そう儀ぎでも泣かなかったのに、何故なぜか涙が止まらない。次々に溢あふれ出し、頰を伝い落ちていく。必死に袖そで口ぐちで拭ぬぐうけれど、どうすることもできなかった。

　最初は突とつ然ぜん泣き始めた伊織に驚いた様子の周二だったが、すぐに伊織の手から傘かさを受け取り、その大きな胸にそっと抱だき寄せてくれた。

「ずっと我が慢まんしてたんだろ。好きなだけ泣けばいい」

「……っ」

　優しく頭を撫なでられ、とうとうしゃくり上げ始めてしまう。周二はわんわんと大泣きする伊織に黙だまって寄り添そってくれた。










（あー、泣きすぎて頭痛い……）

　こんなに泣いたのは、何年ぶりのことだろう。人目も憚はばからず、周二の胸の中で子供のように泣きわめいてしまった。

　それだけでも充分に迷惑をかけたというのに、周二は雨と涙でぐちゃぐちゃになっていた伊織を、自宅が近いからと云って連れて帰ってくれた。

「すみませんでした、色々と……」

　迷惑をかけすぎていて、何から謝っていいのかわからない。人前で号ごう泣きゆうしてしまった恥はずかしさと申し訳なさもあって、いたたまれない気持ちでいっぱいだった。

（でも、ちょっとすっきりしたかも）

　押し殺していた感情を一気に吐はき出せたお陰かげか、喉のどの奥に何かが閊つかえているような感覚がなくなっていた。淋さみしさや悲しさが消え去ったわけではないけれど、共感してくれる相手がいるだけで気持ちが楽になる。

「気にすんな。困ったときはお互たがい様っつーだろ？」

「本当にすみません……」

　お互い様と云うけれど、伊織に周二の役に立てることがあるだろうか。昔だって、一方的に世話になるばかりだった。

　注意力が散さん漫まんなのか、伊織は間の抜ぬけたドジを踏ふむことが多い。

　段差のないところで転んだり、看板に気づかずに突つっ込んだり───周二には何度も危ないところを助けてもらっていた。

　濡ぬれて貼はりつくジャケットを剝はがすようにして脱ぬぐ。どこに置いたらいいかと迷っていたら、周二がひょいと引き取ってくれた。

「スーツ濡れちまったな。クリーニング出したほうがいいんじゃないか？」

「あ、いいんです。急ぎで買った安物なんで……」

　祖母や母が亡くなったときは学生だったため、今回初めて喪服に袖そでを通した。

　量りよう販はん店てんで買った吊つるしの上下はちょうどいいサイズがなく、やむなく大きめのものを買ったのだが、そのせいでかなり不格好だった。だから、これは今回限りで処分するつもりだ。

「そうか？　とにかく、そのままじゃ風邪かぜ引くだろ。いま風ふ呂ろ入れるから待ってろ」

　ジャケットと交こう換かんするように差し出されたバスタオルを受け取り、濡れたせいで癖くせが強く出ている髪かみを拭ふく。眼鏡が邪じや魔まになり、途と中ちゆうで外してテーブルに置いた。

「……あの、仕事の途中だったんじゃないですか？」

「雨で片づけてるとこだったから大丈夫だ。あとは任せてきたし、直帰の許可も取ったから」

「すみません、僕のせいで……」

「気にすんなって云ってるだろ？　俺も帰る口実ができて助かった。どうせあのまま残っててもあいつらと飯食いに行って奢おごらされるだけだったろうからな」

　そう云われ、少しだけ肩かたの荷が下りた。周二の笑え顔がおを見ながら、昔のことを思い出す。

（この笑顔を好きになっちゃったんだよな……）

　子供のような無む邪じや気きな笑顔と誰だれに対しても気さくで面めん倒どう見みのいい性格。気がついたら、好きになっていた。

　整った顔立ちだとか逞たくましい体つきにドキドキするようになったのは、周二への気持ちを自覚したあとからだ。

　恋れん愛あい的な感情を抱いだいていると認めてからは、それまでのように話せなくなってしまった。彼の一挙一動が気になり、瞬まばたき一つに胸がときめいた。

　しかし、伊織は男で、周二も男だ。もしも、自分が女だったら告白することもできたかもしれないけれど、現実は違ちがう。

　想おもいを告げても、周二を困らせるだけだということは初めからわかりきっていた。だから、この気持ちは押し殺そうと決めたのだ。

　それでも、二人で過ごす時間が欲しくて、店番を買って出て周二の来店を待ったり、勉強を教えてくれと頼たのんだりした。

　そんな自分の行動を反省したのは、周二に恋こい人びとがいると知ったからだ。

　一いつ緒しよに過ごせるだけでいいと思っていたけれど、恋人と過ごす時間を奪うばっていたのかもしれないと気づき、距きよ離りを取ることにした。

　ちょうど夏休みも終わるという時期だったため、学校が始まれば自然と疎そ遠えんになった。伊織から会おうとしなければ、顔を合わすこともないのだと思い知り落ち込みもしたけれど、好きな人を煩わずらわせたくはない。

「このお礼はどうお返ししたらいいか……」

「礼なんていいって」

「それじゃ僕の気がすみません」

　とは云いったものの、自分に周二の役に立てることがあるだろうか。ある程度、自信が持てるのは調理の腕うでくらいだけれど、食事を作ると申し出るのも図ずう々ずうしい気がする。

「何なら体で返してもらうか」

「え？」

　思わずドキリとしたけれど、続けられた言葉に拍ひよう子し抜ぬけした。

「冗じよう談だんだよ。そんな細ほそ腕うでに資材なんか運ばせられないしな」

　周二の云う『体で返す』というのは、肉体労働の意味だったようだ。深い意味があると勘かん違ちがいして動どう揺ようした自分が恥ずかしい。

「とりあえずこれ飲んどけ。体冷えてんだろ？」

「あ、ありがとうございます」

　手て渡わたされた温かいマグカップの中身は紅茶のようだった。手の平から伝わってくる温度に、冷えて強こわ張ばった体が解ほぐれていくようだった。動揺をごまかそうと、熱々の紅茶をゆっくりと啜すする。舌に広がる優しい甘さにほっとした。

　ふと視線を感じて顔を上げると、優しい眼まな差ざしで周二が自分を見つめていた。

「……っ」

　反射的に目を逸そらしたけれど、不自然な態度だったかもしれない。このまま顔を赤くして黙っていたら、意識していることが明白だ。

　自分ではもうとっくに気持ちを切り替かえられたと思っていたのに、実際はこの様ざまだ。何年も経たっているのに、周二への気持ちはまったく色いろ褪あせてはいなかった。

「おかわりはいるか？」

「え？　あ、はい」

　気まずさをごまかそうとマグカップに口をつけてばかりいたら、あっという間に空になってしまっていた。

「俺さ、もしかして伊織に嫌きらわれてんじゃないかって思ってたから、こうやって話ができてすげー嬉うれしい」

　新しく紅茶を淹いれ直したマグカップを受け取りながら、云われた言葉に目を瞬かせた。

「どうしてですか？　僕が周二さんを嫌うなんてそんなこと……」

　何故なぜ、周二がそんな誤解をしたのか不思議だ。あの当時、鬱うつ陶とうしいほど纏まとわりついていたのは伊織のほうだ。

「だってほら、あの頃ころ、俺のこと避さけてただろ？　急に顔合わさなくなったから、俺が何かやらかしたんだろうと思ってたんだが……違ったのか？」

「それは───」

　伊織としては避けたわけではないけれど、急に顔を見せなくなればそんなふうに思われても仕方ないかもしれない。

（あのことは云わないほうがいいよな……）

　ある日、周二の恋人と名乗る男が伊織を訪ねてきた。周二の恋人が男だということに驚おどろく間もなく、彼は伊織の顔を見るなり小さく吹ふき出した。

　心の機き微びに疎うとい部分のある伊織にも、自分がバカにされていることはすぐにわかった。

　アイドルのように甘い顔立ちとファッション誌のモデルのような出いで立ちの男と、学生服をきっちりと着込んだ垢あか抜ぬけない伊織では比べものにならない。

　彼は伊織の姿をしげしげと眺ながめ回したあと、用件を切り出した。曰いわく、周二が迷めい惑わくしているからつきまとうのをやめろ、とのことだった。

　───子供のお守もりなんて、もううんざりなんだってさ。

　あのとき投げつけられた言葉を思い出す。中学生の相手をしてやっていたのはただの義理なのに、馴なれ馴れしくされても困ると云っていたと聞かされた。

　俄にわかには信じられなかったけれど、伊織には否定する材料もない。信じたくはなかったけれど、彼の言葉には一理あった。伊織にとって周二は尊敬できる年上だけれど、周二にしてみたら伊織は歳としの離はなれたただの知り合いだ。

　そんなことを初対面の赤の他人から云われなければならないことに納なつ得とくがいかなかったものの、優やさしさから本心を告げられない周二の代わりに忠告に来たのだと云われ、黙だまって聞いていることしかできなかった。

「嫌われたんじゃないなら、何で俺は避けられてたんだ？」

　周二が迷惑に思っていたかどうかは別としても、自分の行動は図々しいところがあったかもしれない───そんな反省から距離を取るようにしたのだが、思わぬ方向で周二が気に病やんでいたと知り、いまになって罪悪感で胸が痛んだ。

「すみません、避けたつもりはなかったんですけど、あんまりつきまとっても迷惑かな、と」

「迷惑？　何でまたそんなこと」

　周二はとことん追究してくるつもりのようだ。こうなったら、話してしまうしかないかもしれない。思い切って吐はき出した言葉は、少し震ふるえていた。

「───だって、恋人がいるのに邪魔しちゃ悪いじゃないですか」

　一度だけ、相談と偽いつわって確かく認にんしたことがある。男なのに年上の男の人を好きになってしまったことに悩なやんでいる友人へのアドバイスをどうしたらいいかと訊きいた。周二の答えは『好きなままでいりゃいいだろ』とシンプルだった。

　そのとき、周二自身は恋愛対象に性別の拘こだわりがないということを教えてもらった。好きになった相手がタイプだと云っていたことをよく覚えている。

　その後、伊織に忠告してきた『彼』と周二が仲なか睦むつまじく歩いている姿を見かけた。その光景に、彼の云っていたことが本当なのだと確信した。

「………恋人？」

　思い切って理由を口にすると、怪け訝げんな様子で訊き返された。

「あっ、あの、わざとじゃないんですけど、偶ぐう然ぜんデートしてるの見ちゃって」

　表情を曇くもらせている周二に慌あわてて云い訳をする。覗のぞき見のような真似まねをされたら、誰だれだって不ふ愉ゆ快かいだろう。

「一体、いつの話だ？」

「えっと、夏休みの終わりの頃だったと思います」

　雲一つない晴天の日に、彼が半はん袖そでの周二に素す肌はだの腕を絡からませていたのをよく覚えている。あの光景を見たときの嫌いやな気持ちは、嫉しつ妬とだったのだろう。

「夏？　それは多分、お前の見み間ま違ちがいだ。あの頃、俺に恋こい人びとなんていなかったし、多分、家族か友達と一緒にいるところを見たんじゃないか？」

「本当に恋人じゃなかったんですか？」

「本当だって。こんなことで噓うそ吐ついてどうすんだ」

「それはそうなんですけど……」

『彼』と一緒にいるところを見たのは間違いない。恋人でなかったのなら、どうして伊織のところにあんなことを云いに来たのだろう。

　恋こいに恋しているような中学生の伊織には強きよう烈れつすぎて勝負にもならなかったけれど、あれはどう考えても牽けん制せいだった。

　恋人でなかったとしても、それなりに親しい関係だったはずだ。

「信じられないか？」

「だって、周二さんカッコいいからモテそうなのにと思って……」

「そりゃどうも」

　周二は伊織の言葉に照れ笑いを浮うかべる。そんな様子でさえ様になっていてカッコいい。

「あっ、でも、いまは恋人いますよね！」

　あの頃いなかったというだけで、モテないというわけではないはずだ。

「期き待たいに添そえなくて申し訳ないが、いまも独り身だ」

「えっ!?」

「悪かったな、モテなくて」

「いや、悪いとかそういうわけじゃないんですけど……」

　周二に恋人がいないという事実に心底驚いてしまった。これだけ魅み力りよく的な人なのだから、同じくらい素す敵てきな恋人がいるはずだと勝手に思い込んでいた。

（こんなにカッコいいのに……）

　周二は容姿がいいだけでなく、性格も頭も家いえ柄がらもいい。

　偏へん差さ値ちの高い大学に通っていたし、周二の家は地元の建築会社で会長が祖父、社長が父という一族会社だ。本人にその気があれば、引く手数多あまたのはずだ。

　少し下がり気味の眦まなじりと鼻筋の通った彫ほりの深い顔立ちは人目を引く華はなやかさだし、肉厚な唇くちびるにシャープな顎あごのラインも魅力的だ。

（あ、こめかみの上にホクロがある……）

　生え際ぎわぎりぎりに小さなホクロがあることに、いま初めて気がついた。

　生来の長身と肉体労働で鍛きたえた逞たくましい体は威い圧あつ的に感じかねないけれど、人ひと懐なつこい笑えみがそれを和やわらげている。

　焦こげ茶の瞳ひとみも魅力的だ。こうして見つめていると吸い込まれそうなほど澄すんでいる。瞬まばたきも忘れて見入っていると、周二の顔が赤くなってきた。

「……伊織、あんま見んなって。恥はずかしいだろ」

「あっ、す、すみません！」

　状じよう況きようも忘れて、うっかり見み蕩とれてしまった。本人の目の前で我を忘れるなんて、どうかしている。周二は気き恥はずかしそうな様子で頰ほおを搔かく。

「まあ、モテるかどうかはわからんが、お世辞でもお前にカッコいいって云いってもらえるのは嬉しいよ」

「お世辞じゃありません。僕、昔からカッコいいって思ってました。周二さんは僕の憧あこがれの人なんです」

　力説する伊織に、周二は戸と惑まどっているようだった。

「そ、そうか？」

　自分でも今日は少し喋しやべりすぎな気がする。熱々の紅茶のお陰かげか、体もかなりぽかぽかしてきた。それどころか、指先がじわっと痺しびれ、体の中心に血液が集まっていくような感覚がある。

（……あれ？）

　ふと覚えた違い和わ感かんに、嫌な予感がした。まさかとは思いつつ、おずおずと周二に質問する。

「……あの、これ何か入ってますか？」

「ああ。ちょっと酒入れといたから体温まるだろ？」

「え!?」

　二杯はい目の半分以上を飲んだところでさらりと告げられた事実に、思わず噎むせそうになってしまった。伊織の反応に、周二は険しい表情になった。

「すまん、アルコールはまずかったか？　アレルギーか？」

「い、いえ！　そういうのは大だい丈じよう夫ぶです。あんまり強くないので、控ひかえるようにしてて……」

　どうして飲む前に気づかなかったのだろう。もしかしたら、散々泣いたせいで味覚や嗅きゆう覚かくがおかしくなっているのかもしれない。

（このくらいの量なら大丈夫だよな……？）

　心配ではあるけれど、紅茶の香かおりづけくらいで酔ようことはないだろう。万が一、まずい状態になったら理由をつけて帰ればいい。そう自分に云い聞かせ、平静を保った。

　伊織は酒を飲むと、体に変化が現れる。体温が上がり、神経が過か敏びんになり───明け透すけに云えば、『欲よく情じよう』してしまうのだ。

　そのせいで何度かまずいことになったこともある。幾いく度どかの失敗のあと、酒を飲むのはやめようと決めた。念のため残りに口をつけるのはやめておいたが、すでに体の中心が疼うずくように熱くなってきている。

（ちょっとヤバいかも……）

　いつもならこの程度の量で酔うことはないのだが、今日はすでに予兆が出ていた。

「もしかして、気持ち悪くなったのか？　水持ってくるか？」

　周二は隣となりに座り、心配そうに顔を覗き込んでくる。

　すぐ近くに好きな人の顔があるという状況に平常心が保てない。呼吸も上手うまくできなかったが、上うわ擦ずる声で何とか取り繕つくろった。

「だっ…大丈夫です、ちょっとぼんやりしてきただけで。僕、そろそろ帰らないと……っ」

　色んなことがありすぎて、伊織の精神状態は良好と云える状態ではない。まずい事態になる前に周二の前から去ったほうがいいだろう。

　とりあえず、意識しないのが一番だ。気にすればするほど、反応が顕けん著ちよになってしまう。

「まだ風ふ呂ろにも入ってないだろ……って、酔ってるのに風呂はまずいか。すまない、余計なことをして……」

「いえ、紅茶のお陰で体は温まってきましたから！」

「そうか？　とりあえず、先に着き替がえだけでもしたほうがいいな。濡ぬれたままでいたら風邪かぜを引く。いま、着替えを持ってくるから待ってろ」

「本当にいいですから！　もうお暇いとまします───っあ!?」

　勢いよく立ち上がった弾はずみで、足の裏から痺れが走る。手足の末まつ端たんが過敏になっているせいで、立っただけで反応してしまった。

　膝ひざから頽くずおれそうになった伊織に、周二が咄とつ嗟さに手を伸のばしてくれた。

「おっと」

「ひゃ……っ」

　座り込む寸前に腕うでを摑つかまれた瞬しゆん間かん、ぞくぞくと全身が震ふるえた。伊織は上擦った声を上げながら、反射的に周二を突つき飛ばしてしまった。その弾みでソファに座り直す形で倒たおれ込む。

　アルコールの回った状態で触ふれられるだけでもヤバいのに、その相手が好きな人なら一層ヤバい。場ば違ちがいな恥ずかしい声に顔が赤くなりつつ、助けてもらったのに突き飛ばしてしまった自らの無礼さに冷や汗あせが出た。

「す、すみません、ちょっと驚おどろいちゃって……」

　云い訳をしなければと思うのに、上手い言葉が出てこない。気もそぞろになってしまうのは、体が変化し始めていたからだ。

（どうしよう、勃たっちゃった……）

　体が火ほ照てっていくと同時に、血の気が引く思いがした。下半身を意識しないように努めていたことが裏目に出てしまったようだ。明らかに下着の中が張り詰つめている。

　内うち股また気味になってしまうのはどうしようもない。やや前まえ屈かがみになり、その部分を周二の目から隠かくそうとした。こんな恥ずかしい状態になっていることだけは知られたくない。

「俺のほうこそ馴なれ馴れしくてすまなかった。でも、その様子じゃ一人で帰れないだろう。もう少し休んでいけばいい。それとも、泊とまっていくか？」

「と、泊まるなんて、そんなご迷めい惑わくをかけるわけには……っ」

　ぶんぶんと首を大きく横に振ふったら、くらりと目眩めまいがした。慌あわてたせいで、自分で酒が回るようなことをしてしまった。

「水みず臭くさいこと云うな。たまに飲み会で潰つぶれた若いのを泊めたりもしてるから気を遣つかわなくてもいい。ちゃんと客用の布ふ団とんもあるぞ」

「いえ、本当に大丈夫ですから！　失礼しますっ」

　再び逃にげ出そうと、玄げん関かんへ向かう。形を変えた自身に気づかれないよう前のめりで歩いていたのがまずかった。

「危ない！」

「あ……っ」

　転びかけた伊織の体に、周二の腕が回される。腰こしの柔やわらかな部分を摑まれ、云い訳の利きかない声が上がった。

「……伊織？」

「ごごごごめんなさい！　いまのは聞かなかったことにして下さい！」

　ぶわっと顔が熱くなる。さっき工事現場で助けられたときと同じような体勢だが、ある意味、いまのほうが退のっ引きならない状況だった。

　周二から離はなれたくても、いま身動きを取れば、それだけで体が反応してしまいそうで怖こわい。伊織にできるのは、じっと息を殺して体に刺し激げきを与あたえないようにすることだけだ。

　腹部に食い込む腕の感かん触しよくに、鼓こ動どうが不整脈を刻む。ばくばくとうるさく鳴り響ひびく心臓の音が周二にまで聞こえてしまいそうで怖かった。

「もしかして、勃ってる？」

「あの、これは違ちがうんです！　いや、違わないけど、不ふ可か抗こう力りよくというか……っ」

「落ち着け。とりあえず、座り直そう」

「ひぁ……っ」

　腰を抱かかえ直されただけで、いかにも『感じてます』と云わんばかりの上擦った声が出てしまう。いっそ、さっき落ちそうになった穴に埋うまってしまいたい気分だった。

「すまん」

「すみませんっ、僕、お酒飲むと敏びん感かんになっちゃうみたいでダメなんです」

　涙なみだ目になりながら、事情を説明する。こんなみっともない姿を一番好きな人に見られてしまうなんて泣くしかない。

「そのせいで、こうなってるのか」

「……はい……」

　蚊かの鳴くような声で肯こう定ていする。もうどうやっても、ごまかしようがなかった。

「どうしたら治まるんだ？」

「放ほうっておけばそのうちどうにかなりますから！」

「でも、それだとしばらく辛つらいままだろう」

「大丈夫ですっ、ヤバそうだったら自分で処理しますし……っ」

　羞しゆう恥ちを堪こらえて、必死に云いい募つのる。こんな状態にまでなっているのに、放っておくだけで収しゆう拾しゆうがつくとは思えない。だが、いまの最優先事じ項こうは、周二の腕の中から逃のがれることだ。何としてでも離れなければ、一層体が熱くなってしまう。

「俺がしてやる」

「え……？」

　一体、何をするというのか。思考がついていかず、云われた言葉を頭の中で反はん芻すうしていたら、問答無用で抱だき上げられた。

「ひゃあ……っ」

　腕を差し込まれた脇わきの下や膝の裏がぞわぞわする。体中に走る震えを押し殺す。すぐ真上に周二の顔があることも緊きん張ちようする。すぐにソファに下ろされることを願っていたけれど、周二は伊織を抱きかかえたままソファに腰を下ろした。

「俺が酒を飲ませたせいでこんなになってるんだろ？　俺が責任を取るのが道理だ」

「いや、でも……」

「俺に触さわられるのは嫌いやか？」

「ぜっ、全然嫌じゃないですけど、周二さんにそんなことさせるわけには……っ」

「なら、問題ないな」

「ななな何してるんですか!?」

　横よこ抱だきにしたままの伊織のベルトを周二が外そうとしているのに気づき、ぎょっとする。悲鳴じみた声を上げたけれど、返ってきたのは平然とした声こわ音ねだった。

「直じかに触ったほうが早いだろう？」

「じ、直って───」

　信じられない展開に目眩すらするが、周二の手は着々と動いている。スラックスのホックを外され、ファスナーを下げられているところで我に返った。

「待っ、待って下さい！　そんなこと周二さんにさせるわけには……っぁん！」

　張り詰めたものを下着の上から形に沿ってなぞられ、聞くに堪たえない声が上がった。羞恥のあまり、視界が真っ赤になった気がした。

「すげーガチガチだな。酒飲むたびにこんなになるんじゃ辛いだろ」

「……っ、や、あっ、だめ、あぁ……っ」

　指の背で撫なでられるだけで、どうしようもなく感じてしまった。神経が過か敏びんになっているせいで、どんな些さ細さいな刺激にすら反応してしまう。恥はずかしくて死にそうなのに、腰が蕩とろけそうに気持ちがいい。

「これならすぐにイキそうだな」

「あ、や、そんなことしたら……っぁあ！」

　下着越ごしに強めに扱しごかれ、先せん端たんに体液が滲にじんだ。濡れて色の濃こくなった部分を、周二の指が集中的に責めてくる。

「ぁん、あ、ああ……っ」

「伊織、こっち見て」

　名前を呼ばれるだけで気分が高こう揚ようする。周二の唇くちびるが自分の名を刻んでいるという事実が、夢のようだった。

「周二さん……」

　この状じよう況きように戸と惑まどいながら周二を見つめていたら、不意に顔が近づいてきた。唇を食はまれ、重なった唇の隙すき間まから舌が差し込まれそうになり、咄嗟に周二を押し返した。

「や……ッ」

「すまない、キスは嫌だったか？」

「……嫌じゃないですけど……」

「けど？」

「く、口の中弱いから……」

　粘ねん膜まくは一層敏感だ。ただ触ふれられるだけでも感じてしまうのに、キスなんかされたらどうにかなってしまう。

「そういうことか」

「───ん、う……っ」

　周二は伊織の頭の後ろを摑つかみ、再度強ごう引いんに口づけてきた。舌を口こう腔こうに捻じ込まれ、戸惑って逃げる舌を搦からめ捕とられる。粘膜が擦こすれ合う感触が蕩けそうに気持ちいい。

「ぅん、ン、んん……っ」

　こんなのよくないと理性が訴うつたえてくるけれど、好きな人のキスを拒こばめるはずがない。初めは躊躇ためらいがちだった伊織だったが、すぐに夢ゆめ心地ごこちになってしまった。快感に蕩けた体は指先一つ力が入らない。

　周二は伊織をキスで翻ほん弄ろうしながら、昂たかぶりへの愛あい撫ぶもやめようとはしなかった。巧たくみな舌の動きと的確な指ゆび遣づかいで、確実に追い詰められていく。

「んぁ、んん、んー…ッ」

　搦め捕られた舌をキツく吸われ、昂ぶりを強く握にぎり込まれた瞬しゆん間かん、びくびくと腰こしを震ふるわせて達してしまった。下着の中に放たれた体液がぬるりとしていて気持ち悪い。

　絶頂の余よ韻いんが退ひくと共に、頭が冷えてくる。体は熱いままでも、理性が戻もどってきていた。

（……いっちゃった……）

　追い上げられて荒あらくなった呼吸を落ち着かせようと、ぜいぜいと肩かたを上下させる。息は少し静まってきたけれど、伊織の昂ぶりは痛いくらいに張り詰つめたままだった。

「まだキツそうだな」

「や……っ」

　濡ぬれた下着に包まれた自身を突つつかれ、びくりと体を竦すくませる。一度、追い上げられたせいで神経がさらに昂ぶってしまっているようだった。

　こんなみっともない姿を好きな人に見せることになるなんて、どんな罰ばつゲームだ。

「もう一回、出しといたほうがよさそうだな」

「もう大だい丈じよう夫ぶです！　あとは自分でどうにかしますから！」

　泣きそうになりながら必死に訴えると、周二からは意外な言葉が返ってきた。

「実は俺も勃たってきた」

「え？」

「わかるだろ？」

「！」

　膝ひざの上で横抱きにされた伊織の尻しりのあたりに、何か硬かたいものが当たっている。それが何なのか、問うまでもない。

「ご、ごめんなさい！　僕のせいですか!?」

「まあ、伊織のせいのような、自じ業ごう自じ得とくのような……」

　きっと、伊織につられて妙みような気分になってしまったのだろう。気まずそうにしている周二に、罪悪感を覚えた。

「あの、僕もお手伝いしたほうがいいですか？」

　自分はしてもらったのだから、同じようにすべきかと思って申し出ると、周二は驚おどろいた様子で目を瞠みはった。

「手を貸してもらえるのか？」

「えっと、僕でよければ、ですけど……」

　念を押すように確かく認にんされ、不安になる。何かまずいことでも云ってしまっただろうか。もしかしたら、はしたない申し出だったかもしれない。

「頼たのめるものなら頼みたい。一いつ緒しよにしてもらっていいか？」

「は、はい」

　一緒にとはどういうやり方なのかわからなかったけれど、とりあえず頷うなずいておいた。周二と同じようにすればいいのだろうか。熱に浮うかされた状態で指示を待っていたら、前置きもなくスラックスと下着を引き下ろされて下か肢しを剝むき出しにされた。

「な……!?」

「このほうがやりやすいだろ」

「や……っ」

　無防備な自分の格好に戸惑う間もなく、力任せに体の向きを変えさせられる。お互たがいに向き合い、周二の膝を跨またぐような体勢だった。芯しんを持って反り返る自身が丸見えで恥ずかしい。咄とつ嗟さにシャツの裾すそで隠かくしたけれど、周二には確実に見られてしまっただろう。

　恥ずかしさで死にそうになっている伊織をよそに、周二は平然と自らのウエストを寛くつろげ、中から自身を引き出した。

「……っ」

　力を漲みなぎらせた昂ぶりを目まの当たりにし、その大きさに思わず息を吞のむ。

「どうした？」

「な、何でもないです！」

　唐とう突とつな展開に現実感が薄うすらいでいたけれど、至近距きよ離りで見る生々しい欲よく望ぼうの証に俄にわかに頭が冷えた。もしかしなくても、自分はとんでもない申し出をしてしまったのではないだろうか。

　手伝うということはつまり、これに触れるということだ。そんなことをしたら、血液が沸ふつ騰とうして蒸発してしまいそうだ。どうにかして協力を解消できないかと考えを巡めぐらせてはみたけれど、その答えを出すよりも早く腰を抱だき寄せられた。

「ひゃっ……!?」

　お互いの屹きつ立りつ同士が触れ、腰から甘い痺しびれが駆かけ抜ぬけた。体の中で一番敏びん感かんな場所同士を触れ合わせているだけで、頭の神経が焼き切れてしまいそうになる。

「手を貸してくれ」

「あ……っ」

　手を摑まれ、中心部へと導かれた。周二は伊織に二つの昂ぶりを握り込ませ、自分はその上から手を重ねた。手の平から伝わる屹立の感かん触しよくや温度に、動どう揺ようしてしまう。

「や、僕、やっぱり無理……っ」

「一緒に動かすだけでいい。伊織が触さわってくれてるだけで気持ちいいよ」

「……っ」

　耳元で掠かすれた声で囁ささやかれ、背筋が甘く震えた。周二は伊織の意識が逸それた隙すきに、握り込んだ手ごと上下に動かし始めた。

「ぅあ……っ、あ、待っ……」

「簡単だろ？」

「あ…っ、や、あ、あ……！」

　硬いもの同士が擦れ合う感触だけでも刺し激げきが強いのに、こんなふうにされたらひとたまりもない。下着の上からとは比べものにならない快感に、あっさりと意識を奪うばわれた。

「少し手を緩ゆるめて。そう、上手だ」

「あぁ…っ、んんっ」

　伊織を追い上げるスピードは増していく。その激しさに、伊織はもう何も考えられなくなっていた。

　いまはただ、与あたえられる快感と熱を追うだけだった。室内に響ひびくのは、お互いの呼吸と伊織の喘あえぎ声だけ。

「や、あ、ぁあ……っ」

「……っく……」　>>>♥

　絞しぼるようにキツく締しめつけられ、ほぼ同時に終わりを迎むかえた。伊織はその衝しよう動どうに四し肢しを強こわ張ばらせ、周二は息を詰めた。

　二人ぶんの欲望は手の平で受け止めきれず、指の間から溢あふれてしまった。甘い余韻を嚙かみ殺し、止めていた息を吐はく。

　ふと相手に視線を向けると、熱っぽい眼まな差ざしで自分を見つめていた。

「周二さん？───っん、んん」

　視線の意味を問う間もなく、荒あら々あらしくキスされる。快感に満たされたばかりの体は欲望に忠実だった。

　伊織は三度目の口づけを躊躇ためらいもなく受け入れ、そのまま溺おぼれていった。







　　　　２




「…………」

　夜が明けたばかりの街をとぼとぼと歩きながら、伊織は幾いく度ど目かのため息を吐いた。

　乾かわききっていなかった革かわ靴ぐつを履はいていることも憂ゆう鬱うつだが、伊織が落ち込んでいるのはそのことが原因ではない。

（またやっちゃった……）

　肩かたを落としているのは、昨夜の自分の行動を心底後こう悔かいしているからだ。恩人に何てことをさせてしまったのだろう。

　周二は雨の中、穴に落ちそうになっていたところを助けてくれただけでなく、往来で泣き出した伊織を慰なぐさめてくれ、その上、風邪かぜを引いたらいけないと近くの自宅に連れて行ってくれた。

　それなのに、自分はそんな恩を仇あだで返すような醜しゆう態たいを見せてしまった。酒のせいで体がおかしなことになっていたからといって、周二に甘えるべきではなかった。

　雰ふん囲い気きに流されてキスまでしてしまった。唇くちびるや舌に、まだ生々しい感触が残っている。

　その上、行こう為いのあと急激に眠ねむ気けを催もよおした伊織は、そのまま眠ねむりに落ちてしまった。気がついたときにはＴシャツ一枚で周二の腕うでの中にいた。

　睡すい魔まと闘たたかっていたときに後始末をされ、着き替がえさせられたことをうっすら覚えているが、その先の記き憶おくはない。放ほうっておくわけにもいかず、ベッドに入れるしかなかったのだろう。

　日の出の頃ころに覚かく醒せいし、現状を把は握あくした伊織はパニックを起こしかけた。けれど、何とか自分を落ち着けて、周二を起こさないようベッドをそっと抜け出した。

　そのときは『帰らなければ』という考えしか頭になく、慌あわただしく着替えて周二の家を逃にげるように飛び出したというわけだ。

　歩いているうちに、少しずつ頭が冷えてきた。謝罪もせずに逃げ出してきたのは、不誠実としか云いいようがない。

　できるだけ冷静にと努めてはいたけれど、やはり混乱していたのだろう。

　周二に平身低頭謝らなくてはならないことだけは間ま違ちがいないが、いまから部屋に戻もどるのは気まずすぎる。

「どう責任を取ればいいんだろう……」

　飲酒での失敗はこれが初めてではない。大たい抵ていはごまかせたけれど、一度だけ云い逃のがれのできない状じよう況きように陥おちいったことがある。そのとき、介かい抱ほうしてくれたのが初めての彼氏だ。

　その人は若手では有名なフレンチのシェフで、専門学校の特別講師だった。面めん倒どう見みのいいところや、体格のよさが周二に似ていた気がする。

　とある打ち上げのあと帰る方向が同じで、家まで送ってもらうことになった。自分の許容量以上に飲酒してしまっていた伊織は、車の中で体が熱くなってきてしまった。

　酔よいが引くのを待てる状態ではなく、結局、彼に体を鎮しずめてもらってしまった。つき合うようになったのは、そのときに告白されたからだ。

　これまでにちゃんとつき合った相手は彼だけだ。博学で優やさしい人だったし、シェフとしても尊敬していた。二人で過ごす時間も楽しかったけれど、恋こい人びととしては上手うまくいかなかった。

　いまなら、その理由がわかる。周二への気持ちを捨てきれていなかったからだ。

（それにしても、周二さんにまで醜態を晒さらすことになるなんてな……）

　云い訳になってしまうが、昨夜は完全に不意打ちだった。しかも、紅茶に入っていたほんの少しの量であんなになってしまうなんて、普ふ段だんでは考えられないことだ。

　精神的に不安定になっていたことが体調にも影えい響きようを及およぼしていたのかもしれないが、いまさら悔くやんでももう遅おそい。優しい周二のことだ、伊織が謝罪をすれば許してくれるだろう。だけど、全すべてをなかったことにすることはもうできない。

　どうするのが最善の術すべなのか、伊織には思いつきもしなかった。

「……はあ」

　鬱うつ々うつと考え込みながら角を曲がった伊織は、自宅の前に屯たむろっている柄がらの悪いスーツの男たちの姿に足が止まった。煙草たばこと缶かんビールをそれぞれの手に持ちながら笑い合っている。

　吸い殻がらや空き缶が彼らの周りに散乱しているところを見ると、店の前で酒しゆ宴えんでも開いていたとしか思えなかった。

「……？」

　伊織の知り合いにあんな男たちはいないし、弔ちよう問もんに来た祖父の友人とも思えない。早朝という時間を考えると、店の客だとも思えなかった。

　嫌な予感がするけれど、彼らの前を通らねば自宅には入れない。

　それに、これからは伊織がこの店の主人だ。頼たよりになる祖父はもういない。覚かく悟ごを決めて、声をかけることにした。

「───ウチに何かご用ですか？」

　びくびくしていることが悟さとられないよう、堂々と振ふる舞まったつもりだが声が少し震ふるえてしまった。声をかける前に、近所の交番に相談に行ったほうがよかったかもしれない。

「やっとお帰りか。待ちくたびれたぜ」

「喪も服ふくで朝帰りかよ。やるねえ、兄ちゃん」

「用がないなら、そのゴミを片づけて帰って下さい」

　強張った顔で揶や揄ゆを聞き流し、退去を要よう請せいする。もしも、これが惣そう菜ざいを買いに来た客だったとしても、こんな不ぶ躾しつけな客は願い下げだ。

「そうそう！　大事な用があったんだ。ここのじいさん死んじゃったんだって？　君、お孫さん？」

「……だったら何だって云うんですか？」

　胡う散さん臭くさい男たちに自分の素す性じようを告げたくはなかったが、隠かくしてもすぐにバレる。睨にらみつけながら逆に問うと、へらへらとした笑えみを向けられた。

「この店どうせ畳たたむんだろ？　いつ引っ越こしするのかなあと思ってさ」

「何云ってるんですか？　店は僕が継つぐし、引っ越しなんてしません」

「君一人でやっても絶対上手くいかないって。赤字が続いて借金作るより、とっとと売っちゃったほうが身のためだと思うけどなあ」

「か、勝手なこと云わないで下さい！」

　失敗すると云わんばかりの物云いにカッと頭に血が上り、声を荒あららげてしまった。挑ちよう発はつに乗るべきではないと、すぐに自らを諭さとし、深呼吸する。

　彼らとしては、伊織にここから出ていってもらいたいらしい。

　つまり、こんな朝早くに商店街の端はしにある惣菜店の前で屯しているのは、追い出すための嫌いやがらせということなのだろう。

　このあたりは昔ながらの下町なのだが、近きん隣りんの再開発につられるようにして地価が値上がりしていっている。

　周りにマンションがいくつも建ち、さびれかけていた商店街に少し活気が戻ってきたのと引き替かえに、近所では地上げの話も耳にするようになっていた。

　建設会社に高値を提示されて引っ越していった家もあるけれど、商店街のメンバーは絶対にこの町を離はなれないと誓ちかい合っている。

「いまなら狭せまい土地でもそれなりにいい値段するだろ？　相続税とか大変なんじゃないの？」

「あなたには関係ないでしょう」

「俺がじいさんと話したときは、自分の代で畳むって云ってた気がするけどなあ」

「でたらめを云うのはやめて下さい。祖父がそんなこと云うはずありません」

　祖父のことを気安く口にされるだけでも腹立たしいのに、反論できないからといって発言を捏ねつ造ぞうされて、煮にえ滾たぎるような怒いかりを覚えた。

　祖父は意識が途と切ぎれる前、伊織に「店を頼たのむ」と何度も告げた。

　あのときの眼まな差ざしはしっかりしていたし、生きているうちに家や店の権利の名義は伊織のものに書き換かえてくれてある。

　税金のことだって、顔かお馴な染じみの税理士が手伝ってくれているから何の問題もない。

「でたらめかどうかわかんねーだろ？　じいさんはもう墓の下なんだから訊きけねーしな」

「本当かどうかもわからないじゃないですか」

　憤いきどおりを抑おさえて冷静に返す。名義の件などを告げて黙だまらせたい気持ちもあったけれど、彼らに余計な情報を与あたえるのは得策とは云えない。男たちは伊織が負け惜おしみを口にしていると思っているのか、ニヤニヤとした表情を変えることはなかった。

「ま、ちょっと頑がん張ばってみたら？　どうせ、すぐに音を上げるだろうけど。こんなボロい店、片意地張って続けるような価値ねーしな」

「ホント、いまにも倒たおれそうな感じだよな～。知ってるか？　こういうのぶっ壊こわすのにも金かかるって。代わりに俺らが壊してやろうか？」

　男の一人がシャッターを爪つま先さきで蹴ける。ガシャン、と耳みみ障ざわりな音がした。

「……っ」

　自分がバカにされるのは我が慢まんできる。けれど、祖父が大事にしてきた店を貶おとしめるような発言や行動は許せなかった。

　怒りに我を忘れそうになったそのとき、自分の名を呼ぶ声が聞こえた。

「伊織！」

「え？」

　目を向けたそこには、息を切らした周二が立っていた。Ｔシャツにチノパンというラフな格好に、乱れたままの髪かみを見る限り、寝ね起おきで家を飛び出してきたようだった。

「周二さん……どうしてここに……」

「どうして？　それは俺の台詞せりふだ。どうして俺が寝ねてる間に帰ったんだ？」

　周二は男たちを押し退け、伊織に詰つめ寄ってきた。その剣けん幕まくに押され、しどろもどろになってしまう。

「それは、その───」

「あと、これは何だ？　『ごめんなさい』ってどういう意味だ？」

　周二は伊織が残してきた走り書きのメモを手にしていた。謝罪の意図は一言では云いい切れず、言葉に詰まってしまった。

　呆あつ気けに取られていた男たちだったが、我に返ったらしい。周二の肩かたを摑つかみ、威い圧あつしてきた。

「おいおい、人が大事な話してんのに割り込むんじゃねーよ」

「あ？」

　振り返った周二は、伊織も青ざめるほど怖こわい顔をしていた。自分よりも一回り体の大きい周二に見下ろされて睨まれたら、誰だれだって腰こしが退ひけてしまうだろう。

　男は怯ひるみながらも、食ってかかってくる。

「じゃ、邪じや魔ますんなっつってんだよ！」

「邪魔なのはそっちだろ」

「……ッ、いて、いてててて……っ」

　周二は自分の肩を摑んでいた手を捻ひねり上げる。悲痛な呻うめき声を上げる男の様子にカッとなったのか、仲間の一人が周二に殴なぐりかかってきた。

「てめえ……っ」

　しかし、その拳こぶしは簡単に受け止められる。建設現場で鍛きたえられた握あく力りよくは相当なものだろう。彼もまた苦く悶もんの表情で呻いている。

「あんまり気が長いほうじゃないんだ。二度と来てもらいたくないが、万が一彼に用があるときは俺を通してくれ」

「んなこと知るかよ！　あいたたたた！」

「とっとと失うせろ」

　冷ややかにそう告げると、男二人を力任せに放ほうる。その弾はずみで、彼らは放置されていた空き缶の上に倒れ込んだ。あたりに派手な音が鳴り響ひびく。

「何すんだ!?　ケンカ売ってんのか、ああ!?」

「お前ら、やめろ」

　一気にヒートアップした男をもう一人の仲間が止めに入った。彼は自分たちの分が悪いことをわかっているようだった。

「ちっ、行くぞ」

　止められたほうも怒りが治まらない様子ではあったけれど、実際に正面からケンカを売って勝てる相手ではないと判断したのだろう。

　男たちは不ふ機き嫌げんそうな面おも持もちではあったけれど大人しく帰っていった。

（よかった、帰ってくれて……）

　缶だけでなく吸い殻やツマミの袋ふくろなど、酒宴のあとがそのまま残されていたけれど、場が収束してくれたことにほっと胸を撫なで下ろす。

「すまない、騒さわぎを大きくしてしまって」

「いえ、助かりました。僕一人じゃどうしようもなくて……」

　情けないけれど、伊織一人では彼らを追い払はらうことはできなかっただろう。これからは自分が一家の主あるじなのだから、もっとしっかりしなくてはならない。

「あいつらは何だったんだ？」

「僕にもよくわからないんですけど、ここの土地を買いたいみたいです。いつ引っ越しするんだとか、早く店を畳めとか云われたので……」

「───地上げか」

　要領の得ない説明だったけれど、周二は状じよう況きようを把は握あくしたようだった。一言呟つぶやいたあと、難しい顔で考え込んでしまう。

「僕、何かまずかったですか？」

　自分の対応に問題でもあっただろうか。祖父なら塩を撒まいて追い払っていただろうが、自分にはそこまでのことはできそうにない。

　伊織が不安げに訊たずねると、周二はすぐに表情を和やわらげた。

「あいつらの云うことに従ったわけじゃないんだろう？　だったら、何も問題はない。ああいう手合いは難なん癖くせをつけるのが仕事みたいなもんだからな」

「そうなんですか……」

「とりあえず、ここをどうにかしないとな。ったく、好き勝手していきやがって。あいつらを帰す前に片づけさせとくんだったな」

　周二はそう云って、空き缶かんを拾い始めた。彼の云うとおり、まずは店の前を片づけるのが先だが、周二に手伝わせるのは申し訳ない。

「あの、僕一人でできますから……っ」

「二人でやったほうが早いだろう。伊織は煙草たばこの吸い殻がらを片づけてくれ」

「わ、わかりました」

　伊織は周二の指示に頷うなずき、箒ほうきとちりとりを取りに店の裏に走ったのだった。










　てきぱきと出される指示に従って動いたら、店の前はあっという間に綺き麗れいになった。

　周二には家に上がってもらった。掃そう除じも手伝ってもらってしまったし、何よりも謝らなくてはならないことがたくさんある。

「全然片づいてなくてすみません」

　新聞やチラシ、ＤＭなどが雑然と積み上がり、よくよく見ると隅すみのほうにはうっすらと埃ほこりが溜たまりつつある。

　祖父が倒れてからは、家のことはほとんど手をつけられなかった。自分はいいから店を開けろという祖父を何とか説き伏ふせ、毎日病院に通っていた。

　亡なくなったあとも色々な手続きに追われ、この有様というわけだ。

「上がらせてもらうのは久しぶりだな」

「そうですね」

　周二が店の常連だった頃ころは、よく祖父の将しよう棋ぎの相手をしてくれていた。いつまで経たっても強くならない伊織と違ちがい、周二はなかなかの好敵手だったらしく祖父は勝負を楽しみにしていた。

「挨あい拶さつさせてもらっていいか？」

「あ、はい、お願いします」

　仏ぶつ壇だんの前に座ざ布ぶ団とんを置くと、周二は膝ひざを折り、そこへ座る。

「じいさん、邪魔してんぞ」

　周二は、まるでそこに祖父がいるかのように話しかける。その様子に祖父の生前を思い起こさせられ、涙るい腺せんが刺し激げきされる。

　泣きそうになっているのをごまかすために、伊織は立ち上がって厨ちゆう房ぼうへと足を向けた。動いていたほうが、何かと気が紛まぎれる。

「いま、お茶淹いれてきますね」

「俺のことはいいから、先に着き替がえてきたらどうだ？　そのままの格好じゃ落ち着かないだろう」

「あっ、そ、そうですね！」

　自分が喪も服ふくのままだということを思い出した。伊織が眠ねむっている間にワイシャツと下着は周二が洗せん濯たくしておいてくれていたようだが、スーツの上下はよれよれだ。

　伊織は周二の言葉に甘え、着替えるために二階の自室へと上がった。

　この家は一階に店てん舗ぽと厨房、休きゆう憩けい室代わりの居間と浴室があり、二階にはそれぞれの個室と洗面所がある。階段は角度がキツく、いつか祖父のためにリフォームしなければと密ひそかにお金を貯ためていたのだが、残念ながら間に合わなかった。

　落ち着いたら、遺品の整理もしなくては。財産になるようなものはないけれど、祖父の友人たちにも形見分けがしたい。

　自室に入り、着替えようと服を脱ぬいだ伊織は、自分の首筋に赤い痕あとが残されていることに気がついた。

「これって……」

　いわゆるキスマークというやつのようだ。チンピラたちのお陰かげで気が紛れていたけれど、一気に昨夜の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　自身を高める指の感かん触しよくやキスの熱さ、手の平で感じた力強い鼓こ動どう───思い出したら、ぶわっと一気に羞しゆう恥ちが込み上げてきた。

「……っ」

　ぶんぶんと首を横に振ふり、恥はずかしさで叫さけび出したい気持ちを必死に押し殺す。

　子供の頃ならそこの押し入れに隠かくれてごまかすこともできたけれど、大人になったいま、そうはいかない。

　伊織は無む理り矢や理り思考を断たち切り、洋よう服ふく簞だん笥すから綿のチノパンとカッターシャツを取り出した。喪服から普ふ段だん着ぎになり、少しだけ一息吐つけた気分になった。

（……とりあえず、ちゃんと謝ろう）

　逃にげても問題は解決しない。伊織にできることは当たって砕くだけることだけだ。ぐるぐると考え込みかけていたけれど、いつまでも周二を放ほうっておくのも失礼だ。

　伊織は身み支じ度たくを整えると、腹を括くくり、一階へと下りていった。

　そっと居間を覗のぞくと、線せん香こうの匂においが満ちていた。周二は仏壇に手を合わせたままだ。いま、祖父とどんな話をしているのだろうか。

　昨夜の周二の話から察するに、伊織の知らぬところで二人の交流が続いていたようだ。

「あの、お待たせしました」

「伊織」

　声をかけると、周二はふっと顔を上げてこちらを振り返った。どこか苦い顔をしているのは、葬そう儀ぎに参列できなかったことを悔くやんでいるからなのかもしれない。

　立ったままというのも落ち着かず、伊織は周二の斜ななめ後ろに腰こしを下ろす。周二は仏壇のほうへと顔を戻もどし、ぽつりと心情を口にした。

「こんな形で会うことになるなんて思わなかった」

「僕もまだ実感がありません。仕入れから帰ってくるの何時だっけって考えてから、もう帰ってこないんだって思い出したりして……」

　じわりと涙なみだが滲にじんできた。ずっと堰せき止められていたけれど、昨日で涙腺はすっかり緩ゆるんだようだ。周二といると、素すの自分になってしまうせいもあるかもしれない。

「またじいさんと一勝負したかったよ」

　しみじみと告げる周二の言葉に、仏壇の隣となりに置かれた将しよう棋ぎ盤ばんに目が行く。趣しゆ味みの将棋はかなりの腕うで前まえだった。

「じいちゃんもそう思ってると思います。僕じゃ全然相手にならないって、いつも不満そうでしたから」

「実は俺、負け越こしてるんだよな」

　周二はそう云いいながら仏壇の前から下がり、伊織に向き合う形で胡座あぐらをかいた。正座は苦手なのかもしれない。

「じゃあ、じいちゃんの勝ち逃げですね」

「いま頃ごろ、高笑いしてそうだな」

「確かに」

　わざとらしく肩かたを竦すくめて見せる周二に、思わず笑ってしまう。こんなふうに家族の思い出話ができる相手はそうはいない。

「今日は手ぶらですまなかったな。次はちゃんと土産みやげ持ってくる。出張先でじいさんが好きそうなツマミを見つけたから買っといたんだ」

「わざわざ買ってきてくれたんですか？」

「何故なぜか急にじいさんの顔が浮うかんでさ。……もしかしたら、虫の知らせだったのかもな」

「……そうかもしれませんね」

　義ぎ理り堅がたい祖父のことだ。生前、お世話になった人たちへ挨拶して回っていたのかもしれない。

「悪い、しんみりした空気になっちまったな」

「いえ、じいちゃんの話ができるのは嬉うれしいです。あ、やっぱり、お茶淹れてきますね。お客さんに何も出さないなんて叱しかられちゃう」

「伊織、その前に話をしよう」

「！」

　立ち上がろうとした伊織を周二は神しん妙みような声こわ音ねで引き止めた。

（話って昨日のことだよね……？）

　謝らなければと思いつつも、無意識に逃げていた。有う耶や無む耶やにするつもりはなかったけれど、向き合う勇気がどうしても持てなかったのだ。

　改めて、周二と二人きりだという気まずさを嚙かみしめる。いまは沈ちん黙もくが重たかった。

「一つ確かく認にんしたいんだが───酒を飲むといつもあんなふうになるのか？」

「……はい。あ、でも、いつもはあんなに酷ひどくなることはないんです！　誰だれかに気づかれることもあんまりないし、一回出せば大体治まるので……っ」

　云い訳をしなければと必死だったせいで、やや露ろ骨こつなことを口にしてしまった。

「それは自分で処理してるんだよな？」

「……は、はい……」

　あまりの恥ずかしさに、身の置き場がない。勝手な云い分だとわかっているけれど、優やさしくされるよりは怒おこってくれたほうがよほどいい。

「あの、本当にすみませんでした……っ」

　思い切って、周二から何か云われる前に先に謝ってしまった。しかし、周二からは不思議そうな目を向けられた。

「どうして伊織が謝るんだ？」

「え？　どうしてって……」

「謝らなきゃならないのは俺のほうだろ。酔よってた伊織につけ込んで、手を出したんだから」

「で、でも、僕があんなにならなきゃ周二さんに迷めい惑わくかけることにならなかったんだし……」

「誰が迷惑だったなんて云った？　むしろ役得だ」

「は？」

　最後の単語に首を傾かしげていたら、周二は咳せき払ばらいをし、早口で言葉をつけ加えた。

「ともかく、酒のせいだったなら俺のせいだろう？　今回、迂う闊かつにアルコールを飲ませたのは俺だ。年上の人間として、俺に責任がある。伊織が気に病やむ必要はない」

「周二さんは何も知らなかったんだから悪くありません！　料理人の端はしくれなのにお酒の味がわからなかった僕の責任です」

　責任の所在は譲ゆずれないと頑かたくなな伊織に、周二は提案をしてきた。

「俺に謝るなら、代わりに一つだけ約束してくれないか？」

「約束、ですか？」

「外では絶対に酒は飲まないようにしてくれ。あんな無防備な姿を他ほかのやつに見せてると思うと気が気じゃない」

　がしっと肩を摑つかまれたかと思うと、鬼き気き迫せまる表情で告げられる。周二に云われるまでもなく禁酒しているが、いまその気持ちをさらに強くし、神妙に頷うなずいた。　>>>♥

「わかりました」

「絶対だぞ」

「は、はい！」

　さらに念を押され、こくこくと頷く。伊織をまっすぐ凝ぎよう視ししてくる周二の目は、むしろ怖こわいくらいだった。

（そういえば、心配性しような人だったっけ……）

　伊織が中学生のときも、祖父や母以上に心配性だった。

　何もないところで転んだり、気づかぬうちに手足をぶつけて青痣あざを作っていたりと、伊織がドジを踏ふむことが多かったせいもあるかもしれない。

　きっと、周二にとって伊織は、いまでも目が離はなせない中学生のままなのだろう。

　周二が辛つらそうな顔をしているのは、庇ひ護ごすべき相手と関係してしまったことへの罪悪感があるせいかもしれない。そんな気持ちにさせてしまったことに対して、改めて胸が痛む。

　二人の間に漂ただよう微び妙みような空気を破るように、ぐきゅるるるという派手な音が鳴り響ひびいた。

「……すまん、俺だ」

　周二は恥ずかしそうにしているけれど、場ば違ちがいなお腹なかの音に救われた。

　きっと、朝食も食べずに伊織を追いかけてきたせいで空腹なのだろう。よく考えたら、伊織も昨日の昼からまともな食事をしていない。

「あの、よかったら朝ご飯食べていきませんか？」

「いいのか？」

「一人じゃ淋さみしいので一いつ緒しよに食べてくれたら嬉しいです」

　この一週間は食しよく欲よくが湧わかなかったけれど、いまなら普ふ通つうに食べられそうだ。周二の腹の音で、伊織もお腹が空いてきた。

「それじゃあ、甘えさせてもらうかな」

「はい！」

　周二からもらえた色よい返事に、伊織は表情を綻ほころばせた。










「美味うまい！」

　だし巻き卵を口にした周二は、よく嚙んで飲み込んだあと表情を綻ばせた。

「ホントですか？」

「ああ、すげー美味い。懐なつかしいな、じいさんの味と同じだ」

「……っ」

　周二の言葉に胸が詰つまる。伊織には何よりの褒ほめ言葉だった。いまにも溢あふれそうになっていた不安が薄うすまったような気がした。

「ご飯おかわりしてもいいか？」

「もちろんです。大盛りにしますか？」

「頼たのむ」

　周二は見ていて気持ちのいい食べっぷりだった。だし巻き卵の他に、残っていた材料を使って何品か作ったのだけれど、もうほとんど残っていない。あっという間に茶ちや碗わんを空にし、二杯はい目もどんどん口に運ばれていく。つられるようにして、伊織も久しぶりに食が進んだ。

「おかず、まだいりますか？」

「あ、悪い。お前のぶんまで食っちまったみたいだな」

「僕は充じゆう分ぶん食べたから大だい丈じよう夫ぶです。あっ、じいちゃんが作った佃つくだ煮にを冷れい凍とうしといたのがあるんだった！　いま持ってきます」

　倒たおれる前に保存の利きく佃煮やふりかけをいっぱい作っていたのを思い出した。もしかしたら、自分の死期を悟さとっていたのかもしれない。小分けにしてある一つを解かい凍とうし、食しよく卓たくに載のせた。

「お待たせしました」

「これ、伊織の好物だろ？　一人で食ったほうがいいんじゃないか？」

「一緒に食べて欲しいんです。じいちゃんもそのほうが喜ぶと思うし」

「そっか」

　佃煮を口に運び、この味をちゃんと覚えておこうと嚙みしめて味わう。伊織は滲にじみかけた涙なみだを飲み込み、ご飯をかき込んだ。

　それから、食事を終えるまで言葉はなかった。

「じいさんはどのくらい入院してたんだ？」

　箸はしを置いた周二の問いかけに、カレンダーを確認する。そういえば、今月はばたばたしていたせいで、まだ新しい月にしていない。

「一週間くらいです。倒れてからは、本当にあっという間でした」

「じゃあ、俺が出張に行ってすぐか……」

「あちこち具合が悪かったのに、ずっと我が慢まんしてたみたいで。倒れたときも病院は嫌いやだって云いって大変だったんですよ。もう最後は泣き落としで入院させました。病室でも店のことばっかり気にしてて、隙すきあらば抜ぬけ出そうとして師長さんに怒られてました」

　ずいぶんはらはらさせられたけれど、祖父らしいエピソードだ。きっと、時間が経たてば笑い話になるのだろうけれど、いまはまだ叱しかりたい気分が残っている。

「そのときの様子が目に浮うかぶな」

「食事がまずいって云って全然食べてくれないから、僕が弁当作って持っていって……いつもはダメ出しばっかりなのに、美味いって何度も云ってくれて───すみません、湿しめっぽい話ばっかりして」

　こうして祖父の話ができるのは嬉うれしいけれど、また泣いてしまいそうだ。周二に甘えるのも大たい概がいにしなくては。

「何で謝るんだ。もっと聞かせてくれ」

「でも、僕の話ばっかりなのも……ええと、周二さんは最近どうですか？　お仕事忙いそがしいですか？」

　どうにかこちらからの質問を捻ひねり出したものの、間の抜けたものになってしまった。

「そうだな、面めん倒どうなことが増えたかな。結局、俺も祖父じいさんの会社に入れられて、扱こき使われてるよ」

　あまり詳くわしくは聞いていないけれど、周二は地元の中ちゆう堅けん建設会社・久河建設の社長の次男だったはずだ。本社は長男が継つぐことになっており、彼もゆくゆくは兄を支えるために経営陣じんの一員になるよう云われているという話を以前に聞いたことがある。

「あれ？　でも、昨日は現場にいましたよね？」

　周二と再会したのは、建設現場でのことだ。あのときの周二は作業着を着ていた。本社に入ったのなら、何故なぜ、作業員の格好をしていたのだろう。

「本当は違ちがうとこで働こうと思ってたんだけど、どうしてもウチで働けって祖父さんがうるさくてさ。現場で働けるなら入ってもいいって条件で入社したんだ。つーわけで、スーツの日もあれば、作業着の日もあるんだよ」

「へえ、そうだったんですか」

　昨日は現場の仕事、出張はスーツでの仕事だったのだろう。

　確か、周二は高校生の頃ころから土木現場のアルバイトをしていたはずだ。親の敷しいたレールにそのまま乗るのも癪しやくだけれど、大きく逸それる勇気もなくて悩なやんでいるときに、小さい頃から可愛かわいがってくれた『おじさん』たちのことを思い出したらしい。

　始めてみたら肉体労働が性しように合うことがわかり、暇ひまさえあればアルバイトばかりしているのだと云っていた。

（そのくせ、頭もいいんだよな……）

　机に向かうのは好きじゃないと云いながら、国内でトップクラスの大学の経営学部に通っていた。教えるのも上手うまくて、周二に勉強を見てもらってからは伊織の成績は目に見えて上がったものだ。

「伊織は高校卒業してから調理師学校行ったんだよな？」

「はい、そうです。あれ？　僕、そのこと云いましたっけ？」

　祖父の話はしたけれど、自分のことはほとんど口にした覚えがない。酔よっ払ぱらっているときに、べらべらと自分語りをしてしまったのだろうか。

「ん？　あ、ああ、ずいぶん前に弁当買いにきたときにじいさんが自じ慢まんしてたんだよ」

「そうだったんですか。けっこうウチに来てくれてたんですね。それにしても、じいちゃん恥はずかしいな。すぐ僕のこと話すんだから」

　近所の人はともかく、まさか周二にまでやらかしているとは思わなかった。

「自慢の孫なんだよ。俺だって伊織みたいな孫がいたら自慢しまくってる」

「孫って、周二さんそんな歳としじゃないでしょう」

　真顔でフォローしてくれる周二に、苦く笑しようしてしまった。

「ものの喩たとえだよ。伊織なら弟だろうが恋こい人びとだろうが、自慢できるぞ」

「な、何云ってるんですか」

　周二の言葉は、ただの喩えだということはわかっている。それでも嬉しくて、不必要なほどドキドキしてしまった。

（心臓に悪いよ、もう）

　こうやって、ドキリとする言葉をさらりと口にするところは昔から変わっていない。無自覚なタラシなのだ。自然と周りに人が集まるオーラもあり、彼はいつも人の輪の真ん中にいた。

「この店はお前が継ぐんだろ？」

「一応、そのつもりです。僕だけでやってけるかどうかわかんないですけど……」

　いつまでも店を閉めているわけにはいかないと思いながらも気が重い。

（本当に一人で大丈夫なのかな……）

　自分でも思っている以上に、さっきの男たちの言葉が応こたえていたようだ。彼らは伊織の不安を煽あおり立てた。

「伊織さえ嫌いやじゃなければ、また来てもいいか？」

「もちろんです！　周二さんなら大だい歓かん迎げいですっ」

　勢い込んでしまったけれど、少しがっつきすぎだったかもしれない。

「困ったことがあったら、誰だれかに相談しろよ。近所の人でもいいし、俺を呼んでくれても構わないから」

「いいんですか……？」

「何、遠えん慮りよしてんだ。頼たよりになるかどうかはわからんが、相談相手くらいにはなるだろ？　さっきみたいなやつらが来たら、俺がまた追い払はらってやるよ」

「周二さん……」

　向けられた微笑ほほえみに、不安が薄うすれていく。周二がついていてくれるなら、何でもできるような気がするから不思議だ。

「書くものあるか？」

「あ、はい、これでいいですか？」

　伊織がボールペンを渡わたすと、周二は近くにあった広告の裏に何かを書きつけた。

「俺の携けい帯たい番号とメールアドレス。いつでも連れん絡らくしてくれ。仕事中は出られないかもしれないけど、その日のうちには折り返すから」

「……ありがとうございます……」

　微かすかに震ふるえる手でメモを受け取った。伊織はそれを宝物のように大事に握にぎりしめる。まさか周二の携帯電話の番号を教えてもらえるなんて夢にも思っていなかった。

（昨日から夢みたいなことばっかりだ……）

　頰ほおを抓つねるという古典的な方法で現実かどうかを確かく認にんしてみる。痛みを感じるということは、伊織に都合のいい妄もう想そうが繰くり広げられているわけではないという証しよう拠こだ。

「何してるんだ？」

「な、何でもないです。えっと、僕のアドレスとかも教えたほうがいいですか？」

「あとで番号メールしといてくれ。慌あわてて出てきたから、家に置いてきちまったんだよな」

　どうして周二はこんなに自分によくしてくれるのだろう。

（忘れたつもりだったのに……）

　とっくの昔にケリをつけたつもりの想おもいが、どんどん膨ふくらんできているのがわかる。向けられる笑え顔がおに箍たがが緩ゆるみ、胸の奥底に押し込めていた感情が溢あふれ出してきていた。

　気づかないふりをしたくても、締しめつけられるような胸の痛みを無視することはできない。

　最初はただの憧あこがれだった。それが恋こいに変わったのは、いつだっただろうか。

　周二と離はなれている間も、気になる相手はいつも周二に似ていた。

　自分が未練がましいのは、中ちゆう途と半はん端ぱに終わった初はつ恋こいだからだろうと思っていた。だけど、本当はずっと好きだったのだ。

　だけど、伊織が本気で好きなのだと知られれば、周二を困らせてしまう。恋れん愛あい感情を伴ともなわない関係だからこそ、昨日のようなことがあっても気にせずにいてくれているのだろう。

「何か心配なことでもあるのか？」

「い、いえ！　おかわりどうしようかなーと思って」

「食しよく欲よくあるのはいいことだぞ。食っとけ食っとけ」

「そう…ですね。おかわりしてきます」

　何とかごまかせたことにほっとしながら、茶ちや碗わんを手に台所へ向かう。炊すい飯はん器を前に、伊織は深いため息を吐ついた。
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「とりあえずこんなもんかな」

　店の片づけや明日の仕込みを終えたあと、一息吐いた。

　昨日、丸一日かけて厨ちゆう房ぼうの清せい掃そうと整理をし、火曜日の今日から店を再開させた。

　まずは昼の弁当だけを並べることにした。自分一人でどこまでできるかわからないため、手て探さぐりでやっていくしかない。

　祖父が一人でやっていたときは弁当二種に惣そう菜ざいを十種以上並べていた。しかも、メニューは日ひ替がわりで、毎月新しいレシピにも挑ちよう戦せんしていたのだから頭が下がる。

　いますぐ祖父のようにやるのは難しいけれど、自分なりに頑がん張ばっていくしかない。幸いなことに今日並べたぶんは完売できた。この調子なら、明日からはもう一品くらい増やしても、何とかなりそうだ。

　常連のお客さんたちは皆みな、祖父のことを悼いたんでくれ、近所の人も心配して伊織の顔を見にきてくれた。本当にありがたく思っている。それもこれも祖父の人徳だろう。

　───ただ、少し困ったことも起きていた。

　朝起きてみると店の前に生ゴミが散らかっていたり、無言電話がかかってきたりと、嫌いやがらせめいたことが昨日今日と続いていた。

　多分、この間の男たちの仕し業わざだろう。確かな証拠はなく、彼らの素す性じようもわからないけれど、他ほかの誰かがというのは考えにくい。

　もちろん、こんなことくらいで挫くじけたりはしない。むしろ、彼らの子供じみたやり口に呆あきれていた。いまどき、無言電話なんてどんな顔でかけているのだろうか。

　念のため商店街の会長に相談をしたら、近きん隣りんの再開発に便乗してビルを建てたい業者がこのあたりの土地を買い集めようとしているのだと教えられた。

　もちろん、どの店も立ち退のくつもりはなく断っているのだが、しつこく話を持ちかけてきているらしい。

　当然、祖父も門もん前ぜん払ばらいにしていたようだ。伊織のところに建設会社の人間ではなく、柄がらの悪い男たちが来たのは、脅おどせば大人しく出ていくと思われたからだろう。

　このままではお互たがいに根気比べのようになるだけだからと、商店街で対策を練っているところらしい。

「いっちゃん、いま大だい丈じよう夫ぶかい？」

「あ、鉄てつさんいらっしゃい。どうぞ上がっていって下さい」

　先行きに不安を感じて暗い気持ちになりかけていたけれど、見知った顔にほっとした。

「孫が旅行先から土産みやげを送ってくれたから、いっちゃんとお茶しようと思ってさ。饅まん頭じゆう好物だろ？」

　手土産を持って訪ねてきてくれたのは、近所に住む祖父の幼なじみの鉄てつ夫おだ。

　入院中も葬そう儀ぎのときもあれこれと手助けをしてくれた。今日も伊織の様子を見に来てくれたのだろう。

「ありがとうございます。ちょうど休きゆう憩けいしようと思ってたところなんです」

　そそくさと居間に上がり、奥の台所に引っ込んだ。お湯を沸わかし、お茶を三つ淹いれて戻もどると、仏ぶつ壇だんにも饅頭を供えてくれていた。

　二人は源ちゃん鉄ちゃんと呼び合う仲で、鉄夫は伊織にとってはもう一人の祖父のような存在だ。昔からまるで本当の孫のように可愛かわいがってくれている。

　お茶が三つなのは、鉄夫と仏壇と自分のぶんだ。鉄夫の好みに合わせて、熱々の焙ほうじ茶を淹れてきた。猫ねこ舌じたの伊織は、いただきます、と先に饅頭を手を伸のばした。

「やっぱり、いっちゃんの淹れる茶は美味うまいな」

「このお饅頭も美味おいしいです。じいちゃんが好きな味だ」

　栗くりの入った漉こし餡あんはほどよい甘さでお茶と合う。昔からよくこうしてのんびりお茶をしたものだ。祖父の定位置が空いているのが淋さみしいが、いつかこの光景も日常になっていくのだろう。

「そういや、地上げ屋に嫌がらせされてんだって？」

「え、どうして鉄さんが知ってるんですか？」

　嫌がらせについて相談したのは、いまのところ周二以外には商店街の会長だけだ。しかも、今朝話したばかりだというのに、耳が早い。

「ウチのばあさんから聞いたんだよ。どうして早く俺に云いわないんだ」

「いや、でも、大したことじゃないですし」

　現在の被ひ害がいはゴミを散らかされていることと無言電話だけだ。そんなことで鉄夫に心配をかけたくはなかった。

「そういう問題じゃねえだろ。俺は源ちゃんからいっちゃんのこと任されてるんだからな？　何かあったら、向こうに行ったときに顔向けできねえだろうが」

「す、すみません……」

「で、いつからそんなことされてんだ？」

「多分、日曜日の朝……だと思います。ウチの前で酒盛りしてました」

　彼らと顔を合わせたのは、あれが初めてのはずだ。もしかしたら以前にも来ていたり、何かされていたのかもしれないけれど、葬儀や諸もろ々もろの手続きで忙いそがしくしていたため気づいていなかった可能性もある。

「店の前で酒盛り？　暇ひまなやつらだな、まったく。そんとき呼んでくれれば、俺が叩たたきのめしてやったのによ」

「鉄さんにそんな無む茶ちやさせられませんよ」

　鼻息荒あらい鉄夫に苦笑いする。血の気の多いタイプで、いまもかなりケンカっ早い。祖父ともよく派手なケンカをしていたが、お互いに引き摺ずることなく五分後には仲直りをしていた。

「いっちゃんまで年寄り扱あつかいするなんて悲しいね」

「年寄り扱いって、いくつだと思ってるんですか。いつまでも若いつもりでいるから、この間みたいに腰こし痛めたりするんですよ」

　祭りのとき、酒さか樽だるを一人で抱かかえて運ぼうとして腰を痛め、一週間近く寝ね込こんでいた。口だけ達者で困ると家族が愚ぐ痴ちっていた。

「いっちゃんには敵かなわねえなあ。けど、そういうやつらは一人で相手すんなよ。何されるかわかったもんじゃないからな」

「実は一いつ緒しよにいた人が追い払はらってくれて……。俺一人じゃ、どうにもできなかったと思います」

　あのときは周二が来てくれて助かった。伊織だけだったら、彼らを無事に追い払えたかどうかわからない。他の店にだって被害が出ていた可能性だってある。

「誰だれだい、そいつは」

「ええと、周二さんって覚えてますか？　昔、よくウチに通ってくれてた人なんですけど……」

　当時、鉄夫も顔を合わせていたはずだ。

「ああ、あの兄ちゃんか。ちょくちょくウチにも顔見せてくれてるぞ」

「え、鉄さんとこにも？」

　予想外の返事に、伊織は目を瞬まばたいた。鉄夫の家は酒屋なのだが、周二が客として来ていることは初耳だった。

「おう。かなりの上客でな、宴えん会かいのときはウチに酒の注文を入れてくれるんで助かってる。いまは親父おやじさんの会社で頑張ってるんだって？」

「え、ええ、そうみたいです」

　周二のマンションからこの商店街は徒歩圏けん内ないだけれど、もっと近くにスーパーマーケットがあるはずだ。わざわざ、こちらまで来ていたなんて知らなかった。

（どうして、僕は全然会わなかったんだろう……）

　祖父だって、周二が来たのなら教えてくれてもよさそうなものだ。

「あの兄ちゃんといつ仲直りしたんだ？」

「え？」

　鉄夫の問いかけの意味がわからず、目を瞬かせる。

「いつだったか、いっちゃんと合わす顔がないとか何とか云ってた気がするんだが、違ちがったかな？」

「えっと、それは……」

「ま、ケンカは引き摺らないのが一番だぞ。時間が経たてば経つほど、謝りづらくなるもんだ」

「────」

　伊織のほうから距きよ離りを取ったことを気にして、顔を合わせないようにしてくれていたのかもしれない。

「いっちゃんが助けられたんなら、俺からも礼しとかないとな。とっておきの酒出してやるから、近いうちに寄れって云っといてくれ」

「う、うん」

　むしろ、周二に礼をしなければならないのは伊織自身だ。言葉で伝えるだけでは足りないほど世話になってしまった。

（……お礼、か……）

　しかし、何を用意すればいいだろう。菓か子し折おりを渡わたしたところで余計に気を遣つかわせるだけだろう。年下が余計な気を回すなと云われるのは目に見えている。

　こういうときは目上の人に相談するのが一番だ。目の前にいる鉄夫に訊きいてみることにした。

「僕もお礼したいんですけど、何がいいと思いますか？」

「うーん、そうだな。夕飯に呼んでやるとか、弁当作って差し入れに持ってくとかどうだ？　いまもばりばりでけえビル建ててんだろ？　よく食うやつらが揃そろってるだろうし、喜ばれるんじゃないか？」

「お弁当かあ……」

「万が一、いや、億が一いらねえって云われたら、俺んとこ持ってこい。喜んで食ってやっから。───さてと、そろそろ戻るかな。源ちゃん、また来んな」

　鉄夫はお茶の残りを飲み干し、よっこらせと立ち上がる。仏壇に声をかける様は、祖父の生前のものと何ら変わりなかった。

「またへンなやつらが来たら、すぐ俺を呼ぶんだぞ」

「次はそうします」

　二の腕うでの力こぶを叩きながら云う鉄夫に笑って答えつつも、次がないことを祈いのるばかりだった。鉄夫に無茶なことはさせたくないし、彼らにも二度と姿を見せないでもらいたい。

（……そうもいかないんだろうけど）

　彼らも遊びでやっているわけじゃない。地上げが目的なら、誰かに命じられているということだ。根本的な部分を解決しなければ、迷めい惑わく行こう為いが終わることはないだろう。

　どんなに説得されようが、嫌いやがらせを受けようが、伊織は絶対に土地を売るつもりはない。つまり、土地を買い上げることを諦あきらめてもらうしかないわけだ。

　根気よく、自分の気持ちを伝えていくしかない。根気比べのようなものだ。商店街としても対策を考えていると云っていたし、気長に対応するしかないだろう。

　そんなことより、いまの伊織にとって重要なことは、周二への礼だ。

「お弁当かあ……」

　それなら、周二にも受け取ってもらえるかもしれない。しかし、いきなり仕事場に持っていくのはどう考えても迷めい惑わくだ。

　本人に都合を確かく認にんできればいいのだが、電話をかける勇気はない。いまはまだ仕事中だろうし、電話に出てくれたとしてもまともに喋しやべれる自信もなかった。

　周二が書いてくれたメモを見つめていた伊織は、はたと気づいた。ここには電話番号だけでなく、メールアドレスも記されている。

（そっか、メールすればいいのか）

　解決策が浮うかんだことに表情を明るくした伊織だったが、すぐに新たな悩なやみにぶつかった。

「でも、何て書けばいいんだろ」

　周二へのメールは、自分の番号やアドレスを知らせるために送った一通きりだ。

　友達へ送るものとは訳が違う。砕くだけすぎていても失礼だし、堅かた苦くるしすぎる文面でもよそよそしい。ちょうどいい距きよ離り感かんがわからない。

　そもそも、自分はこれから周二との関係をどうしたいのだろうか。また、昔のような関係に戻もどりたいのか、それとも───。

（やめよう。そんなこと、いま考えたってどうしようもない）

　今回すべきことは、周二への礼だ。それ以上でも、それ以下でもない。余計なことは頭の隅すみに追いやり、考えに考え抜ぬいて書いたメールの内容はかなりシンプルになった。

　助けてもらったお礼に差し入れをさせてもらいたい旨むねと、周二の都合を訊くだけの文面は簡潔すぎて少し素っ気ないだろうかと思ったが、余計な言葉が多くても鬱うつ陶とうしい気がする。

　何度も推すい敲こうしてから、緊きん張ちように震ふるえる指で送信ボタンを押す。あっという間に送信は完かん了りようしてしまった。

（……返事来るかな）

　熟考して送ったメールだというのに、すでに不安になっている自分がいる。

　余計に気を遣わせてしまうことになってしまったら申し訳ない。やはり、自分からメールを送るのはやめておくべきだっただろうか。

　携けい帯たい電でん話わを見つめていれば、返事が来るというわけでもない。周二の邪じや魔まにならないように連れん絡らく手段をメールにしたのに、反応を待っているのは行動が矛む盾じゆんしている。

　手元にあるから落ち着かないのだと気づき、手の届かないところに置こうとしたその瞬しゆん間かん、着信音が鳴り響ひびいた。

「わっ」

　思わず驚おどろきの声を上げ、携帯電話を取り落としそうになってしまった。咄とつ嗟さに両手で握にぎりしめて確保する。画面に表示されていたのは、メールを送ったばかりの相手だった。

「えっ、周二さん!?」

　返事を待っていたくせに、狼狽うろたえすぎだ。しかも、驚くことに彼からの返信はメールではなく電話だった。

「これ、出ていいのかな？　えっと、どれ押せばいいんだっけ!?」

　パニックのあまり、携帯電話の操作すら覚おぼ束つかなくなる。早く出なければ切れてしまう。息を止めて無む理り矢や理り自分を鎮しずめ、通話をオンにした。

「も、もしもし……っ」

　緊張で声が上うわ擦ずってしまい、赤面する。せめて、声を整えてから出るべきだったが、いまさらどうしようもない。

『伊織か？　いま大だい丈じよう夫ぶか？』

「大丈夫です！」

　電話の出かたがわからなくなり、そのせいで時間がかかってしまったと云いっても笑われるだけだろう。こんなときにまでそそっかしさを全開にさせなくてもいいのにと密ひそかに落ち込みながらも、会話の糸口を探さぐる。

「あの、えっと、何かありましたか？」

『何かって？』

　こんなに早く折り返しが来たということは、何か重要な用事があるのだろうと思ったのだが、違ちがったのだろうか。

「電話くれたってことは、急ぎの用かなって……」

『ああ、そういうことか。別に急ぎとかじゃないけど、伊織の声が聞きたくて』

「……っ」

　周二の言葉にドキリと鼓こ動どうが大きく跳はねた。

（またそういう勘かん違ちがいしそうなことを……っ）

　無意識に紡つむがれているのだろう甘い言葉に身み悶もだえる。

　周二の言葉には深い意味はない。そうとわかっていても、胸が弾はずんでしまうのを抑おさえきれない。心臓へのダメージを堪こらえていたら、不安げに問いかけられた。

『迷惑だったか？』

「そんなことありません！　僕も周二さんの声聞けて嬉うれしいです」

　反射的に否定する。フォローしなければと言葉をつけ加えたら、するりと本音が漏もれてしまった。すぐに失態に気づいて青くなったけれど、周二はとくに気にした様子はなかった。

『マジで？　俺もすげー嬉しい』

　過か剰じように意識しているのは自分だけ。微み塵じんも動どう揺ようしない周二の態度に、対象外なのだと云われているようで少し切なくなった。

　わかりきっていることだし、期待だってしていない。それでも一いち抹まつの淋さみしさを覚えてしまう。

「あ、あの、僕こそお仕事の邪魔してませんか？」

　伊織は気を取り直し、会話を続けた。

『休きゆう憩けい中だから大丈夫。───ところで、メールの件だが……』

「あっ、そうでした！　いつなら都合がいいですか？」

　この電話は、伊織が送ったメールの折り返しだった。声が聞けたことで舞まい上がり、本来の目的を忘れかけていた自分を反省する。

『気持ちは嬉しいが、そんなに気を遣つかわなくていいんだぞ？　この間だって、飯食わせてもらったし』

「でも、現場の皆みなさんにもお礼したいので何かさせて下さい！……あ、もちろん、ご迷惑になるようなら控ひかえます」

　勢い込みすぎた自分に途と中ちゆうで気づき、声のトーンを抑える。張り切りすぎて空回りするのが、伊織の悪い癖くせだ。しかし、周二は快く承しよう諾だくしてくれた。

『迷惑なんてとんでもない。大食漢揃ぞろいだから、差し入れなんかもらったら大喜びだよ。申し訳ない気もするが、甘えさせてもらってもいいか？』

「もちろんです！　いっぱい作って持っていきますね！」

　テンションを上げた伊織を、周二は苦く笑しようしながら釘くぎを刺さす。

『マジで気持ちはありがたいが、無理はしなくていいからな』

「大丈夫です。ちゃんとできる範はん囲いでやりますから。あの、何かおかずのリクエストはありますか？」

『リクエストか……そうだな、卵焼きが入ってると嬉しい。この間、作ってくれたやつすげー美味うまかった』

「わかりました。卵焼きですね」

『あとは唐から揚あげがあるとありがたい。つーか、ガキっぽいリクエストだな』

「そんなことないですよ。僕だって、お弁当には卵焼きと唐揚げ必ひつ須すです。子供のときはハンバーグが入ってると嬉しかったなあ」

『俺も。運動会のときとか中にうずらの卵入ってるやつになってて、特別な感じで嬉しかったんだよな』

「じゃあ、スコッチエッグも入れときましょうか」

　頭の中でレシピを考えながら、材料をリストアップしていく。

『何だか食わせてもらってばかりで申し訳ないな』

「そんなことありませんっ。僕のほうがお世話になってばっかりです！　周二さんのお陰かげで自信が持てたので……」

　伊織の作った料理を食べて、「じいさんの味と同じだ」と云ってくれた。周二の言葉のお陰で、不安が薄うすらいだのだ。

『俺、何かしたか？』

「美味おいしいって云ってくれたじゃないですか」

『事実を云っただけだぞ？』

「それが凄すごく嬉しかったんです」

『そうか』

　電話の向こうから聞こえてくる周二の声は優やさしくて、鼓こ膜まくがくすぐったい。

『そういえば、その後どうだ？　この間のやつらがまた来たりしてないか？』

「あ───えっと、大丈夫です」

　ぶちまけられていた生ゴミや無言電話のことが頭を過よぎったけれど、無む闇やみに伝えても心配させるだけだ。

　周二に相談するにしても、ある程度状じよう況きようが見えてからのほうがいいだろうと判断し、いまのところは胸に秘ひめておくことにした。

『本当に何もないんだな？』

「ええ、まあ、いまのところは……」

『何かあったら、すぐに知らせろよ。お前は一人で抱かかえ込みがちだからな』

「……はい」

　鉄夫と同じことを云われてしまった。そんなに危なっかしく見えるのかと、苦笑するしかなかった。

（でも、僕は恵めぐまれてるよな）

　家族は皆、旅立ってしまったけれど、こうして見守ってくれる人たちがいる。淋しいなんて思ったら贅ぜい沢たくだ。

『それじゃあ、明後日あさつて会えるの楽しみにしてる』

「僕も楽しみです！」

　間かん髪はつを容いれずにそう返すと、周二が電話の向こうで小さく笑ったのがわかった。張り切りすぎている自分に気づき、恥はずかしくなる。

『じゃあまたな、伊織』

「はい、失礼します」

　名残なごり惜おしかったけれど、いつまでも引き止めるわけにはいかない。後ろ髪がみを引かれる思いで会話を終わらせた。

　通話が切れたのを確かく認にんし、大きく息を吐ついた。

「……き、緊きん張ちようした……」

　いまも、心臓がばくばくと鳴っている。

　深呼吸を繰くり返すけれど、なかなか鎮まってくれない。周二には、色々と勘違いしてしまいそうなことを云いわれた気がする。

（あんまり嬉しいことを云わないでもらいたいんだけど）

　周二の声がまだ頭の中で響ひびいている。彼にとってはただの挨あい拶さつ程度の言葉だとわかっているけれど、心が勝手に浮うき立ってしまう。

　期待しているつもりはないのに、あの声で『伊織』と名前を呼ばれると胸が震ふるえるのだ。

（───でも、また周二さんに会えるんだ）

　気持ちを伝えるわけじゃない。

　密ひそかに想おもっているだけなら、許されるはずだ。　>>>♥
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「……着いちゃった……」

　約束の時間にはまだ少し早いけれど、遅ち刻こくするよりはいいだろう。両りよう腕うでで抱えている重箱は、周二と約束した差し入れだ。

　今日は店の定休日だというのに、いつもよりも早起きをしてしまった。張り切りすぎて、些いささか作りすぎたかもしれない。

「余ったら、持って帰ればいいよね」

　鉄夫が食べてくれると云っていたし、自分の夕飯にもすればいい。

　先ほど、到とう着ちやくを知らせるメールを送ったのだが、周二からはまだ返事はない。いまは仕事中なのだろう。

　待ち合わせ場所である関係者入り口の前で所在なげにしていたら、そこから出てきた作業員に不ふ審しんな眼まな差ざしを向けられた。

「何か用スか？」

「あの、えっと……っ」

　周二と約束をしていることを説明しようと思ったのだが、自分たちの関係をどう告げればいいかわからず口くち籠ごもってしまう。狼狽うろたえていたら余計怪あやしまれるというのに、上手うまく言葉が出てこない。

「あれ？　あんた、こないだ穴に落ちそうになってたやつじゃん」

「そ、そうです！」

　伊織に声をかけてきたのは、雨の日に会った作業員の一人だった。根本が黒くなった金きん髪ぱつの青年がいたことはよく覚えている。今日は左右の耳に、ドクロの形のピアスをしていた。

　威い圧あつするような顔つきが綻ほころび、急に人ひと懐なつっこい雰ふん囲い気きに変わる。まるで、毛を逆立てていた猫ねこが懐なついてくれたかのようだ。

「あんときはマジで落っこちなくてよかったよな。今日は落っこちそうな穴は開いてないから安心しろよ」

「その節はご迷めい惑わくをおかけしました」

「いいって、いいって。で、今日はどうした？　アニキに会いに来たのか？」

「アニキ？　あ、はい、周二さんと約束をしてて……」

　現場では周二が『アニキ』と呼ばれていることを思い出した。実際は末っ子の周二だが、確かに彼の面めん倒どう見みのよさは『兄』のようだ。

「約束？」

「ちょっと早く来ちゃったんですけど。あ、この間のお礼をさせてもらいたくて、皆みなさんに差し入れを持ってきたんです」

「差し入れって食いもん？　もしかして、そのデカいのがそう？」

「はい、そうです。お弁当なんですけど───」

「マジで！　あんた、すげーいいやつだな」

「そ、そうですか？」

　弁当だとわかった瞬しゆん間かん、彼は瞳ひとみを輝かがやかせた。食べ物一つで警けい戒かい心しんを解く無む邪じや気きさに少し心配になったけれど、信用してもらえたのは幸いだ。

「とりあえず、こっち来いよ。事務所なら部外者でも入れるからさ。一応、これ被かぶっといてくれる？　面めん倒どうだろうけど、決まりなんだ」

　重箱の包みを持ってもらい、差し出されたヘルメットをぎこちなく被った。

「んじゃ、行くか」

「あ、荷物持たせたままですみません……っ」

「いいって。大して重くねーし、運んでやるよ」

　おかずの詰つまった重箱はそれなりの重さなのだが、現場作業員ともなると筋力からして違ちがうのだろう。どうにか運んできた伊織とは違い、軽々と持ち上げている。

（こんなに細いのに凄いなあ）

　すらりと伸のびた首や作業着のウエストはかなりの細さだ。よくよく見てみると、色白で顔立ちも整っている。睫まつ毛げは瞬まばたきをするたびにばさばさと音がしそうなほど長い。派手な金髪でなければ、美少年然とした容よう貌ぼうだ。

「そうそう、あんた名前何て云うんだ？」

「え、あ、伊織です」

　彼の意外な端たん整せいさに気づいてぼんやりと見み蕩とれていた伊織は、急に呼びかけられて戸と惑まどってしまった。その場を取り繕つくろうように、慌あわてて名乗る。

「いおり？　どういう字？」

「国東伊織です。国の東に、ニンベンの伊に織るって書きます」

　彼には聞き慣れない名前の響きだったのかもしれない。伊織は自らの名前の綴つづりを一文字ずつ説明する。

「ふぅん、何か小難しい名前だな」

「父が時代劇とか日本史が好きだったみたいで……」

　生前、子供ができたら伊織と名付けたいと云っていたそうだ。その影えい響きようもあってか伊織も時代劇が好きなのだが、同世代ではあまり見られていないようで話が通じないことが多い。

「なるほどなー。俺は松まつ岡おか亮りよう太た。亮太でいいよ」

「亮太さんって呼べばいいですか？」

　伊織が確認を取ると、亮太は気き恥はずかしそうな顔になった。

「バカ、さんなんかつけんなよ。首がぞわぞわすんだろ。呼び捨てでいいって。歳としはそう変わんねーだろ？　お前いくつだ？」

「二十三です」

「マジで？　同い年じゃん！」

「じゃあ、亮太くん？」

　いいと云われても、知り合ったばかりの人を呼び捨てにするのは気が引ける。

「うーん、それも何か微び妙みようだけど、まあいいか。ほら、入れよ」

　微妙に納なつ得とくのいかない顔をしていたけれど、諦あきらめたようだ。プレハブでできた事務所に到着した。二階建てになっており、一階が作業員の休きゆう憩けい室になっているようだ。

「いまアニキにメール打っといた。ここで待ってりゃ、そのうち来るだろ」

「あ、ありがとうございます」

　パイプ椅い子すの一つを勧すすめられ、恐きよう縮しゆくしながら腰こしを下ろした。

　休憩中の作業員がちらほらいるけれど、皆、明らかに部外者の伊織に不思議そうな視線を送ってきている。

（やっぱ場ば違ちがいだよね……）

　そわそわと出入り口ばかりを窺うかがってしまうのは心細いからだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなに不安そうな顔しなくても、みんな取って食ったりしねーし、アニキもすぐ来るからさ」

「……っ、す、すみません」

　不安な心の内を見み抜ぬかれ、恥はずかしくなる。そんなにわかりやすい顔をしていただろうか。

「別に謝る必要はねーだろ」

「すみませ───あっ」

　謝らなくていいと云いわれたのに対して、また謝ってしまった。そんな自分に気づいて赤面すると、亮太は耐たえきれなくなった様子で笑い出した。

「お前、面おも白しろいなー。すげえ気に入った！　なあ、メアド交こう換かんしよーぜ」

「僕とですか？」

「何だよ、嫌いやか？」

「いえ、そういうわけじゃ……」

「なら、携けい帯たい貸せよ」

　おずおずと差し出すと、手早くアドレスを登録された。

「暇ひまがあったら飯でも食いに行こうぜ」

「はい、ぜひ！」

　屈くつ託たくのない笑え顔がおを向けられ、伊織もつられて微笑ほほえんだ。初めはその見た目に身構えてしまったけれど、中身は気さくで純じゆん朴ぼくな青年だった。この歳になって、新しく友達ができるとは思わなかった。

「アニキも一いつ緒しよに行ければいいんだけどなあ。最近、忙いそがしいみたいであんまつき合ってくれねーんだよ」

「そうなんですか？」

「本社に行くことが多い。こないだも会長のお供とか云って、出張でしばらく帰ってこなかったし。まあ、本当は現場に出てるほうがおかしいんだろうけどさ」

「でも、周二さんは現場のほうが好きだって云ってましたよ。スーツは堅かた苦くるしいって」

「そうそう、スーツ姿もカッコいいけど、ツナギのほうが断然いいよな！　タッパあるし、筋肉もすげーし。俺もあのくらいデカくなりたいんだけど、ちっとも伸びねえんだよな……」

　二十三歳からではあまり大きな成長は見込めないのではないだろうか。第一、ムキムキの体は亮太には似合わない気がするのだが、本人には告げないでおいた。

「亮太くんは周二さんを凄すごく尊敬してるんですね」

「もちろん！　だってアニキすげーもん！　何でもできるし、何でも知ってるし。親父おやじさんはウチの社長なのに全然偉えらそうにしねーしさ。昔はケンカも強かったんだってさ。前によそのやつらと揉もめたとき───」

　キラキラした瞳で周二の武勇伝を語る亮太に、少し妬やいてしまう。でも、それ以上に周二の話をもっと聞きたいという欲よつ求きゆうのほうが大きかった。

「……って、こんな話つまんねーか」

「そんなことないです。もっと周二さんのこと教えて下さい」

「そうか？　お前のほうがよく知ってんじゃねーの？」

「いえ、しばらく会ってなかったので、最近のことはほとんど知らないんです」

　伊織が知っているのは、本人から聞いた近きん況きようくらいだ。

「そーなんだ。ところで、伊織ってアニキとどういう知り合い？　アニキに聞いても、全然教えてくれなくてさ」

「えーと、ウチの家がお弁当とか惣そう菜ざいとか売ってるお店なんですけど、周二さんは常連客だったんです。それで段々親しくなって、中学生のときは勉強を教えてもらったりして……」

　きっと、周二も伊織とのことは上手うまく説明しにくいのだろう。行きつけの店の主あるじの孫との間には、普ふ通つうなら関係性は生まれにくい。

「弁当って、もしかして『源げん次じ郎ろう』か？」

「そうですけど、何で知ってるんですか？」

　亮太の口から店の名前が出たことに驚おどろいた。

「俺、ちょくちょくアニキに弁当買い出しに行かされんだよ。お前んちの唐から揚あげ美味うまいよな！」

「ありがとうございます」

「安いのにボリュームがあっていいよな！　つーか、それの中に唐揚げ入ってる？」

「はい、いっぱい入れてきました」

　亮太の視線は重箱の包みに向いていた。今日作ってきた唐揚げは食べ飽あきないように、二種類の味つけにしてある。

「マジで!?　な、なあ、それ食っていい？」

　亮太はいまにもよだれを垂らしそうな顔をしている。さっきからどこか落ち着かない様子だったのは、お腹なかを空すかせていたからだとわかった。

（もしかして、さっきご飯食べに行くとこだったのかな）

　そうだとしたら、亮太にお預けを食わせてしまったのは伊織ということになる。

　重箱を開くのは周二を待ってからと思っていたけれど、こんな顔をしている亮太に空腹を我が慢まんさせるのは忍しのびない。

　メニューは同じだが、周二用に一人ぶんだけ別に詰つめてある。悩なやんだ末に、伊織は了りよう承しようした。

「いいですよ。ここで広げて大丈夫ですか？」

　これは亮太たちへの差し入れだ。周二を待っていて食べる時間がなくなってしまっては元も子もない。

「全然おっけー！　俺、お茶持ってくんな！」

「わかりました」

　周二用の弁当を横に避よけ、三段重ねの重箱を広げる。栄養に偏かたよりがないよう、考え抜ぬいたメニューだ。

「うわ、美味そう！」

　プラスチックの湯飲みとお茶が入っている薬や缶かんを手に戻もどってきた亮太は、重箱を前に目を輝かがやかせた。

「食っていい？」

「もちろんです」

「いただきます！」

　箸はしを割る間も惜おしいのか、大きな唐揚げを一つ指で摘つまむと、大きな口を開けてその中に放ほうり込んだ。

「美味い！」

　こんなに喜んでもらえると、料理人冥みよう利りに尽つきる。いちいち大おお袈げ裟さに美味い美味いと云いながら亮太が食べていたら、重箱の周りにどんどん人が集まってきた。

「何だ、何だ？」

「俺らに差し入れだって！」

「え、これ食っていいのか？」

「お口に合うかわかりませんが、よかったら……」

　体格のいい男たちに囲まれるとやはり威い圧あつ感かんがある。腰こしが退ひけつつも、彼らにも弁当を勧すすめたら、次々に手が伸のびてきた。

「どれどれ。お、美味い！」

「当たり前だよ。何てったって、『源次郎』の弁当だからな！」

　何故なぜか亮太が自じ慢まん気げにしていて微笑ましい。

「おい、俺も食うんだからな！」

「早いもん勝ちだろ」

「あ、こら！　それ狙ねらってたのに……っ」

　一番上の段はもうすかすかになっている。タッチの差でスコッチエッグを逃のがした亮太が、悲痛な声を上げた。

「あ、あの、亮太くん、それならこっちにもありますから」

「マジで？　伊織、お前ほんっといいやつだな……」

　紙皿に取り分けて渡わたすと、心底感謝された。彼らの食しよく欲よくには驚いたが、喜んでもらえて本当によかった。

「───お前ら、がっつきすぎだろ。俺のぶんまで食い尽くす気か？」

「周二さん！」

　遅おくれてやってきた周二は、弁当に集たかる部下たちに呆あきれた眼まな差ざしを向けていた。

「アニキ、遅おそかったっスね」

「遅かったっスね、じゃねーよ！　こういうときは俺が来るのを待つもんだろ、普通」

　肉巻きおにぎりを頰ほお張ばっている亮太に、周二はツッコミを入れる。

「我慢できなくて、つい」

「あの、周二さんのぶんはちゃんと別にあるから大だい丈じよう夫ぶです！」

　伊織は慌あわてて一段の包みのほうを周二に差し出した。

「よかったですね、アニキのぶんあって。マジで美味いですよ、これ」

「何でお前が偉そうにしてんだ……」

「そういや、そうですね」

　周二と亮太では、ツッコミとボケの役回りがはっきりしているようだ。二人の様子を興味深く見ていたら、不意に周二の視線がこちらに向いた。

「伊織、ここじゃうるさいから場所移すぞ」

「は、はい」

　場所を変えると云いわれ、慌てて椅い子すから立ち上がる。まだ手つかずの包みを抱かかえて周二を追いかけると、亮太からマイペースな問いが投げかけられた。

「あのー、残りは全部食っちゃっていいんですか？」

　さすがの周二も苦く笑しようしている。

「そこまで食っといて、いまさら訊きくことか？　亮太、食い終わったらそれ洗っとけよ。入れもんに傷つけんじゃねーぞ」

「了りよう解かいっス！」

　伊織は周二に案内され、二階の事務所へと連れて行かれた。一階とは違ちがい、机や簡単な応接セットが置いてある。

「すまないな、騒さわがしくて」

「いえ、賑にぎやかなほうが楽しくていいです」

　亮太のようなタイプは、いままで伊織の友人にはいなかった。あの裏表のない性格は好ましい。

「喉のど渇かわいてないか？　飯食うなら、コーヒーよりお茶がいいよな」

「あの、僕のことはお構いなく……！」

「いまお前に構わなくてどうすんだよ。他ほかに誰だれもいないのに」

「あ」

　尤もつともなツッコミを返され、頰ほおが赤くなった。笑われるかと思ったら、周二は穏おだやかな表情で伊織を見つめていた。見守るような眼差しに気づき、とくん、と胸が高鳴る。

「すぐに来られなくてすまなかったな。ごついやつらに囲まれてむさ苦しかっただろう。嫌いやな目には遭あわなかったか？」

「亮太くんがついててくれたので困ることはありませんでした。亮太くんって、僕と同い年なんですね」

「そういやそうだな。あいつと何の話をしてたんだ？」

「周二さんの話です」

「俺？　へンなこと吹ふき込まれてないだろうな……」

「心配しなくても大丈夫です。周二さんが凄すごい人だってこととか、カッコいいところとか教えてもらいました」

「そ、そうか」

　伊織の報告に、周二は少し照れているようだった。亮太たちも周二を慕したっていても、面と向かって褒ほめ言葉を云うことはあまりないのだろう。

　作業員用のお茶は薬缶に作り置きされていたものだったが、事務所には電気ケトルや急きゆう須すが備えてあった。お茶を淹いれてもらっている間に応接テーブルに重箱を広げ、紙皿に取り分ける。

「お、美味うまそうだな。俺がリクエストしたおかずばっかりだ」

「今日の卵焼きは自信あるんです。いっぱい食べて下さい」

　伊織がそう勧めると、周二はいただきますと手を合わせて箸を取った。この間と同じように卵焼きから口に運ぶ。

「ん、美味い！」

　口元を綻ほころばせているのを見て、ほっとする。

「お前は食べないのか？」

「えっと、いま、お腹なか減ってないんで。味見でけっこう食べましたし……」

　正直なところ、いまは胸がいっぱいで食べられそうにない。好きな人が目の前で自分の作った料理を美味おいしいと云って食べてくれるだけで充じゆう分ぶんだ。

「本当にいいのか？　ほら、一個くらい食べとけ」

「え？　あ、はい」

　口の前に唐から揚あげを差し出された状態で断るわけにもいかず、周二の箸で雛ひな鳥どりよろしく食べさせてもらってしまった。

「一いつ緒しよに食べるともっと美味いだろ？」

　咀そ嚼しやく中で喋しやべれないため、こくこくと頷うなずいておいたけれど、周二に食べさせてもらったという事実に舞まい上がり、味などわからなかった。

　助けてもらった礼に差し入れを持っていくと云い出したのは伊織だが、二人きりで弁当を食べるというシチュエーションになるとは思っていなかった。

　緊きん張ちようしているせいで、なかなか口の中のものを飲み込めない。淹れてもらったお茶で流し込み、やっと人ひと心地ごこちついた。

　ふっと顔を上げると、ばちっと周二の視線とかち合った。

　心の準備もなしに目が合ってしまったことに動どう揺ようし、かあっと顔が熱くなる。鏡で確かく認にんしないでも、自分の頰が赤く染まったのがわかった。

「えっと、僕の顔に何かついてますか？」

「いいや。可愛かわいいなと思ってただけ」

「へ？」

「何でもない。こっちの話。スコッチエッグも美味いな」

　にこりと微笑ほほえみかけられ、伊織もつられるようにして笑う。

　周二の云う『可愛い』は、動物や小さな子供に対しての言葉と同意義だとわかっていてもドギマギしてしまう。

（そもそも、いい歳としをした男が可愛いなどと云われて赤くなっているのはどうなんだ）

　一人で動揺している自分にツッコミを入れる。どうしたら、もっと平常心でいられるのだろうか。

「あ」

　密ひそかにため息を吐つきながら顔を上げた伊織は、小さな声を上げた。

「どうした？」

「あー…あの、ここらへんにご飯はん粒つぶが……」

　唇くちびるの端はしにご飯粒がついていることをおずおずと指し摘てきする。顔に何かつけていたのは、周二のほうだった。伊織は自分の顔を指差して、その場所を教えた。

「マジで？　ガキみたいだな、俺。すまん、伊織。手が塞ふさがってるから、取ってもらっていいか？」

「え!?」

　確かに右手には箸はし、左手にはおにぎりと空いている手はないし、この場には周二と伊織の二人しかいない。それは重々わかっているけれど、自分がそんな大それたことを頼たのまれるだなんて思いもしなかった。

「嫌か？」

「そんなことないです！」

　行こう為い自体は取るに足らないことだ。けれど、その相手が好きな人というだけで、重大な任務になってしまう。

「なら、頼む」

「う……。じゃあ、し、失礼します」

　あまり頑かたくなに拒こばむのも失礼だ。やむなく、引き受けることにした。

　恋こい人びと同士のようなシチュエーションにドキドキするが、周二にとっては特別な意味は含ふくまれていない。できる限り意識しないよう、無心になって手を伸のばした。

「取れました」

　唇に触ふれないよう、震ふるえる指でご飯粒を摘つまんだ。無事に任務が完かん了りようしたことにほっとする。

「さんきゅ」

「……ッ」

　周二は伊織の指にぱくりと食いつき、ご飯粒を食べてしまった。その瞬しゆん間かん、伊織は声にならない悲鳴を心の中で上げた。

（！　！　！）　>>>♥

　指先に触れた舌の感かん触しよくで体がぞくぞくと震え、頭の中が真っ白になっている。周二にとっては何気ない行動だったのだろうが、伊織を動揺させるには充分だった。

　周二と共にいるだけで、心臓が酷こく使しされる。ばくばくと早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうは、当面治まりそうになかった。

「あ、悪い、もったいなかったからつい」

　固まっている伊織に気づいた周二が、眉まゆを下げて謝ってきた。

「い、いえっ、ちょっと驚おどろいただけで……っ、あの、これも食べてみて下さい！　今度、お店のお弁当に入れようと思ってるんで意見とか聞かせてもらえると助かりますっ」

　動揺をごまかすために話題を変える。わざとらしすぎたかもしれないけれど、周二は伊織の勧すすめたフライに箸を伸ばしてくれた。

「これはカツか？」

「チーズ入りのチキンカツです。チーズが冷えても固まらないように、ソース状にして挟はさんでみたんですけど……」

「うん、これも美味い。酒のツマミにしたいな」

「足りない味とかありますか？」

「そうだな、ご飯のおかずにするならもっとがっつり胡こ椒しようが効いててもいいかもな」

「なるほど、胡椒ですね。参考になります」

　指先に残る感触を思い出しそうになるのを、新作のレシピを考えることで抑おさえ込む。無む理り矢や理り頭の中を食材でいっぱいにしていたら、周二が控ひかえめに問いかけてきた。

「……あのさ、伊織。今夜って空いてるか？」

「今日ですか？　空いてますけど」

　平日の夜にはほとんど予定は入っていない。たまに商店街の会合があるけれど、それは明日だったはずだ。

「よかったら弁当の礼に───ちょっと待て」

「？」

　周二は会話を止め、唇の前に人差し指を立てた。静かにするようにとのジェスチャーのあと、音を立てないように事務所の入り口に歩み寄り、勢いよくドアを開けた。

「うわあ……っ」

　周二がドアを開けると、亮太を含めた数人が雪崩なだれ込んできた。

「お前ら、何やってんだ？」

　重なり合った亮太たちに、周二は冷ややかな声で問いかける。

「食い終わったんで、これ……」

　重箱を片づけて持ってきてくれたらしい。

「下に置いときゃよかっただろ」

「いやー、その、弁当まだ残ってないかなー……なんて……」

「さっき、充分食ってただろうが」

「やー、美味うますぎて余計腹減っちゃって」

　亮太はあははと悪びれもなく笑う。

「ったく、仕方ねぇな。これで何か食ってこい」

　周二は自分の財さい布ふから札を抜ぬいて、亮太に渡わたす。

「わ、ありがとうございます！」

「客用のコーヒー豆が切れてたから、ついでに買ってこい」

「わかりました！　いつもと同じやつ買えばいいんですよね？　じゃあ、いってきます！」

　亮太たちはまるで小学生のお使いのように飛んでいった。

「すまないな、落ち着きがなくて。まったく、お前と同い年だとは思えんな」

「あの、あれじゃ足りなかったでしょうか？」

　自分ではたくさん作ってきたつもりだったが、肉体労働者の食しよく欲よくを舐なめていた。残ったときのことばかり考えていたけれど、そんな心配は無用だった。

「いいんだ、伊織は気にするな。これ以上、餌えづけすると調子に乗る」

　厳しいことを云いいながらも、食事代を出していた。周二が彼らを可愛がっていることは見ていればわかる。

「あいつらが帰ってくる前に食っちまわないとな。俺のぶんまで横取りされかねない」

「次はもっとたくさん持ってきますね」

「いや、次は買わせてくれ。お前にとっては飯の種なんだから、ちゃんと対価を取らなきゃダメだろう。プロが技術を安売りするもんじゃない」

「わかりました」

　周二の云うことは尤もつともだ。きちんとお代をいただくことも、プロの責任だということを思い出した。

「……とか、偉えらそうなこと云っといて何だが、伊織の作る卵焼きはまた食いたい」

「いつでも食べに来て下さい！　周二さんは特別ですから」

「特別？」

「あっ、いや、そんな変な意味じゃなくて、お世話になってるし、じいちゃんも来てもらいたいと思うし……っ」

「そうだな、俺も伊織は特別だよ」

「……ッ」

　まるで心臓を鷲わし摑づかみにされたみたいに、胸が締しめつけられる。しどろもどろになっている伊織に合わせてくれただけだろうが、威い力りよくは甚じん大だいだった。

　本当に周二は無自覚のタラシだから困る。人をドキドキさせるような発言をさらりと口にしながら、ダメージを与あたえていることには気づかない。悩なやましいため息を吞のみ込むために、伊織はお茶の残りを飲み干した。

（……そういえば、さっき何云おうとしてたんだろ？）

　亮太たちの登場で話が有う耶や無む耶やになり、周二が云いかけた言葉の続きは聞けなかった。
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「こちらのお部屋になります」

「どうもありがとうございました」

　店員に案内された座ざ敷しきの中を恐おそる恐る覗のぞくと、イカつい男たちがずらりと並んでいた。その迫はく力りよくの光景に、思わず腰こしが退ひける。

　この場に呼んでくれた人の姿を探してきょろきょろとしていたら、奥のほうから声がした。

「おー、来た来た。伊織、こっち来いよ」

「あ、亮太くん」

　今日は亮太に誘さそわれ、飲み会へと出向くことになった。酒席の口実は、一週間早い周二の誕生祝いだそうだ。誕生日付近にやるとサプライズがバレてしまうからという理由らしい。

　亮太の誘いに、伊織は周二の誕生祝いなら参加したいと二つ返事で乗った。もちろん、酒は一いつ滴てきも飲むつもりはない。

「いきなり呼びつけて悪かったな」

「いえ、誘ってもらえて嬉うれしかったです」

　空いていた亮太の隣となりの座ざ布ぶ団とんに正座する。緊きん張ちようして居住まいを正していたら、亮太が小さく笑った。

「足崩くずせば？　正座なんかしてたら足痺しびれるだろ。アニキが来るまでまだ時間あるし」

「あ、そうですね」

「ていうか、いつまで俺に敬語なんだよ。同い年なのによそよそしくね？　タメ口でいいよ」

「そ、そっか。じゃあ、そうする」

　亮太は伊織の友人にはあまりいなかったタイプだ。そのせいで距きよ離り感かんが摑つかみにくい。年上に囲まれて育った伊織にとっては丁てい寧ねい語で話すことが癖くせになっているのだが、亮太には違い和わ感かんがあるのだろう。

「えーと、食べ物は注文してあるの？」

「コースで飲み放題にしてある。飲むやつらばっかだからな。伊織は何飲む？」

　そう云いながら、ドリンクのメニューを渡してくれる。亮太よりも年下の子が最初の注文を取りまとめているらしい。メモを手に甲か斐い甲が斐いしくオーダーを訊きいて回っていた。

「うーん、グレープフルーツジュースで」

　いつもなら烏ウー龍ロン茶ちやにするのだが、今日は糖分が欲しい気分だった。

「おっけ。おい、伸しん也や。俺らはビールとグレープフルーツジュースな」

「ビールとグレープフルーツジュースですね。とりあえず、これで注文してきます」

「よろしくな」

　伸也と呼ばれたその子は、メモを手に座敷を出ていった。

「腹減ったなー。アニキ早く来ねぇかな」

「周二さんは何時くらいに来ることになってるの？」

「今日は午後から本社に行っててさ。呼び出し役のやつが『相談がある』っつって、ここに連れてくる予定になってんだけど、連れん絡らく来ねーんだよな」

「サプライズがバレたってことはないよね？」

「バレたらバレたで、正直に話して来てもらうことになってるから大だい丈じよう夫ぶ。ま、それは最後の手段だけどな」

　思った以上に念入りに計画していたらしい。誘ってくれたのが昨日だったのは、伊織から情報が漏もれることを防ぐためだったのかもしれない。

「なあ、何か疲つかれた顔してる気がするけど大丈夫か？　急に呼んだせいで無理させたか？　アニキから聞いたけど、じいさんが亡なくなって、店一人でやってんだろ？　大変だよな」

「無理なんてしてないから大丈夫。今日はちょっと面めん倒どうなお客さんが来て……」

　店自体は一人でも何とかやっている。伊織が疲れているのには、違ちがう理由があった。

　商品がなくなり、店じまいしようとしたところでスーツ姿の男性たちが手て土産みやげを持って訪ねてきた。彼らは大手建設会社の社員だった。

　強ごう引いんに上がり込んで勧すすめてきたのは、土地の売買契けい約やくの話だった。いまなら高値がつく、店はテナントとして入ればいい───勝手な云いぶんばかりを捲まくし立て、挙げ句には細かい文字で書かれた契約書へのサインを要求してきた。

　もちろん、伊織に土地を売る意志は微み塵じんもなかったため、手土産を返し、どうにか帰ってもらった。まだ年若い伊織を見下しているのが見え見えで、終始慇いん懃ぎん無礼な態度だった。

　最近の嫌いやがらせの首しゆ謀ぼう者しやは、多分、彼らなのだろう。証しよう拠こがないため苦情を訴うつたえることはできないが、帰り際ぎわの言葉に確信した。

　───困ったことにならないといいですね。

　脅おどし文句と取るには曖あい昧まいな言葉だったけれど、そのときの表情が何とも云えず嫌な感じだったのだ。念のため、鉄夫や商店街の会長に相談しておいたけれど、証拠がない以上、彼らを営業妨ぼう害がいで訴えることは難しいだろうと云われた。

　実際、伊織には打つ手がない。できることと云えば、どんな嫌がらせにも屈くつせず、彼らの話を突つっぱね続けることだけだ。

「量が少ないとか、もっと安くしろとかってゴネられたんだろ？　伊織は見た目が可愛かわいいから、オッサン共に舐められそうだよな」

「え、亮太くんのほうが可愛いよ！」

「……っ、いまは俺の話はしてねーだろ！」

「あ、ごめん」

　亮太に可愛いと云った瞬しゆん間かん、ぶわっと顔が赤くなった。もしかしたら亮太は、自分の容姿にコンプレックスがあるために派手な出いで立ちをしているのかもしれない。

　失言をどうフォローしようかと思っていたら、テーブルに置いてあった亮太の携けい帯たい電でん話わが震ふるえた。

「お、そろそろ来るみたいだぞ」

　周二到とう着ちやくの連絡が入ったようだ。亮太はポケットに手を入れつつ、おもむろに立ち上がった。ざわついていた座敷が急に静かになり、伊織までドキドキしてくる。

　息を詰つめて待っていると、無造作にがらりと襖ふすまが開けられた。

「何だ？　お前ら、勢せい揃ぞろいして───」

「アニキ、誕生日おめでとうございます！」　>>>♥

　座敷のあちこちから派手なクラッカーの音がする。隠かくし持っていたのは、これだったらしい。

　サプライズに面めん食くらって固まっていた周二はすぐに復活し、すぐ近くでクラッカーを鳴らした亮太に呆あきれた眼まな差ざしを向けた。

「……何かこそこそ企たくらんでると思ったら、こんなこと仕込んでたのか」

「誕生日当日じゃバレると思って、一週間前にしてみました。今年はサプライズ成功っすね」

　周二の誕生祝いを計画した亮太は万ばん歳ざいして喜んでいる。

「やられた。今年は完全に忘れてた」

　今日の周二は本社での仕事だったせいか、ビジネススーツ姿だった。

　ネクタイは少し緩ゆるめられているけれど、びしっとセットされた髪かみ型がたも決まっている。普ふ段だんとは違う出で立ちに、伊織は思わず見み蕩とれてしまった。

「つーか、お前らは飲めりゃ何でもいいんだろ？」

「まあ、そう云いわずに大人しく祝われて下さいよ。アニキにもう一つ、サプライズを用意したんですから」

「まだ何かあんのか？」

　身構えた周二の前に引っ張り出される。座敷中の視線が自分に集まり、緊張が否いや応おうなしに高まっていく。

「お、おめでとうございますっ」

「伊織!?」

　亮太に押し出され、おずおずと祝いの言葉を告げる。周二は呆あつ気けに取られた顔をしていた。なかなか信じられないのか、伊織の顔を凝ぎよう視ししていた。

「アニキのそんな驚おどろいてる顔、初めて見ましたよ」

「どうして伊織がこんなとこにいるんだ？」

「亮太くんに呼んでもらったんです。周二さんの誕生日のお祝いするからって。あ、お酒は飲まないように気をつけます」

　酒の席に出ていることを心配されているのかと思い、云い訳をつけ加えた。しかし、気になっていたのはそれではなかったらしい。

「いつの間に連絡先交こう換かんしてんだよ！」

「こないだ、差し入れ持ってきてもらったときですけど、何かまずかったですか？」

「別にまずいわけじゃないが……」

　問い返された周二は、歯切れ悪く否定しながらも、どこか気まずい顔をしていた。

「そうだ、伊織。アニキにプレゼント用意したとか云ってなかったっけ？」

「は、はい！　えっと、ちょっと待って下さい」

　急に話を振ふられた伊織は、慌あわててカバンを取りにいき、その中にあった小さな包みを取り出した。

「誕生日が近いことを知らなかったので、大したものじゃないんですけど……」

「もらっていいのか？」

「つまらないものですけど、よかったら使って下さい……っ」

　急ごしらえで用意したのはハンカチだ。鉄夫のところでいい酒を包んでもらうことも考えたけれど、荷物になってしまうと迷めい惑わくになる。ありきたりだが、無難なものにしておいた。日常的に使うものなら、一枚くらい余分にあってもいいだろうと思ったのだ。

「ありがとう、伊織。大事にする」

　何の捻ひねりもない贈おくりものになってしまったが、周二が嬉うれしそうな顔をしてくれてほっとした。

「ちょ、俺らにも何か一言ないんですか？」

　周二は拗すねた顔をする亮太の頭をぽんぽんと叩たたきながら感謝の言葉を口にする。

「お前らにも感謝してるよ。誕生日なんて自分でも忘れてたのに、わざわざありがとな」

「……ッ」

　何か云えと云ったのは亮太なのに、ありがとうと云われて照れている。微笑ほほえましい気持ちと同時に、頭を撫なでられている亮太が羨うらやましかった。

「伊織、どうした？」

「な、何でもないです」

　無意識に物もの欲ほしげな顔になっていたかもしれない。気まずさをどうごまかそうかと逡しゆん巡じゆんしていたら、店員が声をかけてきた。

「お料理運んでもよろしいですか？」

「お願いしまーす。あ、アニキの席はそこですから。ちゃんと誕生日席に座ってて下さいね」

　亮太の指し示したほうを見ると、上座の一席が空いていた。その周りにいる面々がお酌しやくをしようと待ち構えているのを見て、周二はため息混じりに頷うなずいた。

「わかったよ。───そうだ、亮太。伊織に酒は飲ますなよ。一いつ滴てきもダメだからな」

「了りよう解かいでーす。任せといて下さい」

「ったく、アニキは過保護だよなあ。そういや、飲むとどうなるんだ？」

「ちょっと体調が悪くなるというか、酒さけ癖ぐせが悪いというか……」

　まさか、エッチな気分になってしまうなんて云えるわけがない。曖昧に言葉を濁にごすと、さらに追究されて困ってしまった。

「酒癖悪いってどんなの？　絡からむとか、説教始めるとか？」

「ま、まあ、そんなとこかな」

「ちょっと見てみたいかも」

「迷惑かけるからダメだよ！」

　絶対にそんなことできるわけない。伊織は首をぶんぶんと横に振った。

「冗じよう談だんだよ。お、美味うまそうだな」

　料理と飲み物が次々に運び込まれてきたことで、亮太の興味が食事に移ったようでほっとした。揚あげ物ばかりに目が行っているあたりがわかりやすい。

　それぞれの元にグラスが揃そろったところで、年とし嵩かさの一人が立ち上がった。彼が乾かん杯ぱいの音おん頭ど役のようだ。

「じゃあ、改めまして我らが久河周二、三十回目の誕生日を祝って───」

「「「かんぱーい！」」」

　乾杯の音頭と共に、グラスを合わせる音が鳴り響ひびく。室内は一気に賑にぎやかになった。

「わざわざ三十って云わなくたっていいだろう」

「じゃあ、二十代終了を祝って？　意外と歳としのこと気にしてるんですね」

「うるせーな」

　周囲からの揶や揄ゆに、周二は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔でグラスを空ける。

「何、烏ウー龍ロン茶ちやなんか飲んでるんですか？　めでたい席だってのに」

「お前らが飲みだって云わねーから、車で来たんだよ」

「えー、代行呼べばいいじゃないっすか」

「他人に運転させたくない」

「アニキってけっこう独どく占せん欲よく強いタイプですよね。彼女できたら束そく縛ばくすごそう。あ、だから彼女できないんですかね？」

「おい亮太、今日はずいぶん偉えらそうな口利きいてんな」

「あっ、すいません、いまのは口が滑すべりました！」

「お前ら、亮太が俺の代わりに飲んでくれるそうだ。じゃんじゃん注ついでやれ」

「ちょ、ちょっとそりゃないっすよ！」

　悲痛な声を上げた亮太に、どっと場が沸わく。上座に引っ張っていかれた亮太は、空のグラスを持たされ、じゃんじゃん酒を注がれている。

「勘かん弁べんして下さいよー」

　伊織はいかにも体育会系といった光景に圧あつ倒とうされながらも、周二の楽しそうな様子をみることができて嬉しかった。










「あーもー、今日はみんな容よう赦しやねーなー」

　トイレから帰ってきた亮太が、どさりと伊織の隣となりに腰こしを下ろした。周二に注がれる酒を片っ端ぱしから飲まされていたが、やっと解放してもらえたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶ？　お水もらわなくて平気？」

「へーきへーき。俺、ザルだから。ああ見えて、一応は加減してくれてるしさ。ただ、トイレが近くなるのだけが困りもんなんだよな」

　ほんのり目元は赤くなっているけれど、口調も挙動もしっかりしている。

「いいなあ、お酒強くて。僕も普ふ通つうに飲めたらいいんだけど……」

　酒の味は好きだし、酔よい始めのふわふわした感覚も嫌きらいじゃない。祖父が生きていた頃ころはよく一口だけ相しよう伴ばんさせてもらっていた。鉄夫が持ってくる酒はどれも美味おいしかったけれど、それ以上にあの団だん欒らんの空気が恋こいしかった。

「んなの無理しなくたっていいんだよ。一いつ緒しよに雰ふん囲い気きが楽しめりゃいいんだから別に気にすんなって」

「うん」

「ちょっと酔ってるとこ見てみたいけどな」

「それはお見せできません」

「だよなー」

　伊織の返答に、亮太は声を立てて笑った。少しずつだが、彼との距きよ離り感かんがわかってきた気がする。

「あれ？　そういや、アニキどこ行った？」

　きょろきょろと座ざ敷しきの中を見回す亮太に、ベテランと思おぼしき一人が答える。周二よりも十歳ほど年上だろうか。

「電話かけに行くとか云いってたから、すぐ戻もどってくんじゃねーか？」

「何だよ、こんなときまで仕事かよ」

「仕方ないだろう、責任のある立場なんだから。亮太もいい加減、周二にべったりは卒業したらどうだ？　あいつが結けつ婚こんなんかしたらお前のほうがマリッジブルーになりそうで怖こわいわ」

「そ、そんなにべったりじゃねーよ！　ていうか、アニキはまだ結婚なんかしねーだろ」

　ベテランの忠告に亮太は顔を赤くしていたけれど、伊織は密ひそかにショックを受けていた。

「あいつもそろそろ身を固める年とし頃ごろだろ？　家とか会社のこと考えたら、いつまでも独り身ってのはな」

　彼の云うとおり、周二の立場を考えれば『結婚』の話が出てきてもおかしくない年ねん齢れいだ。決まった相手はいなそうだけれど、見合いという手段もある。

　告白すらしていない片かた想おもいの伊織には、関係のない話だ。しかし、いきなり突つきつけられた現実に愕がく然ぜんとしてしまった。そんな伊織に、亮太の後こう輩はいがさらなるダメージを与あたえる。

「俺、婚こん約やく者がいるって聞いたことあります」

「「え!?」」

　伊織は亮太と共に驚おどろきの声を上げてしまった。

「婚約者ねえ。なるほどなー。女ができないと思ったら、そういうことか」

「いやいやいや、でもまだ噂うわさだろ!?」

「何、必死になってんだ。お前、あいつに気があるのか？」

「違ちがいますよ！　いきなりヘンなこと云わないで下さい!!」

「…………」

　真っ赤になって否定している亮太の隣で、伊織は思い切り動どう揺ようしていた。

（婚約者がいるって本当なのかな……）

　家いえ柄がらを考えたら、あり得ることだ。会社は長男が継つぐにしても、周二には兄を支える使命がある。結婚し、子供をもうけて家庭を築いていくことは義務に近いだろう。

　もちろん、そこに自分が割り込めるとは思っていないし、妄もう想そうすらしていなかった。それでもこんなにショックを受けているのは、心のどこかに期待していた部分があったからかもしれない。自分の立場を弁わきまえているつもりだったけれど、優やさしくされて舞まい上がっていたのだろう。

　周二が伊織に優しくしてくれるのは、弟のように思ってくれているからだ。昔、こんな弟が欲しかったと云われたこともある。

　彼への想いじゃ叶かなうはずのない片想いだ。偶ぐう然ぜん再会できて、途と切ぎれていた縁えんが繫つながった。それだけで充じゆう分ぶんすぎるほど幸せだ。望みすぎれば、手の中にある幸せだって零こぼれていってしまう。

「……ッ」

　遣やり場のないもやもやした気持ちをごまかそうと、目の前のグレープフルーツジュースを一気に飲み干す。氷が溶とけて少し薄うすくなっていたけれど、炭酸の爽さわやかさで少しすっきりした。

「……あれ？」

「どうした？」

「このグレープフルーツジュース、炭酸が入ってる」

　さっきまで飲んでいたグレープフルーツジュースに炭酸は入っていなかったはずだ。

「それって、ジュースじゃなくてサワーじゃね？」

「えっ!?」

　亮太の言葉に血の気が引いていく。あんなに飲まないように気をつけていたアルコールを摂せつ取しゆしてしまった。

「店員に間ま違ちがえられたのかもな。体大丈夫か？　気持ち悪くなってないか？」

「う…うん、いまのところは……」

　アルコールが回ってくるまでには、少し時間がかかる。いまのうちに帰っておいたほうがいいかもしれない。タクシーを捕つかまえれば、自宅まではすぐだ。

「ほら、烏龍茶飲んどけ。飲み屋のサワーなんて大した度数ないだろうけど、万が一ってこともあるしな」

「ありがと……」

　グラスを受け取り、冷えた烏龍茶を半分ほど飲み干したけれど、意識しているせいか体が熱くなってきた。

（……どうしよう）

　体温の上じよう昇しようだけでなく、心なしか呼吸も荒あらくなってきた。脈みやく拍はくも少しずつ速くなってきている気がする。

「伊織、本当に大丈夫か？　顔が赤くなってきてるぞ」

「うん、だいじょうぶ……」

　心配してくれている亮太を安心させようと、どうにか笑えみを浮うかべる。すると、何故なぜか亮太が赤面した。

「どうしたの？」

「……今日のお前、妙みように色っぽくないか？」

「そ、そんなことないよ」

「そうかな。何かこうエロい雰囲気が……」

「気のせいだって。えっと、僕、そろそろ帰るね」

「え、もう帰るのか？　明日あした休みなんだろ？」

　腰を上げようとすると、亮太が名残なごり惜おしげに引き止めてくる。体が何ともないならもっと話をしていたいが、このままではまずいことになる。

「うん。でも、色々やることもあるから。ちょっと周二さんに声かけてくるね」

「おい、足あし下もと気をつけろよ！」

　勢いよく立ち上がったのが失敗だった。まるで、雲の上に立っているかのような浮ふ遊ゆう感かんを感じ、体が斜ななめに傾かしぐ。

「あれ…？」

「危な……っ」

　亮太が悲痛な声を上げた瞬しゆん間かん、背後の襖ふすまががらりと開いた。廊ろう下かに倒たおれ込むことを覚かく悟ごしてぎゅっと目を瞑つむる。けれど、伊織がぶつかったのは硬かたい板の間ではなく、がっちりとした弾だん力りよくのある壁かべだった。

「え……？」

「何やってんだ、伊織」

「しゅ、周二さん！」

「何でこんなところで転びそうになってんだ。座ざ布ぶ団とんに足を引っかけたか？」

「いえ、その───」

　後ろめたさに目を泳がせる伊織にピンと来たのか、周二はすぐに険しい顔になった。

「お前、飲んだな」

「すみません……っ」

　すぐに帰れば周二にもバレずにすむかと思っていたけれど、それは浅はかな考えだった。

「おい亮太。伊織には飲ませんなっつったろ」

「俺じゃないっすよ！　伊織がジュースとサワーを間違えて……」

「あの！　僕が悪いんです。僕が勝手に間違えて飲んじゃったんです」

　完全に伊織自身の責任だ。亮太が怒おこられるのは忍しのびない。

「ったく、だから気をつけろと云ったんだ。目を離はなした俺にも責任がある。亮太、俺は伊織を送ってくるから、あとは好きに飲んでろ」

　そう云って、周二は財さい布ふから数枚札を抜ぬいた。

「今日は受け取れないっすよ！」

「いいから取っとけ。お前らの気持ちは充じゆう分ぶん嬉うれしかったから。俺に金使う余よ裕ゆうがあったら家族とか恋こい人びとに何か買ってやれ」

「あ、あざーっす」

　周二はあとを亮太に任せると、伊織の腰こしを抱かかえて歩き出す。

「帰るぞ、伊織」

「しゅ、周二さん、僕、一人で歩けますから」

　腕うでが回されたところがジンジンと疼うずく。いまはできるだけ周二には触ふれていたくない。ただでさえ過か敏びんになった神経が刺し激げきされてしまう。

　支えを拒こばもうとした伊織の耳元で、周二がそっと囁ささやいた。

「いま自分がどんな顔してるかわかってるか？」

「え？」

「いいから行くぞ」

「ひゃっ」

　虚きよを衝つかれた隙すきに、周二の肩かたに抱え上げられた。腹部に当たる肩やがっちりとした腕の感かん触しよくに、否いや応おうなくドキドキしてしまう。

「ちょ、下ろして下さい……っ」

「ダメだ」

　じたばたと暴れたけれど、伊織はまるで荷物のように座ざ敷しきを連れ出されたのだった。










　周二は問答無用で伊織を助手席に押し込み、車を走らせた。ハンドルを握にぎる横顔は険しく、さっきまでの機き嫌げんのよさが噓うそのようだ。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが重い。車がどこを目指して走っているのかもわからなかったけれど、訊きける雰ふん囲い気きではなかった。

　やがて、周二の車は人ひと気けのない場所で停とまった。あたりは暗く、人通りもない。その代わりに月と星がよく見えたけれど、いまは夜空を楽しむ余裕はなかった。

「───体はどうだ？」

「えっと、ちょっと熱いです」

　ちょっとと云いったのは瘦やせ我が慢まんだ。本当は体の中心がジンジンと疼いている。周二に連れ出してもらえて助かった。みんながいるところで醜しゆう態たいは晒さらせない。

「もう二度と外で飲むなよ」

「……すみませんでした……」

　怒っているというよりは呆あきれているのだろう。

　婚こん約やく者の話を聞いて動どう揺ようしていたとは云え、アルコールを口にしてしまったのは完全に伊織の不ふ手て際ぎわだ。

「あの、ありがとうございました。あとは自分でどうにかします」

　これ以上、周二の手を煩わずらわせるわけにはいかない。一、二度処理すれば、この熱さも落ち着くはずだ。

「自分で？　俺が隣となりにいるのに？」

「……っ、帰ってからします！」

　一刻も早く楽になりたいとは思っているが、この場で始めるほど恥はじ知しらずではない。真っ赤になって訂てい正せいすると、何故か周二は自分のシートベルトを外した。

「どうして俺に頼たよらない？」

「だって、そんな迷めい惑わくをかけるわけには……」

「お前のことで迷惑に思うようなことは何もない。頼ってもらえないほうがよほど辛つらい」

「で、でも」

「帰るまで我慢するのは辛いだろう？」

「でも───うわっ!?」

　シートベルトを外され、ガコン、とシートを倒された。

「俺がしてやる」

「え!?」

　周二は伊織のウエストを緩ゆるめると、力任せに引き下ろした。張り詰つめた屹きつ立りつだけでなく、腿もものあたりまでが露あらわになる。

「しゅ、周二さん!?」

「もう濡ぬれてる。早く出しちまったほうが楽だろ？」

「ひゃ……っ」

　潤うるむ先せん端たんを指でそっと撫なでられ、びくんっと体が跳はねた。咄とつ嗟さに嚙かみ殺すこともできず、上うわ擦ずった声が漏もれた。

「あ、あの、本当に自分でしますから……っ」

　引っ張っても上がってこないズボンの代わりに、シャツの裾すそで恥はずかしい場所を隠かくそうとする。すると、周二は伊織の顔を覗のぞき込み、ストレートに訊いてきた。

「俺に触さわられるのは嫌いやか？」

「そんなこと……っ」

　伊織はふるふると首を横に振ふる。

　そういう訊き方はずるい。否定するしかないではないか。

「じゃあ、このまましたっていいだろ？」

「あ……っ」

　長くて節の太い指が絡からみつく。緩く擦こすられ、息を吞のんだ。周二にしてもらうなんて申し訳ないし、何より恥ずかしい。そんな気持ちと裏腹に、刺激を待ち侘わびていた伊織の体はどうしようもなく感じてしまう。

「マジでキツそうだな。こんなにガチガチじゃ痛いだろ？」

「んん、や、だめ……っ」

「気持ちいいんだろ？」

「きもちいから、だめ、ぁあ……っ」

　周二の巧たくみな指ゆび遣づかいに理性が薄うすれていく。

　これはただの処理だ。生理的な反応を治めるためには仕方のないことだ。後ろめたさを感じる自分にそう云い訳をしながら、快楽に身を任せる。

「持ってて」

「え？」

　捲まくり上げられたシャツの裾を持っているよう命じられる。今日の周二はやけに強ごう引いんだった。

　有う無むを云わせぬその口調に思わず従ってしまったけれど、自ら張り詰めた昂たかぶりを晒すことになり、羞しゆう恥ちに全身が発火したみたいに熱くなった。

「やだ、こんなの恥ずかし……っあ、ああ……っ」

　溢あふれ出てきた体液が伝い落ち、指に絡む。ぬるぬるとした感触は、伊織をさらに追い詰めた。

　どんどん呼吸が荒あらくなり、感覚が切せつ羽ぱ詰つまってきている。

「周二さん……も、いいです、車、汚よごしちゃうから……っ」

「いまはそんなこと気にしなくていい」

「でも……っ」

「じゃあ、汚さないようにすればいいか？」

「え？───」

　周二は屹立に顔を寄せる。制止する間もなく、舐なめ上げられた。

「……っ!?」

　あまりの衝しよう撃げきに、声にならなかった。すぐに我に返った伊織は、泣きそうになりながら周二の行こう為いをやめさせようとした。

「やだ、だめ、だめです、汚きたないから……っ」

「伊織のなら汚くない」

「何云って───あっ、やっあ、舐め、ないで……ッ」

　あられもない自分の格好に赤面していた伊織だったけれど、周二の行動にさらなる羞恥を煽あおられた。自身を根本から舐め上げる周二から目が離はなせない。　>>>♥

　自分のものに周二の舌が絡みついている。その光景に気が遠くなりそうになった。

　手でされるのとは訳が違ちがう。ただでさえ神経が過か敏びんになっているのに、こんなに刺し激げきが強いことをされては抗あらがう術すべはなかった。

　いっそ、意識がなくなってしまえば何もわからなくなるのに、強すぎる快感はそれを許してはくれなかった。

「あ、ン、あ、ああ……っ」

　音を立てて自身を舐めしゃぶられる。その卑ひ猥わいな音から逃のがれたくても、伊織の両手は暗示にかかったようにシャツの裾を握りしめたまま動かせなかった。

　周二は口こう淫いんを続けながら、伊織の太ふと腿ももを撫でる。足のつけ根に指先が滑すべり、屹立の根本の膨ふくらみを弄もてあそんでいたかと思うと、今度は奥のほうまで忍しのび込み、際きわどい場所にまで触ふれた。

「や、あ……っ、そこ、や……っ」

　困こん惑わくしているうちに、指が入ってきた。俄にわかには信じられなかったが、体内に押し込まれた異物の感かん触しよくはリアルだ。

「んん……っ」

　周二は咥くわえた昂ぶりを溶とかそうとするかのように熱心に舐めながら、伊織の中に押し込んだ指を抜ぬき差しさせる。

　長い指が時折粘ねん膜まくを強く押す。そのたびに、びくんっと体が跳ねた。

「ぅあっ、あっ、あ!?」

　唇くちびるで締しめつけられ、熱く濡れた舌が絡む。裏筋を指で擦られたり、膨らみを弄ばれたりするのも気持ちよかった。

　痛いくらいに張り詰めているはずなのに、周二の口こう腔こうで蕩とろけていくような錯さつ覚かくがある。

「もう、いく、出ちゃ…う、から……っ」

　周二の頭を引き剝はがそうとするけれど、より深く吞み込まれる。キツく吸い上げられると同時に、体内で蠢うごめく指が内ない壁へきをぐりっと押し込んだ。

「あ、ぁあ……ッ」

　背中を弓なりに撓しならせ、欲よく望ぼうを爆はぜさせてしまった。熱い粘膜に包まれたまま、伊織の昂ぶりは絶頂の余よ韻いんに震ふるえた。

　頭の中が真っ白になる。息を詰めていた伊織はやがて、解放感に大きく息を吐ついた。熱が引いていくと共に、とんでもないことをしてしまったと血の気まで引いていく。

（どうしよう……周二さんの口でいっちゃった……）

　謝らなければと体を起こそうとしたら、周二が口の中のものを嚥えん下げしている瞬しゆん間かんを見てしまった。喉のど仏ぼとけが上下する様を呆ぼう然ぜんと見守ってしまったけれど、すぐに我に返った。

「何してるんですか!?」

「車、汚したくなかったんだろ？」

「だからって───」

　そんなことをしてくれと云いったわけではない。してもらったのは伊織のほうだ。文句を云える立場ではないとわかっているけれど、平静は保てなかった。

　体は楽になったけれど、いますぐ消え去ってしまいたい気分だった。自分から求めたわけではないけれど、好きな人の口でイカされたという事実は簡単には流せない。

　周二の服装は少しも乱れていないのに、一人だけ乱されて醜しゆう態たいを見せてしまった。情けなさに、涙なみだが込み上げてくる。

「…………」

「伊織？」

「……どうして……」

　月明かりだけでも、伊織が涙ぐんでいるのがわかったのだろう。

「周二さんにとっては大したことないかもしれないけど……っ」

　思わず溢れそうになった涙をぐっと堪こらえたせいで、鼻の奥がツンと痛んだ。

　きっと、周二はいつものように優やさしく慰なぐさめてくれるのだろう。だけど、その優しさが辛つらいときもある。

「悪かった、伊織。あんな顔を俺以外のやつに見せたと思ったら、頭に血が上った」

「へ……？」

　伊織は想定外の言葉に困惑した。まるで、嫉しつ妬としたと云っているように聞こえる。周二は伊織の乱れた服を整えながら、気まずげに告げた。

「俺だって、好きでもない相手にこんなことしねーよ」

「何…云って……」

　好きでもない相手にはしないということは、つまり、好きな相手にはすると云っているようなものだ。だけど、そんなことあるわけがない。夢の中でもない限り、そんな展開になるはずがない。諭さとすように、そう自分に云い聞かせる。

　都合のいい勘かん違ちがいをして傷つくのは自分だ。身の丈たけ以上の幸せを求めるものではない。

「お前が好きだ」

「……噓うそ……」

　混乱して目を泳がせる伊織に、周二ははっきりとした言葉を告げた。

「昔から伊織が好きだった。噓なんかじゃない」

「周二さんの云う『好き』って、家族とか友達とかに対する『好き』ですよね？」

　鼓こ動どうは高鳴り、胸は締めつけられる。舞まい上がりそうになっているけれど、勘違いだけはしたくない。

　伊織の問いかけは自分への念押しだった。けれど、周二は違う意味に取ったらしい。

「自分でもわかってる、中学生の男の子に惚ほれるのがヤバい自覚はあるから云わなくていい。下手したら犯罪者だよな。くそ、カッコ悪わりぃな。もっとちゃんとしたところで云うつもりだったのに」

　周二は苛いら立だった様子で自分の髪かみを搔かき回す。

「そんなこと……」

「いいって、無理にフォローしようとしなくても。自分のヤバさは自分が一番よくわかってる。こうなったら全部云うからな」

「周二さん───」

　開き直ったと云うべきか、周二は饒じよう舌ぜつに語り出した。

「昔、伊織に距きよ離りを置かれたときはすげえ落ち込んだ。俺の気持ちがバレて気持ち悪がられてるんだろうなって。それでも諦あきらめきれないから近くに住んだり、いないときに店に行って様子を訊きいたりして……口で説明すると、一層ヤバいな。もろにストーカーだよな」

「僕、全然知らなかった……」

　祖父や鉄夫との親密さが不思議だったけれど、そういうことだったのかと納なつ得とくした。

「バレないようにしてたからな。お前にウザがられたくなかったんだよ」

「ウザいなんて絶対に思ったりしません！」

　傍はたから見たらストーカーまがいの行動かもしれないけれど、ずっと周二が見守っていてくれたことは嬉うれしかった。ただ、伊織を好きだという言葉をどう受け止めればいいかわからない。

　愛情の形は様々ある。

「これからは、じいさんの代わりに俺が伊織を守る」

「周二さん……」

　誓ちかいの言葉を告げる周二の表情は、どこまでも真しん剣けんだった。噓うそ偽いつわりは感じられない。だけど、伊織には引っかかっていることがあった。

　周二には婚こん約やく者がいる───さっき、そう聞いたばかりだ。本人の口から聞いたわけではないから、噂うわさ話ばなしの域を出ないけれど、火のないところに煙けむりは立たないとも云う。

（何が本当なの？）

　ただ、出任せやその場の勢いで無責任な発言をするような人ではないし、二ふた股またをかけるような不誠実な人でもない。

　周二が好意を持ってくれているのは、本当のことだろう。だけど、それが自分と同じような気持ちかどうかは正直疑っていた。

　本人が恋れん愛あいのそれだと思い込んでいても、それこそ勘違いしている可能性だってないわけじゃない。

　責任感と保護者意識を恋愛感情と取り違えているのだとしたら、どうすべきなのだろう。ただ片かた想おもいに浮うかれていたけれど、急に現実が重みを持ってきた。

　何も知らない中学生のときなら、ただ浮かれるだけでよかった。けれど、いまはそれぞれにしがらみがある。とくに周二が背負うものは大きくて重い。

　お伽とぎ話ばなしなら両想いでハッピーエンドですむけれど、現実では伊織の返事次し第だいで周二の将来が変わってしまう。

（───どうしよう）

　何が最善の選せん択たくなのか、伊織には判断がつかなかった。
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「ふわあ……」

　もう何度目かわからない大きな欠伸あくびが出た。店のショーケースの拭ふき掃そう除じをしていた手が止まる。曇くもり一つなく磨みがき上げていると無心になれるのだが、今日はなかなか集中できない。

　昨夜は早めに布ふ団とんに入ったにも拘かかわらず一いつ睡すいもできなかったのは、気持ちと頭を整理しようと、周二の告白のことばかり考えていたせいだ。

　───お前が好きだ。

　確かに周二はそう云っていた。彼のことは一方的に想う相手でしかないと思っていたから、好きだと云ってもらえたのは死ぬほど嬉しかった。

　けれど、諸もろ手てを挙げて喜べなかったのは、不安要素も多いからだ。

　まず、自分が周二に相応ふさわしい人間なのかどうか。次に、周二の気持ちが本当に恋愛感情なのか。あまり自分には自信が持てないし、周二の云う『好き』が責任感からの思い違ちがいの可能性は否定できない。

　そして、それ以上に大きな問題は、周二に婚約者がいるかもしれないということだ。本人に訊きいてみるのが一番早い。そうとわかっていて切り出せなかったのは、周二の口から聞きたくなかったからかもしれない。

　周二の言葉を正面から受け止められないのは、自分に自信がないからだ。いまの伊織に周二から愛される価値があるのだろうか。

　まっすぐで純じゆん粋すいで、抜ぬけているところがあって───中学生のときのことを思い出すと気き恥はずかしい気持ちになるけれど、周二はそんな自分を好きになったと云いっていた。

　ドジで要領の悪いところは変わっていないけれど、いまの自分はあの頃ころほど純粋ではない。

「はあ……」

　大きなため息も数え切れないほど吐ついている。店中を磨いて回っているけれど、伊織の心は晴れてくれそうになかった。

「よう、いっちゃん」

「あ、鉄さん」

　今日のところは切り上げようと立ち上がったところに、風ふ呂ろ敷しき包づつみを手にした鉄夫がひょいと顔を出した。

「今日はウチのばあさんがぼたもち作ったから持ってきたんだ。いっちゃん、きなこのやつ好きだろ？」

「ホントですか。ありがとうございます！」

　鉄夫の妻が小豆あずきを炊たいて作るあんこは別格だ。教えてもらったとおりに作っても、同じような優やさしい味にはならない。子供の頃は食べすぎて夕飯が入らず、母に叱しかられたこともある。

「いっぱい入ってるから、腹はら一いつ杯ぱい食え。足りなかったら、源ちゃんのぶんも食べちまっていいからな」

「僕が全部食べちゃったら拗すねちゃいますよ」

　鉄夫を始めとしたご近所の人たちはお裾すそ分わけと称しようして、マメに伊織の様子を見に来てくれる。お陰かげで食べるものには当面困ることがなさそうだ。

「いっちゃん、今日はちっと顔色悪くねぇか？」

「え？　あ、ちょっと寝ね不ぶ足そくで……」

　あははと笑ってごまかそうとしたけれど、鉄夫は見み逃のがしてくれなかった。

「よく食って、よく寝るのが長生きの秘ひ訣けつだぞ。つっても、なかなか難しいよな。一人でいるのが落ち着かないようなら、ウチに泊とまりに来たっていいんだぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶです。昨日はちょっと考えごとしてたら目が冴さえちゃっただけなんで……」

「そうか？」

　心配そうな表情の鉄夫に笑いかける。

「店のことばっかじゃなくて、たまには外に出て気分転てん換かんしてきたらどうだ？　最近はあんまり友達と遊びに行ったりしてねぇだろ」

「みんなもう社会人なんで、なかなかタイミングが合わなくて。でも、そうですね、久々に集まってみるのもいいかな」

　高校のときの友人たちのほとんどは、今年が社会人一年目だ。専門学校の同級生は料りよう亭ていやレストランで修しゆ業ぎようしている。たまに近きん況きよう報告をし合ってはいるし、祖父の通つ夜やにも来てくれたけれどゆっくり話をする機会を作ってもいいかもしれない。

「あの土方の兄ちゃんはどうだ？　ちょくちょくこの辺に顔出してるんだし、時期によっちゃ暇ひまなときもあるんじゃねぇか？」

「……っ、しゅ、周二さんですか!?」

　まさか鉄夫の口から周二の話を振ふられるとは思わず、心底動どう揺ようしてしまった。

「本当にいい男だよな。よく気がつくし、働きモンだしな。いっちゃんが女なら、どうにかして婿むこに来てもらうんだけどなあ」

「ななな何云ってるんですか!?　婿なんて無理に決まってるでしょう!?」

　周二は家業を継つぐ兄を支えていく使命があるのだし、それ以前に伊織は男だ。

「んなこたわかってるよ。ただのものの喩たとえだろうが。お、そうだ。兄ちゃんに渡わたしてもらおうと思ってたもんがあるんだ。ちょっと取ってくるから待ってろ」

　鉄夫は持論を云うだけ云うと、何かを取りに自分の家へと引き返していった。その場に取り残された伊織は、不意打ちに不整脈を刻む心臓を胸の上から押さえて呟つぶやいた。

「見み抜ぬかれてるんじゃないよね……？」

　周二と二人でいるところを見られたことはない。彼への気持ちが尊敬や憧あこがれに止とどまらないと気づかれるような機会はなかったはずだ。

（ただの偶ぐう然ぜんに決まってる）

　周二と会った人は皆みな、すぐに彼を気に入ってしまう。鉄夫もそのうちの一人だというだけの話だ。狼狽うろたえれば、余計な疑ぎ惑わくを招くだけだ。

　鉄夫の言葉は気にしないことにして、ぼたもちの包みを置きに戻もどる。店の前に掃除用具を置きっぱなしにしていたことを思い出して外に出ると、不快な声が聞こえてきた。

「どうも。休みの日まで掃除なんて精が出るねえ」

「……っ、あなたたちは……」

　そこに立っていたのは、初七日の翌日に店の前で酒盛りを繰くり広げていたチンピラたちだった。リーダー格の男は、今日も安っぽいスーツに派手なシャツを着ている。

「おっと、覚えててくれたなんて光栄だな」

「今日は何の用ですか？」

「用がなきゃ来ちゃいけないのか？　せっかく、様子を見に来てやったのにつれないなあ」

「あなた方を相手する時間はありませんので」

　内心びくびくしながらも、毅き然ぜんとした態度を保つ。すでに歳としや見た目で舐なめられているのだから、せめて受け答えでは隙すきを見せたくなかった。

「ちょっとくらいいいだろ？　ちょうど掃除も終わったところみたいだし。こんなにボロい店だと掃除するのも大変だろうな」

　ニヤニヤと笑いながらの言葉は思わせぶりだった。

「やっぱり、あの嫌いやがらせはあなたたちの仕し業わざなんですね」

「何のことだかさっぱりわかんねーな」

　自分たちが犯人だと云わんばかりの顔をしていたけれど、口では認めるつもりはないらしい。

（それも当然か……）

　いくら子供じみた嫌がらせをしていても、犯罪自じ慢まんをするほど愚おろかではないだろう。この目的の見えない会話も、伊織にストレスを与あたえるためだけのものだろう。

　どうにかして証しよう拠こを摑つかみたいけれど、防犯カメラをつけられるほどの余よ裕ゆうはない。犯行の現場を押さえようと夜中に見張ってもみたけれど、目を離はなした一いつ瞬しゆんの隙にゴミがぶちまけられていた。

　周二に助言を求めれば何か解決策があるのではと一瞬頭を過よぎったけれど、こんなことで手を煩わずらわせるわけにはいかない。

「とにかく帰って下さい。営業妨ぼう害がいで通報しますよ」

「今日は営業日じゃないだろう？　それに警察沙ざ汰たなんかにしたら、店の評判が落ちるんじゃないのか？」

「迷めい惑わく行こう為いをしている人を放ほうっておくほうが評判に障さわると思いますけど」

「証拠もないのに人聞きの悪いことを云わないでもらいたいな。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえられたくないだろう？」

「……っ」

　いまはしゃあしゃあとのたまう男を睨にらみつけることしかできなかった。こんなに自信満々だということは、彼自身は手を下していないのかもしれない。あの程度の嫌がらせなら、金で雇やとった誰だれかにやらせることもできるだろう。

「小さな店とは云え、一人で切り盛りしていくのは大変だよな？　決断するならいまだと思うけどなあ」

「決断ならもうしてます。この店もここの土地も手放すつもりはありません」

「そんなはっきり云っちゃって後こう悔かいしない？　困ったことになってもいいのかなあ？」

「それは脅おどしですか？」

「そんなまさか！　心配してあげてるんだよ。悩なやんでるなら、早く決断したほうがいい。何なら、俺が相談に乗ってやっても───あいててててて！」

　伊織の肩かたに伸のびてきた手が目の前から消えた。

「周二さん!?」

　消えたように見えたのは目の錯さつ覚かくで、実際は後ろ手に捻ひねり上げられているようだ。男は体を不自然に傾かたむけ、苦痛の表情を浮うかべている。

「汚きたない手で触さわるな」

　周二は男を臨戦態勢を取る仲間たちのほうへと突つき放す。たたらを踏ふみ、転びそうになった男はすんでのところで踏み止とどまった。

「……っ、お前……！」

　振り返って周二を睨みつけているけれど、さっきまでの余裕は消えていた。前回も痛い目に遭あった記き憶おくが残っているのだろう。

「彼に用があるときは俺を通せと云いってあっただろう？　ついこの間云われたことも覚えてられないほどの鳥頭なのか？」

「なっ……」

「いい加減諦あきらめろ。この土地は売らないし、地元の人たちは誰も高層マンションなんて望んでない」

「何でそれを───あっ」

　男はしまったという顔をした。驚おどろいたということは、高層マンションの計画が事実だということだろう。伊織が聞いたのは、商業ビルを建てようとしているということだけだ。

「セレブ向けのマンションにして、テナントに地元の店を入れる気なんてないんだよな。だから、お前らを使って追い出しにかかってるんだろ？」

「し、知らねーよ！」

　否定はしているが、明らかに動揺している。目を泳がせているということは、ある程度図星を指されたということだ。

「一方で嫌がらせをして、もう一方で美味うまい話を持ってくって手法のつもりなのかもしれないが、繫つながりがあることを匂におわせたら意味ないんじゃないのか？　雇い主に云っとけ。お粗そ末まつな計画なんか立てずに誠実に仕事しろって」

「～～～～っ、てめーら、帰るぞ！」

　痛いところを突かれたのだろう。男の顔は赤を通り越こして、どす黒くなっていた。二度もコケにされて、彼のプライドはずたずただろう。

　金輪際現れないでくれるといいが、彼らがこれで諦めるとは思えなかった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……はい、ありがとうございました」

「電話に出ないから心配した。様子を見に来てよかった」

「す、すみません！　部屋に置きっぱなしで気づきませんでした……」

　外出時以外は、ほとんど携けい帯たい電でん話わを身につけていない。わざわざ訪ねてくるということは、何度もかけてくれたのかもしれない。

「ま、そのお陰かげで危ないところを助けられたんだから結果オーライか」

「本当に助かりました。でも、どうしてマンションのこととか知ってたんですか？」

　周二は伊織が知らないようなことまで知っているようだった。

「ちょっと調べてみたんだよ。同じ業界にいれば、噂うわさも入ってくるからな。まだ確証はなかったから鎌かまをかけてみた」

「な、なるほど……」

「もっと詳くわしいことがわかれば、手の打ちようもあるだろう。大丈夫だ、お前のことは絶対に俺が守る」

「……ありがとうございます」

　周二の気持ちは嬉うれしかったけれど、情けない気持ちにもなった。

　歳の差はあっても、伊織だって一人の男だ。中学生のときならいざ知らず、成人したいまも庇ひ護ごを受けるなんて一人前には程ほど遠い。

　複雑な気持ちになっているところに、鉄夫が戻ってきた。

「いっちゃん待たせたな。お、兄ちゃんもいるじゃねーか。ちょうどよかった」

「鉄さん、何持ってきたんですか？」

　その腕うでにはさっきよりも大きな包みを抱かかえている。サイズや形から察するに、一いつ升しよう瓶びんだろう。鉄夫は伊織が酒に弱いことを知っているはずだから、周二への土産みやげに違ちがいない。

「何だと思う？　見て驚くなよ」

　包みの結び目を解ほどいて見せた瓶のラベルには、伊織でも知っている酒の名前が書かれていた。毎年本数が限られており、よほどの得意客にしか回ってこないと聞いたことがある。

「これ、なかなか出回らないやつじゃないですか」

　周二が目を瞠みはっているところを見ると、かなりの垂すい涎ぜんの品らしい。

「俺の秘蔵品だ。お前にやるよ」

「こんな貴重なものもらえません」

「兄ちゃんにもらって欲しいんだ。こないだ、いっちゃんを助けてもらった礼をしねーとと思ってな。いまは俺が源ちゃんの代理の保護者だからよ。源ちゃんからだと思って受け取ってくれや」

「鉄さん……」

「……そういうことなら、ありがたくいただきます」

　周二はその酒を神しん妙みような面おも持もちで受け取った。鉄夫の心こころ遣づかいに、伊織の胸もじんと熱くなる。

「そうだ。せっかくですから一いつ緒しよにどうですか？」

「喜んで…って云いたいとこだが、このところ高血圧で医者から禁止令が出てんだ。だから、とっておきのやつは酒の味がわかるやつに飲んで欲しいんだよ。安酒で満足するようなやつには飲ませるなよ」

「もちろん、一人で堪たん能のうさせてもらいます」

　鉄夫の言葉に、周二はニヤリと笑って頷うなずいた。酒飲み同士、わかり合うものがあるのだろう。

「そうだ、兄ちゃん今晩暇ひまか？」

「今晩ですか？　とくに予定はないですけど」

「だったら、いっちゃんとこに泊とまってってくれねぇか？」

「え？」

「ちょ、鉄さん……っ」

　何をいきなり云い出すのかと動どう揺ようする。止める間もなく、伊織の事情を話されてしまった。

「ヘンなやつらもいるし、一人じゃ落ち着かなくてよく眠ねむれないらしいんだ。いっちゃんもそのほうが安心だろ？」

「で、でも、周二さんの都合もありますし……」

　眠れなかった直接の原因は周二だ。まだ頭も気持ちも整理できていないのに、一晩同じ屋根の下にいるとなれば絶対に落ち着かない。

（余計に寝ね不ぶ足そくになるよ……）

　周二が断ってくれることを祈いのったけれど、返ってきた答えは期待外れのものだった。

「伊織がいいなら、俺は構わないが───」

「だってよ。いっちゃん、よかったな！」

　完全に退路がなくなった。ここで伊織が周二が泊まることを頑かたくなに拒こばめば怪あやしまれる。伊織からも頼たのむしかなかった。

「お、お願いします……」

　あっけらかんと笑う鉄夫がいまは恨うらめしい。不幸中の幸いか、明日は日曜日で店は休みだ。寝不足でも仕事に支障は出ない。

「これで妙みような電話がかかってきたりしても安心だ。いっちゃんの声じゃ相手もびびらねぇだろうからな」

「妙な電話？」

　鉄夫の言葉に、周二が怪け訝げんな顔になった。反射的に目を逸そらしてしまったことも、怪しまれる要因の一つになったかもしれない。

「いっちゃんから聞いてないか？」

「あ、あのっ、その話はまだ周二さんにはしてなくて……っ」

　慌あわてて云い訳をしようとしたけれど、そんな暇はなかった。

「詳しく聞かせてもらおうか？」

　周二の顔にはまだ笑えみが残っているけれど、目は笑っていない。ここは正直に話すしかないだろう。

「えっと、大したことじゃないんですけど───」

　店の前に生ゴミをぶちまけられたり、無言電話がかかってきたりしていることを話しているうちに、周二はどんどん怖こわい顔になっていった。

「どうして、いままで俺に何も云いわなかったんだ！」

「ご、ごめんなさい！　子供のイタズラみたいな嫌いやがらせだし、堂々としていればそのうち飽あきてくれるかなって思って……」

　伊織の云い訳に、周二は大きくため息を吐ついた。

「お前はもっと危機感を持て。初めは大したことがなくても、エスカレートしていく可能性だってあるんだぞ？　様子を見てるうちにお前の身に何かあったらどうするんだ」

「……ごめんなさい……」

「俺を頼たよれと云ってあるだろう。何を遠えん慮りよしてるんだ。それとも、俺はそんなに頼りないか？」

「そんなこと……っ」

　周二はかなり怒おこっているようだった。鉄夫が間に入って宥なだめてくれる。

「まあまあ、いっちゃんは俺にも遠慮するような性格だからな。兄ちゃんもそれは知ってるだろ？」

「それはまあ……」

「いっちゃんも反省しろよ。できるだけ人に迷めい惑わくをかけたくないって思ってるんだろうけど、頼ってもらえないほうが淋さみしいときだってあるんだぞ。家族に遠慮なんてしないだろ？」

「……はい」

　鉄夫の言葉は身に染しみた。もし逆の立場だったら、と考えてみた。多分、自分では役に立てないのだろうかと落ち込むと思う。

「いますぐ全力で甘えろっつっても難しいだろうから、ちょっとずつ頼ってみろ。それを申し訳なく思うなら、そのぶん返せばいいだけだ」

「努力します」

「できるだけ自然体でな」

　鉄夫の屈くつ託たくのない笑みに、つられるように口元を緩ゆるませる。

（ちょっとずつ、か……）

　ふと周二のほうを見てみると、視線が交差した。微笑ほほえみかけられてドキリとする。甘えられるようになるには、やはり時間がかかりそうだった。










　夕食までの時間は、どうにか凌しのぐことができた。台所に立っている間は会話を探さずにすんだし、食事中は祖父の思い出話で場を繫つないだ。

（こんなとき、お酒が飲めればいいんだろうけど……）

　伊織が飲んだら、洒落しやれにならないことになってしまう。お酒のラベルをじっと見ていると、不意に周二が水を向けてきた。

「一口飲んでみるか？」

「い、いいです！　また迷惑をかけるとまずいんで！」

　首と手を横に振ふって固辞する。

　味には少し興味があるけれど、危険を冒おかしてまで知りたいわけではない。そもそもラベルを見ていたのは飲みたかったからではない。

「いまは二人きりなんだから問題ないだろ？」

「でも、そういうわけには───」

　二人だから問題がある、の間ま違ちがいではないだろうか。どうにか話を逸らさないとと思っていたそのとき、外からガシャーンと凄すごい音が聞こえた。

「な、何？」

　ガラスが割れるような音だった。横にいた周二の顔も険しくなる。

「伊織はここにいろ。様子を見てくる」

「僕も行きます！」

　危ないことを周二にばかり任せてはいられない。二人で外に出てみると、シャッターにビール瓶が投げつけられて粉々になっていた。

「この臭におい……」

　間違いなく灯油の臭いだ。割れた瓶びんの口らしき部分をよく見ると、布のようなものが詰つめられていた。

　火はつけられていなかったが、これはいわゆる火か炎えん瓶びんだ。もし火の気があったら、とんでもないことになっていただろう。これまでより危険度の増した嫌がらせに血の気が引いた。

「…………」

　黙だまり込んでいるところを見ると、周二も衝しよう撃げきが強かったのだろう。

「は、早く片づけないと」

　箒ほうきを取りに行こうとしたら、周二に止められた。

「ダメだ、そのままにしておけ」

「え？」

「ここまでされたなら、警察に通報しておいたほうがいい。片づけるのは証しよう拠ことして記録してもらったあとだ」

「警察、ですか」

　実際に自分で口にすると、やけに重みが増す。

　通報すると彼らに云ったりもしたけれど、本当にそうなるとは思っていなかった。大事になる前に収しゆう拾しゆうをつけたかったのだが、それは無理だったようだ。

　躊躇ためらっていると思われたのか、周二は諭さとすように伊織に云い聞かせた。

「こういうときにしないでどうする。どんどん嫌がらせが酷ひどくなってるんだろう？　被ひ害がい届は出さなくても一度通報はしておいたほうがいい。見回りをしてもらえれば防犯になるだろう」

「そ、そうですね」

　周二の忠告は尤もつともだ。様子見を続けていたことが、被害を大きくしてしまった一因かもしれない。伊織は電話をかけに家の中へと戻もどった。










　警察は投げつけられたのが火炎瓶だったことを重く見て、近きん隣りんの見回りを増やしてくれることになった。

　地上げに関しても商店街からも相談を受けているようで、考えていたよりも話はスムーズだった。周二の説明が客観的でわかりやすかったのもよかったのだろう。伊織一人では上手うまく状じよう況きようを伝えられたか自信はないし、通報だってしていなかったかもしれない。

　今日まで警察沙ざ汰たにするのは躊躇っていたけれど、もっと早く相談しておいてもよかった。

「それじゃあ、もしまた何かあったらすぐに連れん絡らくを下さい」

「わかりました」

　通報に駆かけつけてくれた警官たちは、自転車に乗って帰っていった。角を曲がって後ろ姿が見えなくなったのを確かく認にんしてから、家に戻る。

　周二と二人であちこちの施せ錠じようを確認してから、ようやく一息吐いた。気がつけば日づけが変わろうかという時間になっていた。

「お疲つかれ。大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、はい。ちょっと気が抜ぬけちゃって」

　警官がいる間、ずっと気が張っていたのだろう。居間で腰こしを下ろした途と端たん、ぐったりとしてしまった。

　通報して集まってきたのは、警官たちだけではなかった。騒さわぎを聞きつけた近所の人たちも様子を見に来ては、伊織に事情を訊きいていった。明日の朝には町内中に知れ渡わたっているだろう。

　怒いかりを抑おさえきれない様子の鉄夫を宥めるのにも苦労した。周二がいてくれるからと説得し、どうにか家に帰ってもらった。高血圧の人が頭に血を上らせるのは体に悪い。

「野次馬の相手も大変だったしな。今日はもう寝ねよう。目が冴さえて眠ねむれないかもしれないが、横になって体を休めたほうがいい」

「周二さんにもまた迷惑をかけちゃってすみませんでした」

「その迷惑って云い方はもうやめろ。俺が伊織のことで迷惑に思うことなんて一つもないんだからな」

「は、はい」

「むしろ、俺がいるときでよかった。鉄さんに感謝だな。泊とまることにして正解だ」

「……っ」

　周二に手を握にぎられ、自分の手が震ふるえていたことに初めて気がついた。

　不安で動どう揺ようしてたのに、周二に手を握られただけでものすごくドキドキしている。単純すぎる反応が恥はずかしくて、伊織はぱっと手を引っ込める。

「あ、あの、寝るのはこの部屋でいいですか？　他ほかの部屋はどこも片づいてなくて」

　祖父の部屋はまだ遺品の整理ができていないため、自分の部屋でベッドの隣となりに布ふ団とんを敷しくか居間で寝てもらうかしかない。

　だが、告白の返事もしていない状態で並んで寝るのはどうかと思う。

「別に布団なんてなくても構わないが？」

「さすがにそういうわけには……えっと、お布団持ってきますね！」

　伊織はその場から逃にげるようにして、階段を駆け上がった。

「心臓に悪いよ、もう」

　押し入れを開けながら、悩なやましいため息を吐ついたのだった。
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「……眠い……」

　昨夜もあまりよく眠れなかった。

　周二の隣で寝ていたわけではないけれど、自分の家に泊まっていると思ったら落ち着かなくて目が冴えてしまった。眠ねむ気けは感じるのに眠れない。そんな時間を過ごしているうちに夜が明けてしまった。

「ふあ……」

　流しで洗いものをしながら、大きな欠伸あくびが出る。

（いっそ、昼ひる寝ねでもしたほうがよかったかな）

　睡すい眠みん不足を引き摺ずっていたら、明日に響ひびく。今日は朝から遺品の整理をしていたけれど、寝ね不ぶ足そくの頭と目の前に周二がいる緊きん張ちよう感かんでドジばかりやってしまった。

　周二は伊織の睡眠不足は、昨日の嫌いやがらせのせいだと思っているようだった。告白の返事を催さい促そくすることもなく、至って変わらぬ態度だった。

　当の周二は夕方から約束があるとかで、さっき帰っていった。堅かた苦くるしい格好をするのがめんどくさいとぼやいていたから、今日はスーツでの仕事があるのだろう。

「あれ、この携けい帯たい……」

　ふと食しよく卓たくの上を見ると、周二の携帯が置いてあった。

　しばらくして周二が携帯電話を忘れていることに気づく。携帯が手元にないと困るだろう。連絡をしようにも、携帯はここにあるからかけても仕方ない。

　自宅マンションの場所はわかるし、いまなら急げば追いつくはずだ。伊織は慌あわてて身み支じ度たくをし、家を飛び出した。










　いつもはあまり乗らない自転車で、周二の家へと向かった。徒歩で二十分ほどの距きよ離りだから、自転車なら十分もかからないはずだ。

　目的のマンションに辿たどり着く。自転車を降り、停とめる場所を探しながら正面へと回る。

「周二さんの部屋って何号室だっけ……」

　先日、ここから帰るときは混乱していたせいで、部屋が何階の何号室だったかまでは気が回らなかった。郵便ポストに名札が出ていれば確認できるけれど、最近は個人情報保護のために表示していないところも多い。

　わからなかったら、マンションの前で周二が出てくるのを待っていればいいだけだ。

「あ」

　入れ違ちがいになっていないことを祈いのりながら自転車を押していたら、植え込みの向こうに周二の姿を見つけた。ちょうど出かけるところだったようで、ぎりぎり間に合ったことにほっとする。着き替がえをすませた周二は、さっきまでとは別人のようだった。

（……カッコいい……）

　今日は仕事のときのスーツよりも、華はなやかなものを身に着けている。ネクタイもずいぶん明るい色のものを締しめており、髪かみもいつも以上に丁てい寧ねいにセットされていた。

　作業着でもビジネススーツでもカッコいいけれど、今日の姿はまた違った魅み力りよくがあった。陳ちん腐ぷな云いい方になるけれど、まさに王子様のようだった。

（って、見み蕩とれてる場合じゃないだろ！）

　早くこの携帯電話を渡さなければ、周二は行ってしまう。我に返り、伊織は慌てて周二の元へ駆け寄ろうとした。

　声をかけるために大きく息を吸い込んだ瞬しゆん間かん、マンションの正面に車が停まった。赤い車体につけられたシンボルから、ドイツ製の高級車だとわかる。その運転席から降りてきたのは、綺き麗れいな女の人だった。

「清きよ佳か」

　彼女は周二の知り合いのようだ。下の名前を呼んでいるところから察するに、かなり親しい仲なのだろう。

　和風の美人で楚そ々そとした雰ふん囲い気きながらも、一人の自立した女性といった印象だ。オフホワイトのワンピースは甘すぎず、彼女自身を引き立てている。

　周二より若いようだが、軽口を叩たたきながら笑い合っている様はお似合いの恋こい人びと同士のようだった。

（どういう関係なんだろう……）

　隠かくれて様子を窺うかがっているなんて、趣しゆ味みが悪いし失礼だ。しかし、すぐに立ち去りたくても周二の携帯電話は伊織の手の中にある。堂々と二人の前に出ていって手て渡わたせばいいだけだとわかっているのに、何故なぜか足が動かなかった。

「珍めずらしくちゃんとした格好してる！　今日はちゃんと出席するつもりだったんだ」

「まあ、今日くらいはな。婚こん約やく者が迎むかえに来たんじゃ逃げられない」

「……！」

　周二の口から出た決定的な単語に、伊織は息を吞のんだ。

（あの人が周二さんの婚約者ってこと……？）　>>>♥

　心臓がドキドキし始めた。自転車のハンドルを握る手は冷たく汗あせばんでいる。

　二人の会話から、いくつかの単語が漏もれ聞こえてくる。式、披ひ露ろう宴えん、ドレス───どれも噂うわさ話ばなしを裏づける言葉ばかりだった。

　どうやら今日はそれぞれの家が参加する食事会が開かれるらしい。

「ほら、いつまでもこんなところで立ち話してないで早く行こ。お義父とうさんたちが待ってるんだから」

「そうだな」

　周二は助手席に、清佳は運転席に乗り込み、伊織が声をかける間もなく車は行ってしまった。伊織の手には周二の携帯電話が握られたままだ。

「……婚約者、か……」

　周二はどういうつもりで、伊織を好きだと云ったのだろう。

　さっきの様子を見る限り、彼女との仲は良好のようだ。他た人にん行ぎよう儀ぎなところもなく、すでに家族のような雰囲気だった。もしかしたら、かなり長いつき合いなのかもしれない。

（僕はどうしたらいいんだろう……）

　好きだと云われたけれど、自分の気持ちはまだ告げていない。周二から返事を求められていないことをいいことに、未いまだに思い悩んでいる。

「あ……！」

　周二は伊織に何も要求していないことに気づいてしまった。ただ、伊織を好きだと、昔から好きだったと云っただけだ。

　気持ちを伝えたいだけだったのだろうか。式を前に気持ちの整理をつけたいと考えたのだとしたら納なつ得とくもいく。

「……そっか……」

　胸の閊つかえが取れたと同時に、云いようのない切なさが込み上げてくる。じわりと滲にじんできた涙なみだを手の甲こうでごしごしと擦こすり、自転車を押しながら自宅への道のりを引き返した。










　結局、周二の携帯電話を持ち帰ってきてしまった。手元にないと不便だろうが、仕事ではないのだからどうにかなるだろう。

「これって、失しつ恋れんって云うのかな……」

　伊織を好きだとは云いながらも、周二は他ほかの人と結けつ婚こんしてしまう。両りよう想おもいでも恋こいが叶かなうことはないということだ。

　周二はこれからあの人と夫ふう婦ふになり、家庭を築いていく。子供もできるかもしれない。きっと、彼ならいい父親になるだろう。

　伊織には初めから隣となりに立てるような資格はなかった。それでも、好きだと云ってもらえたのだから、それだけで充じゆう分ぶん幸せだ。これが伊織の身の丈たけに合った幸せなのだろう。

　次に顔を合わせたときには、ちゃんと笑え顔がおで「おめでとう」と云えるようにしておかなくては。暗い顔は人生の門かど出でには相応ふさわしくない。

　自分によくよく云い聞かせながら、自転車を裏口の横に停め、カバンの中から鍵かぎを探す。

「あれ？　どこ入れたっけ？」

　さっき、慌てて飛び出したせいでしまった場所を忘れてしまった。カバンの底やポケットを全すべて見てみたあと、ズボンの尻しりポケットに触ふれてみたら鍵の形に膨ふくらんでいた。

　相変わらずのそそっかしさにため息を吐つきながら、裏口を開けた瞬間───。

「なっ……!?」

　背後からものすごい力で突つき飛ばされた。前のめりに倒たおれ込み、作業台の脚あしに頭を強したたかぶつけた。弾はずみで眼鏡がどこかに飛んでいってしまう。

「いっ…た……」

「よくも警察にチクってくれたな……」

　伊織を突き飛ばしたのは、店に来ていたチンピラのリーダー格の男だった。口の端はしは青く腫はれ、虚うつろな目をしている。

「お前のせいで全部パーになっちまったよ。クビだよ、クビ！　金も入らねーし、経費だってもらえなかったから損してばっかりだ！」

　彼の言葉から察するに、伊織たちが昨夜の件を通報して大事になってしまったために、彼は仕事を失ったということだろう。いわゆる、トカゲの尻しつ尾ぽ切きりだ。

「こっちは面子メンツを潰つぶされたんだ。お前もちょっとくらい痛い目に遭あってもらわなきゃ割に合わねーんだよ！」

「……っ」

　何とか体を起こしたところで、ガン！　と作業台を蹴けりつけられる。伊織はびくっと体を竦すくませ、咄とつ嗟さに頭を腕うでで庇かばった。

「とっとと店畳たたんで出ていけばよかったんだよ！　狭せま苦くるしい土地でも売ればそれなりの金になんだろ!?」

「く……っ」

　襟えり首くびを摑つかまれ、ぎりぎりと絞しめ上げられる。酒臭くさい息が顔にかかった。

　彼の云いぶんは身勝手なものばかりだった。けれど、彼の苛いら立だちの理由も理解できないわけではない。利用されるだけされて、報ほう酬しゆうすらもらえなかったのなら誰だれだって不満だろう。

「さ…逆さか恨うらみしないで下さい……っ」

「ああ!?　いま、何つった？」

　いまの男を刺し激げきするのは得策ではない。そうとわかっていても、云わずにはいられなかった。

「あなた方のやろうとしていたことは違い法ほう行こう為いです。警察に通報されて当然じゃないですか」

「うるせぇな！　あれが俺らの仕事なんだよ!!」

「大きな企き業ぎようにいいように使われて、いらなくなったら使い捨てられるのがあなたの仕事なんですか？」

「……っ、偉えらそうな口叩くんじゃねーよ!!」

　痛いところを突かれたのか、男は一いつ瞬しゆん押し黙だまったけれど、一層険しい顔で吠ほえた。人は本当のことを云いわれるのが一番辛い。

　男が拳こぶしを振ふりかぶったのを見て、伊織は目を瞑つむり、歯を食い縛しばった。しかし、いつまで経たっても覚かく悟ごした衝しよう撃げきは訪おとずれなかった。

「その手を離はなせ」

「！」

　馴な染じみのある声に、どくん、と大きく鼓こ動どうが鳴った。

「てめえ、いいところに来たな。てめえにも責任取ってもら───ぐふ……ッ」

　不意に現れた周二に食ってかかろうとした男だったが、全てを云い終わる前に吹ふっ飛んでいった。

「何…しやがんだ……っ、ぐはっ」

　ゾンビのように起き上がり、再度周二に挑いどもうとしたけれど、二発目を鳩尾みぞおちに食くらい、完全に落ちたようだった。ずるずると崩くずれ落ち、それきり動かなくなった。

　周二が現れてからのことはあっという間の出来事で、伊織は声をかけられるまで呆あつ気けに取られたままだった。

「怪け我がはないか？」

「は、はい。でも、どうして……？」

　周二は何故なぜかいつもタイミングよく現れる。一番いて欲しいときに傍そばにいてくれる伊織のヒーローだ。だけど、今日は大事な用があるはずだ。こんなところにいるべきではない。

「携けい帯たいを忘れたのに気づいて取りに来たんだよ。虫の知らせだったのかもな。外であいつの声が聞こえたときはさすがに肝きもが冷えた。本当に無事でよかった」

「……っ」

　周二は膝ひざを折ると、伊織をその胸に抱だきしめた。思わぬ行動に息を吞のむ。息を吸うたびに周二のいい匂においがする。背中に回された腕は力強く、藻も搔がいた程度では緩ゆるみそうになかった。

　調理場の床ゆかに膝をついたら、せっかくのスーツが汚よごれてしまう───混乱しているせいか、そんなことばかり気になった。

「お前に傷なんてつけられてたら、正気じゃいられなかっただろうな」

「あの、僕は大だい丈じよう夫ぶですから……っ」

　さっき頭はぶつけたけれど、幸いこぶにはなっていないようだ。それよりも、周二に抱きしめられていることのほうが一大事だった。上手うまく呼吸ができず、酸欠になりかけた。

「あ、悪い。いきなりすまなかったな」

「い、いえ、本当にありがとうございました」

　腕の中から解放され、やっと大きく息を吸う。周二に支えてもらいながら立ち上がったけれど、まだ少し目が回っていた。

「まずはあいつを片づけないとな。この間の警官に連れん絡らくして引き取ってもらうか」

「そうするしかなさそうですね……」

「やりすぎって怒おこられそうだな」

　周二はため息を吐きながら、床に転がっている男を見み遣やる。完全に伸のびており、しばらくは目を覚ましそうにない。

「でも、周二さんは僕を助けてくれただけで……」

「ま、大した怪我はしてないだろうし、正当防衛になるだろう。まずいことになりそうだったら、証言を頼たのむな」

「もちろんです」

　こくこくと頷うなずく。自分を助けたせいで周二が罰ばつせられるなんてことはあってはならない。

「とりあえずは電話だな。悪い、お前の携帯貸してもらえるか？　多分、俺の携帯お前ん家ちに置きっぱなしだからさ」

「あ、周二さんの携帯なら僕が持ってます！」

　カバンの中から取り出した携帯電話を周二に渡わたすと、手早く電話をかけた。この間、警官から教えられた直通の番号にかけているようだ。

「───はい、お願いします。すぐ来てくれるってさ」

「よかった……」

「こいつは軽く縛っとくか。連れてってもらう前に目を覚まされても厄やつ介かいだしな」

「そうですね。あ、でも、ウチにロープないんですけど」

「ガムテープとかでいいだろ。セロハンテープでもいいや」

「それならここに」

　台ごとセロハンテープを渡す。けれど、そんなもので成人男性一人を拘こう束そくできるのだろうか。作業を見守っていると、周二は手早く男の腕を背中に回し、親指同士をまとめ上げた。

「これでいいだろ。しかし、よく寝ねてんな」

「そういえば、お酒臭かったからけっこう飲んでるんだと思います。自棄やけ酒ざけしてたのかも……」

　男は苛立ちを伊織にぶつけているようだった。

「自棄酒？」

「クビになったって云ってました」

「なるほど。警察沙ざ汰たにされて困った上のやつらが切ったってことか。そうそう、こいつらは尾お高だか建設の手先だった。一連の嫌いやがらせは予想どおり、地上げの下準備のつもりだったらしい。正確には手先の手先の手先、くらいみたいだけどな」

「やっぱり……。この間、尾高建設の人たちが来ました」

「いつだ？　その話も聞いてねーぞ」

　男を裏口の横まで引き摺ずっていった周二は、怖こわい顔で振り返った。この期ごに及およんで隠かくしごとがあったことを咎とがめているのだろう。

「す、すみません。話をして帰っていっただけだったので……」

　彼らの対応はストレスではあったけれど、物理的被ひ害がいがあったわけではないのですっかり頭の隅すみに追いやられていた。

（ていうか、その日はもっと大変なことがあったし……）

　周二に告白されるという一大事があったせいで、頭の中はそのことばかりになってしまった。

「そいつらの名前わかるか？」

「はい、名めい刺しがあります」

　書類などは置いていかなかったのだが、最初に名乗ったときに渡された名刺がある。捨ててしまおうかと思ったけれど、苦情を申し入れることもあるだろうと思って取っておいたのだ。

「これ、預かってもいいか？　こいつのことも調べてみる」

「調べるってどうやるんですか？」

　こともなげに云っているけれど、簡単なことではないだろう。尾高建設との繫つながりもどうやって調べ上げたのだろうか。

「その手の仕事をしてるやつが知り合いにいるんだよ。貸しがあるから色々やってもらってる」

「色んな知り合いの方がいるんですね」

「まあな」

　周二は感心するほどに顔が広い。それだけ人に好かれる性格だということだ。

「もっと早く調べがついてたら先手が打てたんだが、報告書が届いたのがついさっきだったんだ。すまなかったな、怖い目に遭あわせて」

「何云ってるんですか！　周二さんは悪くありません！　元々はウチの問題だったんだし……」

　周二のことは巻き込んでしまっただけにすぎない。

「伊織の問題は俺の問題だ。こいつらのことは俺が始末をつけるから心配するな」

「……っ」

　大きな手で頭を撫なでられる。その暖かさに胸が締しめつけられるけれど、これは本来伊織が得ていいものではない。

「───あの、こんなところにいていいんですか？」

「ん？」

　一いつ瞬しゆん迷ったけれど、はっきりと訊きくことにした。曖あい昧まいにしたところで胸の痛みが和やわらぐわけではない。

「婚こん約やく者の方が待ってるんじゃないですか？」

「婚約者？　清佳のことか？　でも、何で伊織があいつのことを知ってるんだ？」

　伊織が振ふった話に、周二は怪け訝げんな顔をしている。

「すみません、さっきマンションの前でお二人の姿を見かけたんです。周二さんの携帯を届けようと思って行ったんですけど……あ、立ち聞きするつもりはなかったんです！　出るタイミングを逃のがしちゃって……」

　事情を説明しようとしたら、結果的に云いい訳ばかりになってしまった。どんな理由があったって、不ぶ躾しつけなことをしてしまったことに変わりない。

　非難されることを覚かく悟ごで唇くちびるを引き結んでいたら、尚なおも周二は戸と惑まどっている様子だった。

「ちょっと待て。お前、何か誤解してないか？」

「誤解？　彼女が周二さんの婚約者さんなんですよね？　この間、婚約したって聞きました」

「違ちがう！」

　周二はものすごい形相で否定する。そのあまりの剣けん幕まくに腰こしが退ひけたほどだ。

「あれは兄貴の婚約者で義姉になるやつだ。俺より年下だけどな」

「え、お兄さんの……？」

「今日は兄貴の婚約祝いの席だったんだよ。清佳が近くまで来る用事があったからついでに拾ってくれることになっただけだ」

「……凄すごく仲よさそうだったから……」

「仲がいいのはつき合いが古いからだ。幼なじみだから妹みたいなもんかな。兄貴とは十歳離はなれてるんだが、押しに押してとうとう彼女の座に納まったのが去年の話だ。で、一年様子見て婚約したんだよ。勘かん違ちがいは解けたか？」

「……はい」

　自分の早とちりが恥はずかしかった。結けつ婚こん式やドレスの話をしていたときに兄の名前が出てこなかったとは云え、事情も聞かずに思い込んだのは伊織の手落ちだ。

「本当にお前はそそっかしいな。大体、俺のことを婚約者がいるのに他ほかのやつに好きだなんて云うような男だと思うのか？」

「……思わないです」

　結果的に不ふ名めい誉よな疑いをかけたことになってしまったと気づき、伊織は肩かたを落としたけれど、それ以上に周二が落らく胆たんした顔をしていた。

「つーか、そんな誤解されてたってことはこの間の夜から恋こい人びとのつもりでいたのは俺だけだったってことか……」

「こ、恋人!?」

　自分の勘違いよりも、たったいま告げられた言葉のほうが衝しよう撃げきが大きかった。

　この間の夜というのは、亮太に誘さそわれた祝いの席でうっかり酒を飲んでしまったときのことだろうか。

「だって、そうだろ？　あんなことしたあとに好きだっつって、お前からは断りの言葉がなかったんだから普ふ通つうそう思うだろ！」

「す、すみません……」

　周二の抗こう議ぎに、伊織は小さくなって謝るしかなかった。

（いや、でも、恋人って……）

　心の中でその単語を呟つぶやいただけで、ぐんぐん体温が上がっていく。

「そんな誤解をさせたのは、俺の伝え方が悪かったってことだよな」

「僕が勘違いしたのが悪いんです！」

「いや、俺が悪い」

「そんなことありません！　僕の早とちりのせいです」

　また押し問答になってしまった。

「もっと話をすればよかったな。そうしたら、こんなややこしいことにはならなかったんだ」

「そうですね」

　お互たがいに伝え合うことが足りていなかった。不安になるのは、相手の気持ちがわからないせいだ。心を透すかして見ることはできないけれど、言葉にすることで距きよ離りを縮めることはできる。

「───あれ？　でも、婚約祝いならこんなところにいたらまずいんじゃないですか？」

　周二が結婚するというのは誤解だったとわかったけれど、今日お祝いの席があることに変わりない。

「行けないってメールしといたから問題ない」

「いいんですか!?」

「バカ、伊織のほうが大事に決まってるだろ」

「な……っ」

　甘く詰なじる言葉がくすぐったくて、体中が震ふるえる。周二は伊織の目をまっすぐ見み据すえ、甘えるようにねだってきた。

「なあ、伊織の気持ちを聞かせてくれないか？」

「！」

　自分の口で想おもいを伝えたことは、まだ一度もない。伊織の気持ちなどだだ漏もれになっているだろうけれど、言葉にすることが必要なときもある。

　頭の中が容量オーバーで逃にげたくなったけれど、ここで逃げたらいつもと同じだ。深呼吸のあと、長年秘ひめていた想いを初めて口にした。

「周二さんが、好きです」

　喉のどの奥に引っかかっていた小骨が外れたような気分だった。

「俺の恋人になってくれるか？」

「……はい」

　声は上うわ擦ずってしまったけれど、伊織ははっきりと頷うなずいた。

　伸のばされた腕うでの中に、躊躇ためらいながらも身を任せる。力強く抱だき込まれ、伊織もおずおずと広い背中に手を回す。

「……それにしても、気絶した男の隣となりで告白なんて普通じゃないな」

「確かに」

　周二のぼやきに、伊織も思わず吹ふき出した。










　目を覚ましてパニックに陥おちいっている男を警察に引き渡わたしたり、荒あらされた調理場を片づけたりしていたらかなりの時間が経たってしまった。

　やっと夕食を終え、一息吐つくことができた。

「本当に行かなくてよかったんですか？」

　周二はジャケットを脱ぬぎ、ネクタイも外してしまっている。せっかくいいスーツなのに、胡座あぐらをかいているから皺しわになっていそうだ。

「ああ。今日の主役は俺じゃないしな。でも、乾かん杯ぱいくらいはしとくか。一いつ杯ぱいくらいつき合えよ」

「え、あの、でも……」

　伊織が酒を飲んだらどうなるか、周二は知っているはずだ。どういうつもりで云っているのだろうかと悩なやんでいたら、念を押された。

「先に云っとくけど、下心つきだからな」

「……っ、わ、わかりました」

　周二は昨日鉄夫からもらった一いつ升しよう瓶びんの栓せんを開ける。そして、伊織が用意したお猪口ちよこに、なみなみと注ぎ入れた。

「じゃあ、兄貴たちの結婚と俺たちの将来に乾杯」

「……乾杯」

　カチン、と陶とう器きの縁ふちをぶつけてから、恐おそる恐る口をつける。すっきりとした辛から口くちで、後先を考えなければするするといくらでも飲めてしまいそうな味だった。

「あー、美味うまいな。さすが鉄さんの秘蔵品」

「ホントに美味おいしいですね。口当たりも上品だし、後味もさっぱりしてる」

　祖父が好きそうな味だ。「鉄のやつ、こんな美味いもんを隠かくし持ってやがって」などと文句を云いながら飲んでいる姿が目に浮うかぶ。

「そうだ、じいさんにも供えてやったほうがいいんじゃないか？」

「そうですね」

　祖父が愛用していた湯飲みにたっぷり注ぎ、仏ぶつ壇だんに供える。塩しお辛からをツマミにするのが好きだったけれど、生なま臭ぐさくなりそうなので一いつ緒しよに出すのはやめておいた。

「そういや、俺に婚こん約やく者がいるなんてデマ、どこで聞いたんだ？」

「えっと、この間の誕生祝いの席で亮太くんの後こう輩はいの子が誰だれかに聞いたって云いってました」

「つまり、伝言ゲームの途と中ちゆうで兄貴が俺に入れ替かわったわけだな。ったく、しょうもねーな。伊織は俺に婚約者がいるって聞いてどう思った？」

「……ショックでした。その話を聞いたあとに、その、好きだって云われたから混乱しちゃって。すぐ周二さんに確かく認にんしておけばよかったんですけど……」

「ちょっとくらい妬やいた？」

「そんな、妬くなんておこがましくて……っ」

　ぶんぶんとクビを横に振ふる。そんな伊織の仕草に、周二は苦く笑しようした。

「おこがましいって、俺はそんな大層な男じゃねーだろ」

「周二さんは世界一カッコいいです！」

「そ、そうか」

「妬くっていうよりは、羨うらやましかったです。女の人なら周二さんと結婚して、家庭を持つことができるんだなって……」

　アルコールの力を借りて素す直なおになるのは卑ひ怯きようかもしれないが、零こぼれる言葉はどれも本心だ。結けつ婚こん願望があるわけではないけれど、両親の揃そろった家庭に憧あこがれはある。

「なら、結婚するか？　婚こん姻いん届とどけを出すのは無理でも、籍せきを入れることはできるだろ。式だって挙げられるし、海外でなら結婚だってできる」

「いや、その、どうしてもしたいってわけじゃなくて……！」

「したくないか？」

「……で、できるならしたいです」

　酒が入っているせいで、本音がぼろぼろと出てしまう。

「今度こそ、完かん璧ぺきにセッティングしてプロポーズしてやる」

　告白のシチュエーションには、未いまだに悔くいがあるようだ。

（本当にどんなときだってカッコいいのに）

　些さ細さいな仕草一つに心を奪うばわれるというのに、舞ぶ台たいを整えられたらどうにかなってしまいそうだ。

「もう全部飲んじまったのか。もう一杯いっとくか？」

　空になったお猪口に気づいたようだ。周二の問いかけに含ふくみがあるのは、さすがに伊織にもわかった。逡しゆん巡じゆんの末、こくりと頷く。

「───飲みます」

　注ついでもらった二杯はい目は一息に飲み干した。もったいない飲み方だとは思ったけれど、いまは他ほかに大事なことがある。

「おい、そんな飲み方して大だい丈じよう夫ぶか？」

「気持ち悪くなったりはしないから大丈夫です」

　おかわりをしたのは、伊織なりの意思表示だった。アルコールが回ってくるまでは、もう少しかかるだろう。足が立たなくなる前に移動しようと、立ち上がる。

「……僕の部屋でいいですか？」

「大だい歓かん迎げいだ」

　こういうとき、どんな顔をしていいかわからない。周二の先に立ち、二階への階段を上がっていく。

「ど、どうぞ」

　二階の突つきあたりのドアを開けて、招き入れる。

「へえ、ここが伊織の部屋か」

「全然片づいてなくて……」

　云いかけ、昔母が撮とってくれた周二との写真を机に飾かざっていたことを思い出した。そこには祖父と自分と周二の姿がある。慌あわてて隠そうとしたけれど、見つかってしまった。

「懐なつかしいな、この写真」

「片づけしてたら出てきて、懐かしいなと思ってそれで……っ」

　何とか云い訳をしようととってつけたようなことを云うけれど、日に褪あせた色合いからしまい込んでいたものではないことは明らかだった。

　気持ちが通じ合ったいまでも、長年の片かた想おもいを知られるのは気き恥はずかしい。赤くなった顔を見られないよう背中を向けていたら、周二は背後から力強く抱だきしめてきた。

「俺も大事に取ってある」

「……っ」

　眼鏡を外され、机の上に置かれる。緊きん張ちようにこくりと喉のどを鳴らすと顎あごを取られ、上向かされた。

「伊織───」

「ん」

　初めは啄ついばむばかりだった口づけが徐じよ々じよに深くなっていく。息を吸おうと開いた隙すき間まから、するりと舌が忍しのび込んできた。

「ん、んぅ……っ」　>>>♥

　上手うまく呼吸ができず苦しかったけれど、伊織からも舌を絡からめてお互たがいの唇くちびるを求め合う。アルコールがかなり回ってきた。吐と息いきを交わらせながらの深い交わりに、頭の芯しんが蕩とろけていく。

　体を捻ひねっている体勢が苦しくて、伊織は腕うでの中で向きを変える。正面から抱き合う形になり、周二に搔かき抱いだかれた。

「ン、ぁ、んん」

　初めてのキスは刺し激げきが強かったけれど、今日はそれ以上だ。酒なんか飲まなくても、キスだけで酩めい酊ていできた気がする。

　乱暴に貪むさぼられれば逃にげ腰ごしになり、離はなれて行きそうになると追い縋すがる。伊織はただひたすらにキスに夢中になった。

「……っあ」

　やがて唇が外れ、不満げな声が漏もれてしまった。一いつ瞬しゆん、もっとしたかったのにと思ってしまった自分が恥はずかしい。

　散々に貪られた舌はジンジンと痺しびれている。キスだけしかしていないのに、体中が甘く震ふるえていた。濡ぬれた唇を舌で舐なめ、上がった呼吸を落ち着かせる。

「わ……っ」

「立ったままじゃ辛つらいだろ？」

　周二は伊織を抱き上げベッドに横たえた。まさに俎まな板いたの上の鯉こいの気分だ。これから自分はどんなふうにされてしまうのだろう。

「伊織。俺のものにしていいんだな？」

　潤うるんだ目で見上げながら小さく頷うなずくと、周二は伊織の首筋に嚙かみついた。微かすかな痛みは快感へと変わり、背筋が大きく震えた。

「あ……っ」

　シャツのボタンを周二が器用に外していく。少しずつ露あらわになっていく肌はだは、シャツの衣きぬ擦ずれにすら感じてしまう。晒さらされた素す肌はだに手の平が滑すべり、伊織は小さく息を吞のむ。

「周二さんの手、気持ちいい……」

　体温の高い手は火傷やけどしそうに熱かった。周二はワイシャツを脱ぬぎ去り、逞たくましい体を重ねてくる。筋肉質の体はずっしりとしていたけれど、その重さがリアルで嬉うれしかった。

「あっ」

　鎖さ骨こつや喉にキスを落とされながら、胸むな元もとを探さぐられる。指先が尖とがりに触ふれた瞬しゆん間かん、小さく喘あえいでしまった。すでに尖っていたそこをやわやわと揉もまれると、くすぐったさに似た感覚が這はい上がってくる。

「あ、ん、んん……っ」

「本当に感じやすいな」

「や……っ」

　皮ひ膚ふのあちこちに痕あとを残していた唇が、不意に乳ち首くびに触れた。

　充じゆう血けつするほど強く吸い上げられ、舌の上で転がされる。熱く滑る感かん触しよくが気持ちよくて、伊織は鼻にかかった吐息を零した。

「あ、は……っ、あ、あ……っ」

「それとも、溜たまってた？」

「や……っ」

　大きな手で股こ間かんを鷲わし摑づかみにされる。主張しかけていたそこは何度か揉みしだかれただけで硬かたく張り詰つめた。

「もう硬くなってる」

「やっ、だって……」

「俺だってこんなだ」

「あ！」

　足を大きく開かされ、周二の腰こしを押しつけられた。服の上からも、猛たけった欲よく望ぼうの大きさは想像がついた。ガチガチに硬くなったそこを自身に擦こすりつけられ、上擦った声が上がった。

「あっ、あ、ああ……っ」

　服を着たまま突き上げるような動作をしてくる。昂たかぶり同士が擦れ合う感触の気持ちよさに身み悶もだえる。自分からも腰を動かし、快感を貪どん欲よくに求めてしまう。追い詰められ、あとがなくなったその瞬間、胸の先を甘あま嚙がみされた。

「ぁあ……っ」

　目の前が真っ白になったかと思うと、びくびくと欲望が爆はぜ、下着を濡らしてしまった。生温かい感触が気持ち悪い。

「……いっちゃった……」

　呆あつ気けなく一人でイカされたことに呆ぼう然ぜんとしていたら、前まえ髪がみを搔き上げられ、額にキスをされた。愛いとおしむような仕草に、夢ゆめ心地ごこちで周二を見上げる。

「これ脱ぐか？」

「……ん、脱ぎたい……」

　気け怠だるげに頷くと、ベルトを外され、ボトムと下着を下ろされた。

　自分が望んだこととは云いえ、体液に濡れた性器が露わになるのは恥ずかしい。あっという間に下か肢しから全すべて取り去られた。

「舐めて」

「ん、う……」

　唇に押し当てられた周二の指を云われるがままにしゃぶる。根本まで吞み込むと、舌を弄もてあそばれ、口こう腔こうを搔き回された。その動きに抜ぬき差しが加わり、唾だ液えきが溢あふれてくる。

「んん、んー…っ」

　唇の裏を擦られるとぞくぞくと背筋が震える。苦しさに涙なみだ目になった頃ころ、指を引き抜かれ、開かされていた足の間を探られた。

「あ……!?」

　濡れた指を押し込まれ、悲鳴じみた声を上げてしまった。

　周二は大だい胆たんに抜き差しを繰くり返し、狭せまい場所を強ごう引いんに押し開く。異物を受け入れるための器官ではないそこは無ぶ遠えん慮りよな侵しん入にゆう者に戸と惑まどい、キツく締しめつけてしまう。

「痛……っ」

「やっぱりキツいか。ちょっと待ってろ」

　周二は手た繰ぐり寄せたスーツのポケットから、手の平サイズの容器を取り出した。

「それ……」

　周二が手にしていたのは、火傷や切り傷用の塗ぬり薬だ。救急箱に常備しているけれど、それは新品のようだった。

「さっき薬局で買ってきた。近所で専用のローションを買うわけにはいかないしな」

「……っ」

　目的を悟さとり、頰ほおを染める。わざわざ一階から脱いだジャケットを持ってきていたのは、このためだったのだろう。

　蓋ふたを開けた容器からたっぷりと中身を掬すくい、立てさせられた足の間に塗りつけられた。

「ひゃ……っ」

「冷たかったか？　すぐ溶とけてくるだろうから我が慢まんしてくれ」

「んん……ッ」

　ぬるぬると窄すぼまりを撫なでているだけだった指が、不意に入り込んできた。軟なん膏こうの滑ぬめりを使い、指を根本まで埋うめ込んだ。

「入った。痛くないか？」

「あ、ん、中で、動いてる……っ」

「大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　周二はそう云って、抜き差しの速度を上げた。強弱をつけて奥を突つき、内ない壁へきを揉み解ほぐす。いつの間にか二本に増えた指は出入りしながら中を押し拡ひろげる。

「や、ぁ、あ……っ」

　忙せわしなく慣らそうとしているということは、周二も余よ裕ゆうがないのだろう。体の中を搔き回される違い和わ感かんに耐たえながら、次の行こう為いを急せかした。

「も、いいです、大丈夫、だから……っ」

「まだ無理だ」

「早く、周二さんの欲ほし───ぅン……っ」

　欲望のままに言葉にすると、指を抜かれ、代わりに屹きつ立りつの先せん端たんが捻じ込まれた。周二の昂ぶりは予想以上に大きかった。

「くそ、やっぱりキツいな」

「へーきです…もっと、奥に来て下さい……」

「本当にいいんだな」

　周二は息を詰め、ゆっくりと奥へ押し入ってくる。伊織もそれを受け入れようと、深呼吸を繰り返す。

「あ…ぁ、あ……っ」

「……っ、は……」

　何とか全てを収めた周二は熱っぽい吐と息いきを吐はく。眉まゆを寄せた顔がやたらと色気を滴したたらせていて、思わず見み蕩とれてしまう。

「大丈夫か？」

「だい、じょうぶです……」

　無む理り矢や理り体を押し拡げられている苦しさはあったけれど、それ以上に繫つながり合っているという事実が嬉しかった。

「ちゃんと、できてますか……？」

「ああ、全部入った」

「よかった……。周二さんの、凄すごく熱くて気持ちいい……」

　体の内側で感じる欲望の証は、嵩かさを増しガチガチに張り詰めていた。男の体の変化はわかりやすい。こんなふうになっているということは、欲よく情じようしている証しよう拠こだ。

　伊織が素す直なおな気持ちを告げると、周二は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「こら、無む闇やみに煽あおるんじゃない」

「ん…っ、いま、おっきくなった……？」

「誰だれのせいだと思ってるんだ」

「あ……っ!?」

　甘く詰なじられ、嵩を増した欲望で深い場所を突き上げられた。その刺し激げきに、腰から頭のてっぺんに快感が走り抜けていく。

「そんなに締めるな」

「んんっ、だって、体が勝手に……っあ！」

　周二は溶け合ってしまったかのように繫がり合った場所を揺ゆらす。伊織の体は、些さ細さいな刺激にすら感じてしまう。繰り返される突き上げは、そのまま律動へと変わっていった。

　締めるなと云われても、意識するとそこに力が入ってしまうのだからどうしようもない。けれど、何度も腰を送り込まれているうちに中で屹立が動くようになってきた。

「あっ、あ、んん……っ」

　周二の動きに合わせて、上擦った声が押し出される。内壁が擦れる快感で、伊織の嬌きよう声せいはさらに甘くなった。　>>>♥

「あ…ぁ、あ、ああ……っ」

「凄いな、絡からみついてくる」

「やあ……ッ」

　根本まで埋め込まれた屹立をぎりぎりまで引き抜かれ、抜け出てしまいそうになる直前に押し戻もどされる。深い抜き差しで内壁を擦こすられ、伊織は甘ったるい声を上げた。

「あ、ん……っ、きもちい、そこ……ああっ」

「俺もだ」

　激しい律動に振ふり落とされてしまいそうで、逞たくましい背中に必死になってしがみつく。張り詰つめた筋肉には汗あせが浮うき、爪つめを立てても手が滑すべる。

　穿うがたれるたびに、快感で背中が弓なりに撓しなる。伊織にのしかかり激しく腰こしを振る周二の顔は獣けもののようだった。

「ひぁ……っ、あ、んん───」

　周二は伊織の体を荒あら々あらしく揺さぶりながら、嚙みつくようなキスをしてくる。舌も口腔も乱暴に搔かき回され、わけがわからなくなる。思考も感覚もめちゃくちゃだった。

　体の中で生まれた熱は行き場がなく、体内で暴れ回るばかりだ。押さえ込まれた体は周二の下で快感にのたうち、喉のどからは甘ったるい嬌声ばかりが上がる。

「……っは、周二さ……も、いっちゃう、また出ちゃ……っ」

「俺ももうヤバい」

「いっしょ、がいい……っ」

　そう訴うつたえると、伊織を追い詰める動きは一層激しさを増した。上下の感覚すらあやふやで、繫がり合った体は溶け合い、本当に一つになってしまいそうだった。

「あっあ、あ、あ───」

　びくびくと下腹部を震ふるわせて終わりを迎むかえると、それを追うように周二も伊織の中に欲よく望ぼうを解き放つ。屹立を包み込んでいた粘ねん膜まくは、伝わってくる感覚に甘く痺しびれた。

　ほぼ同時に迎えた絶頂の余よ韻いんに息を詰めていた伊織は、周二の体が弛し緩かんしたのを確かく認にんして自らも力を抜ぬく。けれど、伊織の体は二度極きわまったくらいでは熱が引きそうになかった。

「……周二さん、どうしよう……」

　欲望が爆はぜたばかりの屹立は、まだ硬かたく張り詰めたままだ。甘く充じゆう血けつし、さらなる刺激を待ち侘わびている。

「大丈夫だ。気がすむまで抱だいてやる。次はどうして欲しい？」

「キス、したい、です」

「それだけか？」

「……もっといっぱいして下さい……」

　伊織は羞しゆう恥ちに消え入りそうな声でねだる。周二にはリクエスト以上の快感を与あたえられ、あとで思い出すのも怖こわいくらいに乱れてしまった。







　　　　８




　地上げの件は知らないところで片づいていた。周二は祖父に頼たのみ込み、広い人脈を使って片をつけてもらったらしい。お陰かげで周辺の買収計画もなくなったという。

　今回の騒そう動どうは、尾高建設の一部社員の暴走だったらしい。よからぬ団体と関係しているとなると会社としてはまずい。そのことをもみ消すには計画ごとなくしてしまうのが得策だということになったそうだ。

　伊織のところに嫌いやがらせをしに来ていたチンピラの男たちは、周二の会社の伝つ手てで地方の現場へと送り込まれた。もちろん、本人の同意の上だ。

　前科があったらしく、今回被ひ害がい届を出されると確実に塀へいの中に行くことになるという状じよう況きようがわかり、交こう換かん条件という形で選ばせたというわけだ。

「すげー厳しい人がいるから逃にげ出せないし、根こん性じようも叩たたき直されるだろ」

「そ、そうですか」

　どんな恐おそろしい現場なのだろうかと気になったけれど、訊きかないほうがいいだろう。

「あの、お祖父じいさんにもお礼をしたほうがいいですよね？」

「別に気にすんな。どっちかっていうと、向こうに貸しが作れてほくほくしてるみたいだし。どうしてもって云いうなら、今度の祖父さんの誕生日に弁当を作ってやってくれ。俺が恋こい人びとの作る飯がすげー美味うまいって自じ慢まんしたら、食いたいってうるさくてな」

「わかりました。そんなことでよければいくらでも。……でも、よかったんですか？」

「何がだ？」

「家族に僕なんかのこと話して……」

　普ふ通つうの恋人ならまだしも、伊織は男だ。普通なら息子むすこの恋人が男だなんて易やす々やすとは受け入れられない。

「何云ってんだ、世界一可愛かわいい自慢の恋人だろ？」

　本人の目の前で自信満々に惚のろ気けられ、伊織は真っ赤になった。周二の審しん美び眼がんは世間とはズレている気がする。

　正式につき合うようになってから、仕事のあとはどちらかの家で過ごすことが日課になった。平日は伊織の自宅、週末は周二の自宅というローテーションになっている。

　そして、今夜は周二の部屋に泊とまる日だ。

「……ところで、そろそろ上がっていいですか？」

「ダメだ。まだ百数えてないだろう」

　数えてはいないけれど、数えたくらいの時間は経たっている。熱すぎない湯船はちょうどいい温度だが、自分を取り巻く状況に逆上のぼせかけていた。

　風ふ呂ろを勧すすめられてゆったりと入っていたら、周二が乱入してきた。すぐに上がって入れ替かわろうとしたけれど、丸め込まれる形で一いつ緒しよに湯船に浸つかることになってしまったというわけだ。

　伊織は周二の足の間に抱かかえ込まれ、シートベルトのように腰をがっちりホールドされている。

　乳白色の入にゆう浴よく剤ざいのお陰でお湯の中が不ふ透とう明めいなことだけがありがたい。

「ちょ、どこ触さわってるんですか!?」

「バレたか」

　どんなにさりげなかろうが、胸むな元もとを探さぐられれば誰だって気づくに決まってる。

「見えなくてもわかります！　や……っ」

「なるほど。酒飲んだときだけじゃなくて、体温が上がると感じやすくなるんだな」

「あ、やめ……っ」

「ちょっとだけ摘つまみ食い」　>>>♥

「ダメです！」

　イタズラしている手を摑つかみ、それ以上の狼ろう藉ぜきは防いだけれど、体の中心部は変化を始めている。触ふれられなければ気づかれないが、そこが気になってそわそわしてしまう。

「仕方ない、我が慢まんしとくか。その代わり、あとでがっつり食わせてもらうからな」

「あ、あとって……」

「覚かく悟ごしとけよ。お預け食くらったぶん、歯止めが利きかないかもな」

「……っ」

　耳元で云われた脅おどし文句に息を吞のむ。

　周二の機き嫌げんのよさが、いまは不安でしょうがなかった。

























「周しゆう二じさん、お皿取ってもらえますか？」

「これでいいか？」

「はい、二つお願いします」

　キッチンの釣つり棚だなから皿を二つ取り出し、カウンターに並べる。先日、ペアで揃そろえたばかりのものだ。

　今日のメニューはハンバーグ。フライパンの中には小さいものと大きなものが一つずつ。その横の鍋なべには、カボチャのポタージュスープができあがっている。

　ほとんど自じ炊すいをしてこなかった周二だが、伊い織おりが部屋に来てくれるようになってから少しずつ料理を教わっている。

　タマネギのみじん切りを炒いためたり味つけをしたのは伊織だが、ハンバーグの種は周二が捏こねた。小学生の手伝いレベルだが、二人でキッチンに立つのは楽しい。

　伊織がつけているエプロンは、先日一緒に買い物に行ったときにプレゼントしたものだ。爽さわやかなライトグリーンがよく似合っている。我ながらいい選せん択たくだった。

「……何ですか？」

「いや、新しん婚こんみたいでいいなあと思って」

「ななな何云いってるんですか!?　へ、ヘンなこと云ってないで、ご飯よそって下さい！」

　伊織は真っ赤になって、ふいと顔を背そむけた。恥はずかしがっているときの癖くせだ。

　赤面している顔を見られるのが嫌いやらしく、すぐに隠かくそうとする。そんな仕草も含ふくめて可愛かわいいのだが、自分ではわかっていないようだ。

「いつまでも見てないで、テーブルの仕し度たくしてきて下さい！」

「了りよう解かい」

　しつこく見つめ続けていたら、叱しかられてしまった。照れ隠しに怒おこる顔も好きなのだが、あまり困らせるのも可哀かわい想そうだ。

（泣かせるのはベッドの中だけにしとかないとな）

　こんなことを考えているなんて知られたら、愛あい想そを尽つかされてしまうかもしれない。ニヤけそうになる口元を引き締しめ、箸はしやスプーンを並べていった。










　周二が伊織と初めて会ったのは、それぞれ大学生と中学生だった頃ころのことだ。

　弁当を買うために並んでいたとき、学校から帰ってきた伊織が「ただいま」と云って裏口から入っていくのを見て、この家の子なのだと知った。

　安くて美味うまい上にボリュームのある『源げん次じ郎ろう』の弁当は、近くの建設現場で働く大学生にとってはありがたい品だった。日ひ替がわりのおかずも魅み力りよく的で毎日通うようになった。

　やがて、家族ぐるみで親しくなり、伊織も懐なついてくれた。初めのうちは弟のような感覚で可愛がっていた。けれど、無防備に甘え、接せつ触しよくしてくる伊織によからぬ欲よく望ぼうを覚えるようになり、自分が抱いだいている感情に気がついた。

　その気持ちをどう扱あつかうべきか迷っているうちに、伊織のほうから周二を避さけ始めた。

（あのときはヘコんだよな……）

　周二の気持ちに気づいたせいだろうと思っていたけれど、伊織に妙みようなことを吹ふき込んだやつがいたらしい。いくら訊きいても、何を云われたのかを口にしようとはしないのだが、牽けん制せいじみたことをされたのだと察しがついた。

　当時、周二には困った同級生がいた。依い存ぞん心や独どく占せん欲よくが強く、大学以外でもつきまとうようになっていて迷めい惑わくしていたのだが、多分、その男の仕し業わざだろう。

　自分で云うのも何だが、あの頃は男女問わずモテた。調子に乗って、あちこちにいい顔をしていた。そのせいで修しゆ羅ら場ばに巻き込まれ、自分の行動を反省した。アルバイトに精を出すようになったのは、そういった誘さそいを断る建前にも使えたからだ。

　もし、あの頃ころ伊織に想おもいを告げていたらどうなっていただろうかと夢想するときもあるけれど、現実的に考えて中学生に手を出すわけにはいかない。

　伊織を傷つけたやつのことは許し難がたいけれど、結果的にはこれでよかったのかもしれない。

　そんなふうに余よ裕ゆうが持てるのも、いまが幸せだからだ。伊織は全身で裏表のない愛情を注いでくれる。曇くもりのないキラキラとした瞳ひとみで見つめられると、抑おさえきれない下心に罪悪感を覚えることもあるけれど、いまはお互たがいに大人だ。求めれば、躊躇ためらいつつも応こたえてくれる。

（酔ようと凄すごいし）

　伊織にはとある酒さけ癖ぐせがある。アルコールが回ると、エッチな気分になってしまうというものだ。限界量を超こえて飲めば眠ねむってしまうらしいのだが、ほろ酔い程度だと体中が敏びん感かんになる。

　本人としては困った体質なのだろうが、恋こい人びととしてはありがたい酒癖だった。最初に手を出したときは、手助けが三割、七割が下心だったが、伊織は完全に親切心でのことだったと思っている。もちろん、それを告白するつもりはない。

「ま、素面しらふのときも可愛いんだけどな」

　羞しゆう恥ちを堪こらえて恥じ入る姿は堪たまらない。一度、本気で泣かせてしまったことがあるのだが、乱れる自分が死ぬほど恥ずかしかったらしい。

「お風ふ呂ろ、ありがとうございました。あと、これもありがとうございます」

「サイズどうだった？　ちょっとデカかったか？」

「少しだけ大きいですけど、パジャマだからこのくらいのほうが楽でいいです」

　伊織の云うとおり、袖そでや裾すそが少し余っているようだった。ちょっとだけ出た指先が庇ひ護ご欲よくをそそる。

「こっち来い。髪かみ拭ふいてやる」

「え、いいです！　自分でできます！」

「俺がしたいんだよ。髪拭くだけだから」

　足の間に座るよう促うながすと、恐おそる恐る周二の元に寄ってきた。まるで臆おく病びような動物を手て懐なずけているような気分になる。

　ちょこんと腰こしを下ろした伊織の髪を肩かたにかかっていたバスタオルで優やさしく拭く。同じシャンプーを使っているはずなのに、何故なぜか甘い香かおりに感じる。

「いい匂においだな」

「そ、そうですか？」

　湿しめった項うなじや火ほ照てった肌はだが、周二を誘ってくる。いまはダメだと自分に云い聞かせたけれど、堪らず耳に齧かじりついてしまった。

「ひゃっ」

「悪い、美味そうでつい」

「か、髪拭くだけだって……」

「すまん、我が慢まんできなかった」

　悪びれもなく謝り、耳みみ朶たぶを甘あま嚙がみする。はっきり云って、伊織は周二に甘い。少し強ごう引いんに甘えれば、渋しぶ々しぶながらも何でも許してくれる。

（だから、俺がつけ上がるんだけどな）

　わかっていて反省しないのだから、かなりの性しよう悪わるだ。こんな男に憧あこがれを抱き、慕したってくれる伊織には申し訳ないけれど、逃にがしてやるつもりはない。

「んっ……きょ、今日も…する…んですか……？」

「伊織が許してくれるなら」

　一いつ旦たんは主導権を渡わたすふりをするあたりも質たちが悪い。こうやって、戸と惑まどう伊織を共犯者に仕立て上げる。

「あの、じゃあ、お酒飲んできていいですか？」

　酒を飲めば、いくらかは羞恥心が飛ぶのだろう。

「それはまたあとでな」

「あとじゃ意味がないんですけど……っ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。飲まなくても、充じゆう分ぶん感じるだろ？」

「あ……っ」

　だぶついたパジャマの裾から手を差し込み、風呂上がりの肌を撫なでる。しっとりとした手て触ざわりは心地ここちよく、いくらでも触さわっていられそうだ。

「ほら、もう硬かたくなってる」

「や、だめ、やあ……っ」

　羞恥に身み悶もだえる伊織の抵てい抗こうなどあってないに等しい。白い首のあちこちに口づけ、体をまさぐっているうちに身を任せるようになる。

「あ、はっ……周二さん……っ」

　伊織は体を捻ひねり、物云いたげな眼まな差ざしを向けてきたけれど、キスで何もかも封ふうじ込める。卑ひ怯きような自分を自覚しながらも、一度火のついた欲望は燃え上がる一方だった。










「……無理させたかな」

　隣となりで眠る伊織は子供のような寝ね息いきを立てている。

　周二にしつこくつき合わされたせいで、疲つかれ果てたのだろう。調子に乗って甘えすぎて、愛想を尽かされないように気をつけなければ。

　風邪かぜを引かせないよう、俯うつぶせの剝むき出しの背中に布ふ団とんをかけ直す。起こさないよう、そっとふわふわの髪を撫でると口元に微かすかな笑えみが浮うかんだ。

　その無む邪じや気きな表情に、周二は愛いとおしげに目を細める。こうして伊織が隣で眠っていることが、いまでも信じられないときがある。その僥ぎよう倖こうをいつまでも忘れずにいたい。

　一生をかけて、大事にする。

　こんなことを告げたら重たいと引かれるだろうから口にするつもりはないけれど、心からそう思っている。

「おやすみ、伊織」

　周二は枕まくら元もとの明かりを消すと、伊織の隣に潜もぐり込む。規則正しい寝息を感じながら、ゆっくりと目ま蓋ぶたを下ろした。

























　あとがき







　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　ようやく寒かった冬が終わり、春が来てくれました。花粉は辛つらいですが、やっぱり暖かいほうがいいですね。今年は自宅の庭にある桜にたくさんつぼみがついてるので満開になるのが楽しみです！




　さてさて、連続刊行三冊目『野や獣じゆうなアニキに溺でき愛あいされすぎて困る。』をお手に取っていただき、ありがとうございます！

　今回は憧あこがれだった年上の人との再会ラブなお話になりました。

　抜ぬけているところのあるメガネっ子受と逞たくましくて頼たよりがいのある攻という比ひ較かく的てきスタンダードな組み合わせなのですが、受がお酒を飲むとＨな気分になっちゃうキャラなので、そういうシーンをがんばりました！

　天然な受を書いているときは、どちらかというと攻のほうに感情移入するのか、攻と一いつ緒しよになって受を心配してはらはらしてしまいます。自分で書いてるので、展開はわかってるんですけど（笑）。

　あと、食事のシーンを書いているとお腹なかが空すいてくるのが困りものです。作中に出てくるメニューは自分で食べたいと思っているものばかりという……。たまにはお弁当を作って仕事場に来るのもいいかもしれません。

　そんな感じで楽しく書かせていただいたので、少しでも楽しんでいただけると幸いです。







　二〇一四年三月一日刊から『世界一初はつ恋こい～横澤隆史の場合５～』、『ガテンな義兄あにが可愛かわいすぎて困る。』、『野獣なアニキに溺愛されすぎて困る。』（この本です）と三ヶ月連続刊行をさせていただいてきましたが、六月一日に連続刊行四ヶ月目になる新刊『純情トラップ』が出ることになりました。

　一年ぶりのトラップシリーズで、『求愛トラップ』のロイの兄ヒューバートたちの若かりし頃ころのお話です。どうぞよろしくお願いします!!




　最後になりましたが、お礼を。

　素す敵てきな挿さし絵えと漫まん画がを描かいて下さいました陸裕先生。可愛くて庇ひ護ご欲よくをそそる伊織と思わず見み蕩とれてしまうほどカッコいい周二をありがとうございました！　想像していた以上に二人とも素敵で、眼福ものでした。

　担当の相澤さんにもお世話になりました。ご多た忙ぼうかと思いますが、体調には気をつけてどうかご自愛下さい。

　そして、この本をお手に取って下さいました皆みな様さま、感想のお手紙を下さった皆様に心から感謝しています。今後も精しよう進じんしていきますので、どうぞよろしくお願いします。




　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇一四年春


藤崎　都　　
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カバー・口絵・本文イラスト・漫画／陸裕千景子

デザイン／須貝美華










野や獣じゆうなアニキに溺でき愛あいされすぎて困こまる。




【小しよう説せつ＆漫まん画が収しゆう録ろく】








藤ふじ崎さき　都みやこ
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